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専門であるITによる企業変革に関する著書多数。
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デジタル化とは

デジタル化がビジネス機会として注目されている。

スマートフォンやソーシャルメディアの普及と、モノに装着されたセンサーのインターネッ

ト接続によって収集可能になったビッグデータを解釈してビジネスに活かすこと。

改めて定義すると、「デジタル化とは、進歩したITを用いてモノや人の振る舞いに関する

データを収集し解釈して何らかの意味を探知し適切に対処すること」

IoT（モノのインターネット）は、「モノの動きに関するデータを収集して何らかの変化を

予見し適切にコントロールする」。設備や装置の稼動データを集めて予防保守や稼

動効率の向上に役立て、コスト削減や顧客サービスに繋げ、さらには自動運転を目

指す。

人の場合はどうか。モノのアナロジーでいえば、IoH（人のインターネット：筆者の造語

）とは、「人の振る舞いや考えに関するデータを収集して個々人の思考の変化を探

知し、適切な情報やサービスを提供して個々人に応じた価値を創出する」。
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デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは

デジタル化は、様々な企業が協働して価値を顧客に提供したり、企業と顧客が価値を

共創したり、顧客自身がセルフサービスで自分ならではの価値を創造することを容

易にする。

・リアル空間のモノづくりやサービス提供の状況を、データを用いて仮想空間にモデル

化し観察し分析し制御する。豊富なデータを集積するほど精度が高いモデルが出

来、効果的な制御が出来る。（データ中心エコノミー）

・物理的な製品やサービスが情報サービス化される。製品のライフサイクルを通じて顧

客に応じたサービスが可能になり、顧客によるセルフサービス化が進み、様々なサ

ービスを組み合わせた総合的な顧客経験が創り出される。（アズアサービス化）

デジタル化のもとでは、様々なサービス提供者が共存共栄のエコシステムを形成し、

顧客への価値を最大化するように、既存のビジネスを進化させ続けるデジタル変革

が企業に求められる。そして、リアル空間の製造業やサービス業のビジネスが情報

サービス業の性格を持つようになる。
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デジタル変革の３つのステップ
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ステップ1 ステップ２ ステップ３

既存ビジネスの 製品・サービスの デジタル化による
デジタル活用による デジタル化による 企業の壁を越えた
高度化 情報サービス業化 エコシステム形成

デジタルソ
リューション

デジタルサー
ビス業

デジタルエコ
システム


デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ





デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		ポートフォリオ								ブリッジプロセス						正確性リスク セイカクセイ

		変革プログラム ヘンカク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		投資方法 トウシ ホウホウ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										IT基盤 キバン
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【ステップ１の例】製造業の生産の完全自動化

インダストリー4.0は、生産工程における擦り合わせも含めてブラックボックスと

して自動化し、他社への移植も可能にする。
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自動化の階層 生産判断 搬送
前工程 生産設備 後工程

生販在統合管理
ERP

ライフサイクル管理
PLC/MES
稼働監視
集中監視/分散監視

生産ライン指示
PLC/PAC

生産自動化 生産機器

生産ライン

生産統合管理

工場統合管理

生産ライン管理

出所）筆者作成


変革のまとめ（製造業）

		【事例企業】 ジレイ キギョウ		コーラス（英国） エイコク		ドミノピザ（アメリカ）		アジアンペインツ（インド）

				製鉄業 セイテツギョウ		外食（ピザ宅配） ガイショク タクハイ		塗料製造 トリョウ セイゾウ

		【動機】 ドウキ

		戦略駆動 センリャク クドウ		・海軍向けの高性能な新鋼材を顧客と協力して開発 カイグン ム タカ セイノウ シン コウザイ コキャク キョウリョク カイハツ		・商品の評判の低下と顧客の嗜好の変化に対応して ショウヒン ヒョウバン テイカ コキャク シコウ ヘンカ タイオウ		・製品（塗料）の製造から セイヒン トリョウ セイゾウ

				・多くの顧客への高性能製品の拡販 オオ コキャク コウセイノウ セイヒン カクハン		ピザ再生キャンペーンを実施 サイセイ ジッシ		消費者向けペイントソリューションの提供へ転換 ショウヒシャ ム テイキョウ テンカン



		ＩＴ駆動 クドウ				・モバイル端末とソーシャルメディアを活用した タンマツ カツヨウ		・SAP製品を中心としたＩＴソリューションによる セイヒン チュウシン

						顧客経験価値の向上 コキャク ケイケン カチ コウジョウ		サービス基盤の構築 キバン コウチク



		【変革内容】 ヘンカク ナイヨウ		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン

		・製品・サービス セイヒン		・英国海軍の要求に応える高性能な鋼材の供給 エイコク カイグン ヨウキュウ コタ セイノウ コウザイ キョウキュウ		・ピザのレシピを抜本的に見直し バッポンテキ ミナオ		・多彩な色合いのペイントを品揃え タサイ イロア シナゾロ

		・業務プロセス ギョウム		とロイズからの供給認可の取得 キョウキュウ ニンカ シュトク		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン		・住宅向けカラーコンサルティングサービス ジュウタク ム

		・ビジネス・		【業務プロセス】 ギョウム		【業務プロセス】 ギョウム		・革新的カラーコンセプトの提案 カクシンテキ テイアン

		モデル		・小規模バッチ製造による製品テストの繰り返し ショウキボ セイゾウ セイヒン ク カエ		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ		【業務プロセス】 ギョウム

				・化学組成、スケジュール、再加熱、冷却スピード、 カガク ソセイ サイカネツ レイキャク		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン		・専門家によるインテリアデザインと センモンカ

				追加加熱の各要素の鋼材品質への影響分析 ツイカ カネツ カク ヨウソ コウザイ ヒンシツ エイキョウ ブンセキ		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ		住宅のカラー提案のプロセス ジュウタク テイアン

				・カイゼン活動による待ち時間、過剰工程、 カツドウ マ ジカン カジョウ コウテイ		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ		・ディーラーからの受注を受注センターに集中化し ジュチュウ シュウチュウカ

				過剰生産、無駄な動作、在庫、運搬、製造ロスの削減 ムダ ドウサ ザイコ ウンパン セイゾウ サクゲン		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ		サービス向上と営業効率向上を実現 コウジョウ エイギョウ コウリツ コウジョウ ジツゲン

				・リーン生産方式による無駄の削減と製造コスト低減 セイサン ホウシキ ムダ サクゲン セイゾウ テイゲン		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ		・サプライヤーや下請け業者とのBtoB連携ポータル シタウ ギョウシャ

				・JIT方式による顧客への素材の適時適量供給 ホウシキ コキャク ソザイ テキジ テキリョウ キョウキュウ		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ		【ビジネスモデル】

				・JIT方式によるサプライヤーからの原材料調達 ゲンザイリョウ チョウタツ		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン		・ＢtoBの製品提供モデルから セイヒン テイキョウ

				【ビジネスモデル】		【ビジネスモデル】		BtoBtoCのサービス提供モデルへ テイキョウ

				・製品開発段階からの顧客との価値共創 セイヒン カイハツ ダンカイ コキャク カチ トモ キズ		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【変革経緯】 ヘンカク ケイイ		2000 英国海軍駆逐艦用鋼材の供給を失注 エイコク カイグン クチクカン ヨウ コウザイ キョウキュウ シッ チュウ		2009　30名のＩＴ専門家を採用 メイ センモンカ サイヨウ		・1990-1999　

				　　　　この間継続的改善プロセスを実施 カン ケイゾクテキ カイゼン ジッシ		2010　ピザ再生キャンペーン開始 サイセイ カイシ		消費者向けソリューション提供能力の整備 ショウヒシャ ム テイキョウ ノウリョク セイビ

				2007　Tata Steelにより買収される バイシュウ		　　　　デジタル広告代理店を起用 コウコク ダイリテン キヨウ		・2000-2003　

				2008 英国海軍空母用鋼材の供給を受注 エイコク カイグン クウボ ヨウ コウザイ キョウキュウ ジュチュウ		2013 モバイル端末からの注文が35％に達する タンマツ チュウモン タッ		ERP/SCM/CRMによるソリューション提供力の強化 テイキョウ キョウカ

				2014 英国空母就航 エイコク クウボ シュウコウ				・2004-現在　さらなるソリューションの高付加価値化 ゲンザイ コウフカ カチ カ

		【イネ―ブラー】

		・価値観 カチカン		・モットーは「学び、共有し、啓発する」 マナ キョウユウ ケイハツ		・顧客から見た透明性の向上を重視 コキャク ミ トウメイセイ コウジョウ ジュウシ		・トップによる明確な変革へのビジョンと メイカク ヘンカク

		・組織 ソシキ		・現場の改善チームが情報を共有し連携し合う ゲンバ カイゼン ジョウホウ キョウユウ レンケイ ア		・商品品質の刷新を約束し着実に実行 ショウヒン ヒンシツ サッシン ヤクソク チャクジツ ジッコウ		実現ステップの提示 ジツゲン テイジ

		・人材 ジンザイ		・技術と専門家のノウハウを学ぶための ギジュツ センモンカ マナ		・顧客への率直なメッセージの発信 コキャク ソッチョク ハッシン		・事業部門とＩＴ部門との経営者レベルの密接な連携 ジギョウ ブモン ブモン ケイエイシャ

		・プロセス		研修機会と研修プログラムを整備 セイビ		・統合されたメディアミックスマーケティング トウゴウ		・ＩＴ部門の豊富なビジネス経験 ブモン ホウフ ケイケン

		・ＩＴ活用力 カツヨウ リョク		・製品の開発における顧客との価値共創プロセス セイヒン カイハツ コキャク カチ トモ キズ		【ＩＴ活用】 カツヨウ		【ＩＴ活用】 カツヨウ

				・製品の改良・拡張における継続的改善プロセス セイヒン カイリョウ カクチョウ ケイゾクテキ カイゼン		・顧客のソーシャルコミュニティの構築 コキャク コウチク		・特定ベンダーのＩＴソリューションの積極的活用 トクテイ セッキョク テキ カツヨウ

				【IT活用】 カツヨウ		Brainstorm、Photoboard、Ｐｉｐｅｌｉｎｅ，Ｓｕｐｅｒｆａｎｓ		SAP ERP NetWeaver

				・SAP ERPによるサプライヤーからの統合された		・Pizza Tracker 注文したピザの状況確認 チュウモン ジョウキョウ カクニン		SCM i2 Technology

				原材料調達の実現 ジツゲン		・Domino’s　Live　ピザ製造中継 セイゾウ チュウケイ		SAP CRM

				・ERPからの即時レポートによる従業員の増力化 ソクジ ジュウギョウイン ゾウリョクカ		・Pizza Builder オリジナルピザの作成  サクセイ		SAP BI, Business Warehouse

				・新製品開発におけるコンピュータシミュレーション シンセイヒン カイハツ		・ビッグデータプラットフォーム Splunkを導入し		SAP HANA real-time analytics

				モデルの利用 リヨウ		システム監視とリアルタイムBIとして活用		SAP new CRM　(受注センター向け） ジュチュウ ム

								SAP Afaria（モバイルＳＦＡ向け） ム

		【成果】 セイカ		先進顧客への食い込み センシン コキャク ク コ		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ		マーケットシェアの向上 コウジョウ

				その成果を生かした他の顧客への販売増加 セイカ イ タ コキャク ハンバイ ゾウカ		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク		43.1％から53.3％へ（05年～13年） ネン ネン



		【変革のタイプ】 ヘンカク		戦略駆動型変革 センリャク クドウガタ ヘンカク		IT駆動型変革 クドウガタ ヘンカク		戦略駆動型かつIT駆動型の変革 センリャク クドウ ガタ クドウ ガタ ヘンカク

				先進顧客との価値共創により センシン コキャク カチ トモ キズ		ブランド価値再生に向けて、ＩＴを活用した カチ サイセイ ム カツヨウ		サービス提供基盤をSAP製品を中心とした テイキョウ キバン セイヒン チュウシン

				製品の機能的価値を飛躍的に向上 セイヒン キノウテキ カチ ヒヤクテキ コウジョウ		マーケティングとデリバリーサービスを刷新 サッシン		モジュールで構築してビジネスモデル転換を加速 コウチク テンカン カソク





Domino's背景

				2000年初旬、Domino’s はグローバルで6,500店舗、売り上げは30億ドル。

				同社はピザレストラン業界の革新者。 ドウシャ

				1970年初旬、30分以内のデリバリーを約束した宣伝が人気を呼んだ。



				ところが、2008年から業績不振に陥る ネン ギョウセキ フシン オチイ

				【内部要因】 ナイブ ヨウイン				【外部要因】 ガイブ ヨウイン

				・粗悪な製品： セイヒン				・激化する競争：

				コストを削減し短時間で配達を行うため、				競争相手であるPizza HutのピザはDomino’sよりも味が良く、

				材料の大部分が調理済み食材。				ソーシャルメディアとモバイル端末を効果的に活用。

				顧客の多くが、同社のピザを				全米ピザ市場の6割は独立系やローカル店であり、

				「ダンボールにように風味無し」と酷評。				多くの人々はローカル店のピザを好む。

				・否定的な風評：				・健康的なライフスタイル：

				同社の社員が賞味期限切れのピザを顧客に届けている ドウシャ				新世代の顧客は、より健康的なメニューを選び、

				とYou Tubeで内部告発。				オーガニックな食材を求める。





				2009年第3四半期、顧客の不満が増大し、売り上げは6.5%落ち込んだ。

				Domino’s に対する不満感が風評やサーベイを通して明らかとなった。





				2010年初旬、同社は新CEO Patrick Doyleを迎え、製品やプロセスを大幅に変革。 セイヒン

				Domino’sのそれまでのイメージを完全に覆す「ピザ再生キャンペーン」







Domino's変革の内容

		【製品・サービス】 セイヒン

		・ピザのレシピを抜本的に見直し、 バッポンテキ ミナオ

		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン



		【業務プロセス】 ギョウム

		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し、 シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ

		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン

		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ

		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ

		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ

		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ

		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ

		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン



		【ビジネスモデル】

		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【成果】 セイカ

		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ

		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク





Domino'sの統合マーケティング



		Domino's								顧客 コキャク



		発信型メディア ハッシンガタ				ＴＶ広告、バナー広告 コウコク コウコク				評判回復 ヒョウバン カイフク

						・率直で真摯な姿勢を強調 ソッチョク シンシ シセイ キョウチョウ



		双方向型メディア ソウホウコウガタ				ウェブサイト				声の反映 コエ ハンエイ

						・キャンペーンの発信 ハッシン

						・顧客からのフィードバック コキャク



		ビッグデータ				ソーシャルコミュニティ				顧客参加 コキャク サンカ

		・Splunk				・Think Oven



		顧客属性データ コキャク ゾクセイ				オンライン/モバイル注文 チュウモン				顧客経験 コキャク ケイケン

		・Customer				・Piza Tracker				・簡単注文 カンタン チュウモン

		 Profile				・Live Stream				・実況中継 ジッキョウ チュウケイ

						・Piza Builder				・個別仕様 コベツシヨウ





統合マーケティング



サービス産業化の構図



























								プロモーション				ソリューション				ライフタイム

								のエンタメ化 カ				の個別提案 コベツ テイアン				バリュー向上 コウジョウ



								Domino's				アジアンペインツ				GE（後述） コウジュツ



						製品の機能的価値プラス顧客にとっての意味的価値 セイヒン キノウテキ カチ コキャク イミテキ カチ

						収益化機械の増大 シュウエキ カ キカイ ゾウダイ







製品提供後サービス





製品提供時サービス





製品提供前サービス







生産のデジタル化の方向

		自動化の階層 ジドウカ カイソウ				生産判断  セイサン ハンダン		搬送 ハンソウ		生産ライン セイサン

										前工程 マエ コウテイ		生産設備 セイサン セツビ		後工程 アト コウテイ



		生販在統合管理 セイ ハン ザイ トウゴウ カンリ				生産統合管理 セイサン トウゴウ カンリ

		ERP



		ライフサイクル管理 カンリ						工場統合管理 コウジョウ トウゴウ カンリ

		PLC/MES

		稼働監視 カドウ カンシ

		集中監視/分散監視 シュウチュウ カンシ ブンサン カンシ



		生産ライン指示 セイサン シジ								生産ライン管理 セイサン カンリ

		PLC/PAC



		生産自動化 セイサン ジドウカ										生産機器 セイサン キキ









ヘルスケア産業の構成主体

								供給者 キョウキュウシャ								個人 コジン						補完サービス ホカン

		行政 ギョウセイ

		・厚生労働省 コウセイ ロウドウショウ		規制 キセイ				調剤薬局 チョウザイ ヤッキョク								健康状態 ケンコウ ジョウタイ						検診機関・簡易検査 ケンシン キカン カンイ ケンサ

		・総務省 ソウムショウ														（健常者） ケンジョウシャ						保険指導 ホケン シドウ

		・経済産業省 ケイザイ サンギョウショウ						歯科診療所 シカ シンリョウショ														健康機器・健康食品 ケンコウ キキ ケンコウ ショクヒン

		・PMDA等 トウ

								医科診療所 イカ シンリョウショ				サービス				罹患状態 リカン ジョウタイ						ドラッグストア

		川上事業者 カワカミ ジギョウ シャ		提供 テイキョウ												（患者） カンジャ						民間保険会社 ミンカン ホケン カイシャ

		・医療機器メーカー イリョウ キキ						病院 ビョウイン

		・製薬企業 セイヤク キギョウ										費用 ヒヨウ

		・薬品卸 ヤクヒン オロシ						介護事業者 カイゴ ジギョウシャ								要介護状態 ヨウ カイゴ ジョウタイ						見守り・運動指導 ミマモ ウンドウ シドウ

								（施設・居宅） シセツ キョタク								（要介護者） ヨウ カイゴシャ

																終末期 シュウマツキ						移送・外出・家事支援 イソウ ガイシュツ カジ シエン

																（在宅療養） ザイタク リョウヨウ						配食・買い物代行 ハイショク カ モノ ダイコウ



								請求 セイキュウ								保険料 ホケンリョウ

												保険者 ホケンシャ

								支払 シハラ				・医療保険者 イリョウ ホケン シャ				介入 カイニュウ

												・介護保険者 カイゴ ホケン シャ







Corus継続的カイゼン



































製品の機能的価値とコスト効率性の向上





ユーザーイノベーション





コンピュータシミュレーションモデル





小ロット生産による試行錯誤





生産プロセスの継続的カイゼン





JIT調達・JIT納入





リーン生産方式（７つのムダ取り）







Tescoの価格以上の価値



































自社ブランド中心の商品





バリュー





スタンダード





商圏に応じた店舗形態





エクストラ





エクスプレス、メトロ





顧客フレンドリーサービス





ファイニスト





スーパーストア





特売約束券、4週間内返品ポリシー





運搬手伝い・子供支援





ホームパーティ支援





店頭在庫を使ったネット販売







Tescoの変革の経



































ストアオートメーション　ー1990





店舗形態多様化　1993－





レジ待ち行列削減　1994





顧客クラブカード　1995





グローバル展開開始　　1995





ネットショッピング開始　1996





Tesco-in-a-box 2005







TCSの５つの要素



































使命





ビジネスの目的





ビジョン





今後向かうべき将来像





バリュー





オペレーション原則





主要な能力





重視すべき価値





組織運営の参照すべき原則





いかに行動し原則を実現するか







TCSのプロセス









						変革のためのインフラと												変革実行のコミットメント、

						システムを構築し、												必要性の理解

						効果的な変革を達成

















												新しい変革の機能を構築





整合化





実行





加速







GEの変革の経緯



































変革の繰り返しによる持続的成長の歴史





ウェルチ前夜





リストラ＆リエンジニアリング





グローバル化とサービス化





イメルトの計画的かつ創発的変革（価値創造サイクル）





イマジネーションブレークスルー





企業文化と組織能力の強化





ウェルチの計画的変革と創発的変革の繰り返し





インダストリアルインターネット





エコマジネーションへの収束





セクター別の多角化経営





スキルとマインド/シックスシグマ







GEリストラ＆リエンジニアリング

































事業ポートフォリオの再編成





業界でNo1かNo2になること、それができなければ撤退





組織のリストラクチャリング





戦略立案プロセスのスリム化





「スリーサークル・コンセプト」　中核事業、技術集約事業、サービス事業





管理階層のフラット化





事業の売却と買収





人員削減による営業利益の改善







GE企業文化と組織能力

































企業文化の規定





経営スタイル「素直さ、誠実さ、現実直視」





従業員が合宿で自らの問題と解決策を討議し提案





企業文化「スピード、簡潔さ、自信」





ワークアウト





優良企業の成功体験をベンチマーキング





生産性の伸び率が向上





ベストプラクティス







GEグローバル化とサービス化

		GE

































グローバル化





業績評価基準を「世界市場におけるNo1かNo2になる」と変更





サービス化





保険会社や証券会社の買収で金融サービスが利益の6割に





欧州企業や日本企業との合弁や買収を積極化





製品販売の成長鈍化を販売した製品に対する付加価値サービスで補う





売上の3分の2をサービス事業が占める







GEスキルとマインド

































リーダー人材の育成





将来のリーダー候補の識別、研修・人材開発計画、すべての主要ポストの継承計画





幹部社員教育の重視





経営幹部教育施設を充実し、CEO自らが指導





ストックオプションの適用を拡大





業績達成責任と価値観の共有でリーダー人材を分類し評価





事業部門の垣根、機能の障壁、階層も超えたバウンダリーレスな協働を訴える





ストレッチ目標の設定





シックスシグマの導入





モトローラ社が開発したシックスシグマという品質向上活動手法を全社に展開





社員のボーナスの40％は個人のシックスシグマ活動の目標達成と関連づけ







GEイマジネーションブレークスルー

































リサーチセンターの強化と研究開発投資の拡大





リサーチセンターを研修センターと並ぶ中核拠点に





イマジネーションブレークスルー





マーケティング・リーダー（バイスプレジデント級）を各事業部門に配置





上海、バンガロール、ミュンヘンの研究所を強化





「将来的に1億ドルの売り上げが見込め、新たな地域、新たなビジネス領域、新規顧客を開拓できる事業」を各事業部門が年に３つ提案





センターと事業部門のバウンダリーレスな協働





共同プロジェクトの組成





セッションTによる技術交流





予算配分の全体最適化と重点化





グロース・リーダーに求められる資質を見直し。①外部指向、②明晰な思考力、③想像力と勇気、④人心掌握、⑤専門知識







WFデジタルイノベーション































試行





新デジタルデバイスによる金融サービス経験





スマートTVを使ったビデオバンキング





実用化





受取人の携帯電話番号やeメールアドレスを使った送金





購入が行われるとSMSを使って顧客にアラート





リニューアル





ドライブスルーバンキングの改良





法人顧客向けポータルの再構築





ワイアレスビーコンによる来店客対応





モバイルウォレット





オムニチャネルプラットフォーム





テキストバンキング





モバイルによる小切手入金





オリジナルカードデザイン





新機能クレジットカードの発行





銀行窓口のペーパーレス化





モバイルアプリのバージョンアップ





バイオメトリクスによる認証







WF成功要因



























								ｄ





顧客中心のビジョン





『顧客ニーズを理解し、顧客が金融行動において成功することを支援し、顧客と生涯にわたる関係を構築』





密接に協力する実行力のあるチーム





社員は、新しいアイデアの創造、デモへの参加、パイロットグループへの参加まで価値創造の様々な段階に関与





デジタル・イノベーション・ラボは、全チームが必要なツールとプラットフォームを獲得し、新サービスのテストと評価を行うことを可能に





才能ある人材の採用・人材開発・再訓練・動機付け





主要競争相手と同等あるいはそれ以上の総合報酬パッケージ





充実した福利厚生





チームサーベイで社員の仕事に対する動機付けを評価





訓練とスキル開発プログラム、750万ドルに及ぶ訓練コースを実施





多様なサプライヤーの育成支援





マイノリティ（少数民族）、女性、身体障害者そして小規模企業（MWDSBEｓ：minority, women, disadvantaged and small business）を含めてサプライヤーを拡大





MWDSBEを含めた多様化したサプライヤーに年間調達予算の10%を割り当て







イノベーションのステップ

































ディスカバリー





疎外要因の排除





組織・制度変更





事業化準備





組織・制度・プロセスの変更





インキュベーション





事業化





知がぶつかる場の設定





シーズとニーズ





技術とビジネス





市場・現場とのコンタクト





ヒートアップの誘発





ハッカソン





ブートキャンプ





変革チームの組織化





プロモーター





サポーター





ネットコミュニティ





現場とのコミュニケーション





疎外要因の特定





PoC





段階的導入







グーグル検索

































「ページランク」の独自の検索エンジン





動画、画像、地図と検索対象を拡大検索





ユニバーサル検索





ビッグデータ・ディープラーニング





1998　グーグル起業





2000　ヤフーの検索処理引き受け





機械学習による翻訳、音声検索







グーグル広告







































CPM広告





























CTR広告「アドワーズ」





入札方式広告「アドワーズセレクト」





メディアページへの広告「アドセンス」





広告効果分析「グーグルアナリティクス」





広告効果予測「コンバージョン・オプティマイザー」





ビッグデータ分析・CGM



































グーグルクラウド





































独自の大量データファイルシステム





モジュラー型大規模データセンター





Webメールサービス「Gメール」





Web版オフィス「グーグルドキュメント」





仮想データシステム「マップリデュース」





Webブラウザ「クローム」





クラウドコンピューティングサービス







グーグル成功要因





























価値観の共有





ビッグデータとクラウドコンピューティングに繋がる企業ビジョン





組織（価値創造の場）





水玉模様に覆われた巨大なシーツのような小さなチームからなる平らな組織構造





20％ルールによる全員参加による未来創造





既存の検索サービス、広告サービスの改良に7割





何でもありの創造活動、新規プロジェクトに3割





人材





知性、野心、グーグルらしさを持つ人材の厳選





APMによるエンジニアを尊重したチーム運営





プロセス





データから学習するサービス改良プロセス





OKRによる社員の目標挑戦意欲の向上と透明化





IT活用





機械が自ら学習を繰り返すシステム





世界中の情報の写しを格納できるサーバー







Sheet1

































財務的業績





エコシステム全体としての収益創出と参加者への分配





顧客価値創造





顧客にとっての機能的価値と意味的価値の増大





プロセス性能向上





ビジネスプロセスのQCD（品質・コスト・スピード）





知識創造サイクルの駆動による形式知と暗黙知の形成





知識創造







IBM組織再編

				プロダクトアウト型組織 ガタ ソシキ								顧客指向組織 コキャク シコウ ソシキ



				製品a セイヒン		製品b セイヒン		製品c セイヒン				産業A サンギョウ		産業B サンギョウ		産業C サンギョウ

		地域1 チイキ

		地域2 チイキ

		地域3 チイキ



				それぞれの予算と利益 ヨサン リエキ								新たな収益責任 アラ シュウエキ セキニン

				それぞれの営業 エイギョウ								全社統合のマーケティング ゼンシャ トウゴウ

				それぞれの業務と情報システム ギョウム ジョウホウ								共通化・統合化されたプロセス キョウツウカ トウゴウカ

				それぞれの間接部門 カンセツ ブモン								シェアドサービス

				それぞれの一国一城の主 イッコクイチジョウ アルジ								新たな事業責任者 アラ ジギョウ セキニンシャ







IBM報酬制度変更

				旧制度 キュウセイド				新制度 シンセイド

		原則 ゲンソク		家族的な平等 カゾクテキ ビョウドウ				成果に基づく差別化 セイカ モト サベツカ

				終身雇用・年功序列 シュウシン コヨウ ネンコウ ジョレツ				業績による処遇 ギョウセキ ショグウ



		考え方 カンガ カタ		均質的 キンシツテキ				差別化 サベツカ

				固定報酬 コテイ ホウシュウ				変動報酬 ヘンドウ ホウシュウ

				内部ベンチマーク ナイブ				外部ベンチマーク ガイブ

				社員の権利 シャイン ケンリ				業績本位 ギョウセキ ホンイ



		株式保有 カブシキ ホユウ		経営者に限定した持ち株 ケイエイシャ ゲンテイ モ カブ				全社員に持ち株制度を適用 ゼンシャイン モ カブ セイド テキヨウ

		賞与 ショウヨ		事業部門の業績に応じて				一定割合は全社の業績に応じて イッテイ ワリアイ ゼンシャ ギョウセキ オウ



		福利厚生 フクリ コウセイ		無料医療制度 ムリョウ イリョウ セイド				基本的に自己負担 キホンテキ ジコ フタン

				勤続３０年以降の高額年金保障 キンゾク ネン イコウ コウガク ネンキン ホショウ				自己責任 ジコ セキニン

				充実した社員用厚生施設の利用 ジュウジツ シャイン ヨウ コウセイ シセツ リヨウ				廃止 ハイシ

				教育機会の付与 キョウイク キカイ フヨ				自己責任 ジコ セキニン





IBM強みの絞り込み





IBMスマイルカーブ

































システム





CPU・ストレージ





オペレーティングシステム





ミドルウェア





システム管理





アプリケーション





コンサルティング





教育・研修





メモリー・ネットワーク・ディスプレー





アプリケーショントランザクション・サーバー





メッセージング





データベース





サービス





インテグレーション





アウトソーシング





メンテナンス







IBM企業文化

		創業者ワトソン・シニアが ソウギョウシャ				経年による原則の曲折と劣化 ケイネン ゲンソク キョク				中興の祖　ガースナーの チュウコウ ソ

		築き上げたエクセレント企業 キズ ア キギョウ				（プロセスとルールの重視） ジュウシ				原則によるリーダーシップ ゲンソク



		基本信条が企業行動のすべてに浸透 キホン シンジョウ キギョウ コウドウ シントウ				顧客よりも社内の事情を優先 コキャク シャナイ ジジョウ ユウセン				・市場こそが行動の原動力 シジョウ コウドウ ゲンドウリョク

		・完全性の追求 カンゼンセイ ツイキュウ				「No」の文化、同意拒否権 ブンカ ドウイ キョヒケン				・品質を最重視するテクノロジー企業 ヒンシツ サイジュウシ キギョウ

		・最善の顧客サービス サイゼン コキャク				スタッフ部門による自部門の利権保守 ブモン ジブモン リケン ホシュ				・成功の指標は顧客満足度と株主価値 セイコウ シヒョウ コキャク マンゾクド カブヌシ カチ

		・個人の尊重 コジン ソンチョウ				社内だけの独自の言葉使い「IBM語」 シャナイ ドクジ コトバ ツカ ゴ				・起業家精神、最小限の官僚主義、生産性 キギョウカ セイシン サイショウゲン カンリョウ シュギ セイサンセイ

						幹部はプロセスだけを統括する カンブ トウカツ				・戦略的なビジョン センリャク テキ

										・緊急性を意識した行動 キンキュウセイ イシキ コウドウ

										・熱心で優秀な人材が協力し合うチーム ネッシン ユウシュウ ジンザイ キョウリョク ア

										・社員の要請と地域社会に応える シャイン ヨウセイ チイキ シャカイ コタ





変質

再生



GE院砂州とリアルインターネット

		い





										機器に戻る キキ モド												データストリームの

										インテリジェントフロー												抽出と保管 チュウシュツ ホカン









										ユーザーと												機器ごとのアルゴリズム キキ

										機器による キキ												とデータ分析 ブンセキ

										データ共有 キョウユウ











計装された産業機器





産業データシステム





ビッグデータ分析





リモート/集中型データ可視化





物理的・人的ネットワーク
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GEは顧客に設置された産業機器から稼働データを収集して分析し、

顧客の資産効率を高めるサービスにより、製造業からサービス業に転換した。
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出所）GEの資料をもとに筆者作成

機器に戻る データストリームの
インテリジェントフロー 抽出と保管

ユーザーと 機器ごとのアルゴリズム
機器による とデータ分析
データ共有

計装された産業
機器

産業データシス
テム

ビッグデータ分
析

リモート/集中
型データ可視化

物理的・人的
ネットワーク

【ステップ2の例】GEのインダストリアル・インターネット


変革のバズワード













































これまでのITによる変革の波





SIS（戦略情報システム）





BPR（ビジネスプロセスリエンジニアリング）





デジタル化の波





インダストリー4.0（デジタル空間と実空間を統合した製造業のモデル）





・・・・





パッケージ化されたソリューションの導入（ERP,SCM,CRM)





インターネットによる新ビジネスモデルの創造





ソーシャルマーケティング（ソーシャルメディアを利用した顧客とのコミュニティの形成）





フィンテック（金融サービスとITの融合）





ITによる変革の定石



価値連鎖の変革



														ビジネスモデルの変革 ヘンカク



												バリューチェーン（価値連鎖） カチ レンサ











												業務プロセスの変革 ギョウム ヘンカク														製品・サービスの変革 セイヒン ヘンカク



												「改善」「再設計」「創造」の3種類の変革









調達





開発





販売





製造





アフター





アウトプット
（付加価値）



BSC

































学習　プロセスマネジメント能力とナレッジマネジメント能力を高める





プロセス　サプライチェーンとデマンドチェーンのプロセスを改善する





顧客　顧客経験価値を高めて顧客を増やし、顧客にとっての付加価値を高めて単価を上げる





財務　単位当たり売上と売上数量、顧客数の掛け算で売上を増やす





財務　プロセス改善や顧客経験価値向上は、同時に、費用削減や資産効率向上にもつながる







BSCの業績評価指標例

								財務的効果 ザイムテキ コウカ

								【KPI例】 レイ

								・利益向上 リエキ コウジョウ

								・売上増加 ウリアゲ ゾウカ

								・費用削減 ヒヨウ サクゲン

								・資産効率向上 シサン コウリツ コウジョウ

						顧客の効果 コキャク コウカ

						【KPI例】 レイ

						・クロスセリング率向上 リツ コウジョウ

						・顧客維持率向上 コキャク イジ リツ コウジョウ

						・顧客数増加 コキャクスウ ゾウカ

						・顧客満足度向上 コキャク マンゾクド コウジョウ

				業務の効果 ギョウム コウカ

				【KPI例】 レイ

				・業務品質向上 ギョウム ヒンシツ コウジョウ

				・業務生産性向上 ギョウム セイサンセイ コウジョウ

				・業務スピード向上 ギョウム コウジョウ

				・業務標準化度合 ギョウム ヒョウジュンカ ドア

		学習と成長の効果 ガクシュウ セイチョウ コウカ

		【KPI例】 レイ

		・情報発信数増加 ジョウホウ ハッシン スウ ゾウカ

		・資格取得率向上 シカク シュトク リツ コウジョウ

		・研修受講率向上 ケンシュウ ジュコウ リツ コウジョウ

		・社員満足度向上 シャイン マンゾクド コウジョウ



		出所）Kaplan等のBSCに基づき筆者作成 シュッショ ラ モト ヒッシャ サクセイ





変革のまとめ（製造業）

		【事例企業】 ジレイ キギョウ		コーラス（英国） エイコク		ドミノピザ（アメリカ）		アジアンペインツ（インド）

				製鉄業 セイテツギョウ		外食（ピザ宅配） ガイショク タクハイ		塗料製造 トリョウ セイゾウ

		【動機】 ドウキ

		戦略駆動 センリャク クドウ		・海軍向けの高性能な新鋼材を顧客と協力して開発 カイグン ム タカ セイノウ シン コウザイ コキャク キョウリョク カイハツ		・商品の評判の低下と顧客の嗜好の変化に対応して ショウヒン ヒョウバン テイカ コキャク シコウ ヘンカ タイオウ		・製品（塗料）の製造から セイヒン トリョウ セイゾウ

				・多くの顧客への高性能製品の拡販 オオ コキャク コウセイノウ セイヒン カクハン		ピザ再生キャンペーンを実施 サイセイ ジッシ		消費者向けペイントソリューションの提供へ転換 ショウヒシャ ム テイキョウ テンカン



		ＩＴ駆動 クドウ				・モバイル端末とソーシャルメディアを活用した タンマツ カツヨウ		・SAP製品を中心としたＩＴソリューションによる セイヒン チュウシン

						顧客経験価値の向上 コキャク ケイケン カチ コウジョウ		サービス基盤の構築 キバン コウチク



		【変革内容】 ヘンカク ナイヨウ		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン

		・製品・サービス セイヒン		・英国海軍の要求に応える高性能な鋼材の供給 エイコク カイグン ヨウキュウ コタ セイノウ コウザイ キョウキュウ		・ピザのレシピを抜本的に見直し バッポンテキ ミナオ		・多彩な色合いのペイントを品揃え タサイ イロア シナゾロ

		・業務プロセス ギョウム		とロイズからの供給認可の取得 キョウキュウ ニンカ シュトク		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン		・住宅向けカラーコンサルティングサービス ジュウタク ム

		・ビジネス・		【業務プロセス】 ギョウム		【業務プロセス】 ギョウム		・革新的カラーコンセプトの提案 カクシンテキ テイアン

		モデル		・小規模バッチ製造による製品テストの繰り返し ショウキボ セイゾウ セイヒン ク カエ		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ		【業務プロセス】 ギョウム

				・化学組成、スケジュール、再加熱、冷却スピード、 カガク ソセイ サイカネツ レイキャク		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン		・専門家によるインテリアデザインと センモンカ

				追加加熱の各要素の鋼材品質への影響分析 ツイカ カネツ カク ヨウソ コウザイ ヒンシツ エイキョウ ブンセキ		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ		住宅のカラー提案のプロセス ジュウタク テイアン

				・カイゼン活動による待ち時間、過剰工程、 カツドウ マ ジカン カジョウ コウテイ		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ		・ディーラーからの受注を受注センターに集中化し ジュチュウ シュウチュウカ

				過剰生産、無駄な動作、在庫、運搬、製造ロスの削減 ムダ ドウサ ザイコ ウンパン セイゾウ サクゲン		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ		サービス向上と営業効率向上を実現 コウジョウ エイギョウ コウリツ コウジョウ ジツゲン

				・リーン生産方式による無駄の削減と製造コスト低減 セイサン ホウシキ ムダ サクゲン セイゾウ テイゲン		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ		・サプライヤーや下請け業者とのBtoB連携ポータル シタウ ギョウシャ

				・JIT方式による顧客への素材の適時適量供給 ホウシキ コキャク ソザイ テキジ テキリョウ キョウキュウ		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ		【ビジネスモデル】

				・JIT方式によるサプライヤーからの原材料調達 ゲンザイリョウ チョウタツ		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン		・ＢtoBの製品提供モデルから セイヒン テイキョウ

				【ビジネスモデル】		【ビジネスモデル】		BtoBtoCのサービス提供モデルへ テイキョウ

				・製品開発段階からの顧客との価値共創 セイヒン カイハツ ダンカイ コキャク カチ トモ キズ		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【変革経緯】 ヘンカク ケイイ		2000 英国海軍駆逐艦用鋼材の供給を失注 エイコク カイグン クチクカン ヨウ コウザイ キョウキュウ シッ チュウ		2009　30名のＩＴ専門家を採用 メイ センモンカ サイヨウ		・1990-1999　

				　　　　この間継続的改善プロセスを実施 カン ケイゾクテキ カイゼン ジッシ		2010　ピザ再生キャンペーン開始 サイセイ カイシ		消費者向けソリューション提供能力の整備 ショウヒシャ ム テイキョウ ノウリョク セイビ

				2007　Tata Steelにより買収される バイシュウ		　　　　デジタル広告代理店を起用 コウコク ダイリテン キヨウ		・2000-2003　

				2008 英国海軍空母用鋼材の供給を受注 エイコク カイグン クウボ ヨウ コウザイ キョウキュウ ジュチュウ		2013 モバイル端末からの注文が35％に達する タンマツ チュウモン タッ		ERP/SCM/CRMによるソリューション提供力の強化 テイキョウ キョウカ

				2014 英国空母就航 エイコク クウボ シュウコウ				・2004-現在　さらなるソリューションの高付加価値化 ゲンザイ コウフカ カチ カ

		【イネ―ブラー】

		・価値観 カチカン		・モットーは「学び、共有し、啓発する」 マナ キョウユウ ケイハツ		・顧客から見た透明性の向上を重視 コキャク ミ トウメイセイ コウジョウ ジュウシ		・トップによる明確な変革へのビジョンと メイカク ヘンカク

		・組織 ソシキ		・現場の改善チームが情報を共有し連携し合う ゲンバ カイゼン ジョウホウ キョウユウ レンケイ ア		・商品品質の刷新を約束し着実に実行 ショウヒン ヒンシツ サッシン ヤクソク チャクジツ ジッコウ		実現ステップの提示 ジツゲン テイジ

		・人材 ジンザイ		・技術と専門家のノウハウを学ぶための ギジュツ センモンカ マナ		・顧客への率直なメッセージの発信 コキャク ソッチョク ハッシン		・事業部門とＩＴ部門との経営者レベルの密接な連携 ジギョウ ブモン ブモン ケイエイシャ

		・プロセス		研修機会と研修プログラムを整備 セイビ		・統合されたメディアミックスマーケティング トウゴウ		・ＩＴ部門の豊富なビジネス経験 ブモン ホウフ ケイケン

		・ＩＴ活用力 カツヨウ リョク		・製品の開発における顧客との価値共創プロセス セイヒン カイハツ コキャク カチ トモ キズ		【ＩＴ活用】 カツヨウ		【ＩＴ活用】 カツヨウ

				・製品の改良・拡張における継続的改善プロセス セイヒン カイリョウ カクチョウ ケイゾクテキ カイゼン		・顧客のソーシャルコミュニティの構築 コキャク コウチク		・特定ベンダーのＩＴソリューションの積極的活用 トクテイ セッキョク テキ カツヨウ

				【IT活用】 カツヨウ		Brainstorm、Photoboard、Ｐｉｐｅｌｉｎｅ，Ｓｕｐｅｒｆａｎｓ		SAP ERP NetWeaver

				・SAP ERPによるサプライヤーからの統合された		・Pizza Tracker 注文したピザの状況確認 チュウモン ジョウキョウ カクニン		SCM i2 Technology

				原材料調達の実現 ジツゲン		・Domino’s　Live　ピザ製造中継 セイゾウ チュウケイ		SAP CRM

				・ERPからの即時レポートによる従業員の増力化 ソクジ ジュウギョウイン ゾウリョクカ		・Pizza Builder オリジナルピザの作成  サクセイ		SAP BI, Business Warehouse

				・新製品開発におけるコンピュータシミュレーション シンセイヒン カイハツ		・ビッグデータプラットフォーム Splunkを導入し		SAP HANA real-time analytics

				モデルの利用 リヨウ		システム監視とリアルタイムBIとして活用		SAP new CRM　(受注センター向け） ジュチュウ ム

								SAP Afaria（モバイルＳＦＡ向け） ム

		【成果】 セイカ		先進顧客への食い込み センシン コキャク ク コ		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ		マーケットシェアの向上 コウジョウ

				その成果を生かした他の顧客への販売増加 セイカ イ タ コキャク ハンバイ ゾウカ		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク		43.1％から53.3％へ（05年～13年） ネン ネン



		【変革のタイプ】 ヘンカク		戦略駆動型変革 センリャク クドウガタ ヘンカク		IT駆動型変革 クドウガタ ヘンカク		戦略駆動型かつIT駆動型の変革 センリャク クドウ ガタ クドウ ガタ ヘンカク

				先進顧客との価値共創により センシン コキャク カチ トモ キズ		ブランド価値再生に向けて、ＩＴを活用した カチ サイセイ ム カツヨウ		サービス提供基盤をSAP製品を中心とした テイキョウ キバン セイヒン チュウシン

				製品の機能的価値を飛躍的に向上 セイヒン キノウテキ カチ ヒヤクテキ コウジョウ		マーケティングとデリバリーサービスを刷新 サッシン		モジュールで構築してビジネスモデル転換を加速 コウチク テンカン カソク





Domino's背景

				2000年初旬、Domino’s はグローバルで6,500店舗、売り上げは30億ドル。

				同社はピザレストラン業界の革新者。 ドウシャ

				1970年初旬、30分以内のデリバリーを約束した宣伝が人気を呼んだ。



				ところが、2008年から業績不振に陥る ネン ギョウセキ フシン オチイ

				【内部要因】 ナイブ ヨウイン				【外部要因】 ガイブ ヨウイン

				・粗悪な製品： セイヒン				・激化する競争：

				コストを削減し短時間で配達を行うため、				競争相手であるPizza HutのピザはDomino’sよりも味が良く、

				材料の大部分が調理済み食材。				ソーシャルメディアとモバイル端末を効果的に活用。

				顧客の多くが、同社のピザを				全米ピザ市場の6割は独立系やローカル店であり、

				「ダンボールにように風味無し」と酷評。				多くの人々はローカル店のピザを好む。

				・否定的な風評：				・健康的なライフスタイル：

				同社の社員が賞味期限切れのピザを顧客に届けている ドウシャ				新世代の顧客は、より健康的なメニューを選び、

				とYou Tubeで内部告発。				オーガニックな食材を求める。





				2009年第3四半期、顧客の不満が増大し、売り上げは6.5%落ち込んだ。

				Domino’s に対する不満感が風評やサーベイを通して明らかとなった。





				2010年初旬、同社は新CEO Patrick Doyleを迎え、製品やプロセスを大幅に変革。 セイヒン

				Domino’sのそれまでのイメージを完全に覆す「ピザ再生キャンペーン」







Domino's変革の内容

		【製品・サービス】 セイヒン

		・ピザのレシピを抜本的に見直し、 バッポンテキ ミナオ

		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン



		【業務プロセス】 ギョウム

		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し、 シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ

		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン

		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ

		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ

		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ

		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ

		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ

		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン



		【ビジネスモデル】

		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【成果】 セイカ

		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ

		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク





Domino'sの統合マーケティング



		Domino's								顧客 コキャク



		発信型メディア ハッシンガタ				ＴＶ広告、バナー広告 コウコク コウコク				評判回復 ヒョウバン カイフク

						・率直で真摯な姿勢を強調 ソッチョク シンシ シセイ キョウチョウ



		双方向型メディア ソウホウコウガタ				ウェブサイト				声の反映 コエ ハンエイ

						・キャンペーンの発信 ハッシン

						・顧客からのフィードバック コキャク



		ビッグデータ				ソーシャルコミュニティ				顧客参加 コキャク サンカ

		・Splunk				・Think Oven



		顧客属性データ コキャク ゾクセイ				オンライン/モバイル注文 チュウモン				顧客経験 コキャク ケイケン

		・Customer				・Piza Tracker				・簡単注文 カンタン チュウモン

		 Profile				・Live Stream				・実況中継 ジッキョウ チュウケイ

						・Piza Builder				・個別仕様 コベツシヨウ





統合マーケティング



サービス産業化の構図



























								プロモーション				ソリューション				ライフタイム

								のエンタメ化 カ				の個別提案 コベツ テイアン				バリュー向上 コウジョウ



								Domino's				アジアンペインツ				GE（後述） コウジュツ



						製品の機能的価値プラス顧客にとっての意味的価値 セイヒン キノウテキ カチ コキャク イミテキ カチ

						収益化機械の増大 シュウエキ カ キカイ ゾウダイ







製品提供後サービス





製品提供時サービス





製品提供前サービス







生産の高度化Industry4.0

		自動化の階層 ジドウカ カイソウ				生産判断  セイサン ハンダン		搬送 ハンソウ		生産ライン セイサン

										前工程 マエ コウテイ		生産設備 セイサン セツビ		後工程 アト コウテイ



		生販在統合管理 セイ ハン ザイ トウゴウ カンリ				生産統合管理 セイサン トウゴウ カンリ

		ERP



		ライフサイクル管理 カンリ						工場統合管理 コウジョウ トウゴウ カンリ

		PLC/MES

		稼働監視 カドウ カンシ

		集中監視/分散監視 シュウチュウ カンシ ブンサン カンシ



		生産ライン指示 セイサン シジ								生産ライン管理 セイサン カンリ

		PLC/PAC



		生産自動化 セイサン ジドウカ										生産機器 セイサン キキ









自動車産業のCASE

		中国自動車産業でデジタル化が進む要因 チュウゴク ジドウシャ サンギョウ カ スス ヨウイン				デジタル化の方針 カ ホウシン				先行する中国企業 センコウ チュウゴク キギョウ



		HEV（ハイブリッド車）からNEV（新エネルギー車）へ				C：コネクティッド				先進IT企業によるコネクティッドカーの牽引

		・NEV補助金とHEV販売枠上限								・B；Baidu、A：アリババ、T：テンセント

		・内燃機関車への課税、EV企業の奨励								・米国のグーグル、フェイスブックの中国内活動制限

		サービスEVによる利便性の向上　MaaS国家プロジェクト コッカ				A：オートノミー				・地図情報ライセンスが中国企業に限定され、BATの傘下企業が独占

		・自動運転国家プロジェクト　Baidu

		・スマートシティ国家プロジェクト　アリババ								ライドシェアサービスで後発ながらUberを凌ぐ世界展開

		・音声認識国家プロジェクト　iFLITEK				S：シェアリング				・滴滴出行　

		中国AIスタートアップ企業の増加

		・モバイルインターネットの普及による個人情報の活用								中国OEMによる先進国企業の取り込み

		・シェアリングサービスニーズが高い				E：エレクトリック				・吉利汽車によるボルボカー、ロンドンタクシーカンパニーの買収 バイシュウ

		・米国留学者の中国での起業（米国での就労ビザの制約）								・テラフージア（空飛ぶ車）の買収

										・ダイムラーの10％株式取得



		ｄ





商品供給の形態



				供給者 キョウキュウシャ																				出展者 シュッテンシャ		出展者 シュッテンシャ		出展者 シュッテンシャ

																								モール

		配送 ハイソウ								配送 ハイソウ						配送 ハイソウ						配送 ハイソウ						配送 ハイソウ

				物流倉庫 ブツリュウ ソウコ				物流倉庫 ブツリュウ ソウコ						物流倉庫 ブツリュウソウコ						物流倉庫 ブツリュウソウコ						物流倉庫 ブツリュウソウコ



		配送 ハイソウ														納品 ノウヒン						配送 ハイソウ

				店舗 テンポ										店舗 テンポ						店舗 テンポ

		来店購入 ライテン コウニュウ				注文 チュウモン				配達 ハイタツ		注文 チュウモン				受取 ウ ト		注文 チュウモン				配達 ハイタツ		注文 チュウモン				配達 ハイタツ



				消費者 ショウヒシャ



				店頭販売 テントウ ハンバイ				宅配通販 タクハイ ツウハン						店舗受取通販 テンポ ウケトリ ツウハン						店舗在庫通販 テンポ ザイコ ツウハン						オンラインモール

				しまむら				アマゾン						SEJオムニ						TESCO、SEJ						楽天 ラクテン







決済手段の形態

		決済手段 ケッサイ シュダン		銀行口座 ギンコウ コウザ		必要なカード ヒツヨウ		特徴 トクチョウ		適した地域 テキ チイキ

		Alipay						カード不要、携帯電話で決済可能 フヨウ ケイタイ デンワ ケッサイ カノウ		クレジットカード保有率が低くても ホユウ リツ ヒク

		WeChat  Pay		必要 ヒツヨウ		デビットカード		QRコードを用いた容易な決済 モチ ヨウイ ケッサイ		銀行口座保有率と携帯電話保有率が高ければ ギンコウ コウザ ホユウリツ ケイタイ デンワ ホユウリツ タカ

		（中国） チュウゴク						個人間送金が可能 コジン カン ソウキン カノウ		新興国でも容易に普及できる シンコウ コク ヨウイ フキュウ



		PayPal						与信されたクレジットカードによる決済 ヨシン ケッサイ		クレジットカード保有率が高い先進国で ホユウ リツ タカ センシン コク

		Amazon Pay						スマホアプリに搭載可能 トウサイ カノウ		スマホの保有率が高まってモバイル決済が ホユウリツ タカ ケッサイ

		Apple Pay		必要 ヒツヨウ		クレジットカード		個人情報保護が徹底される コジン ジョウホウ ホゴ テッテイ		普及した フキュウ

		Google Pay



		M-Pesa						インターネット不要でSMSによる決済可能 フヨウ ケッサイ カノウ		銀行口座保有率が低い貧困国でも ギンコウ コウザ ホユウ リツ ヒク ヒンコン コク

		（ケニア）		不要 フヨウ		プリペイドカード		キオスクで現金受取ができ個人間送金も用意 ゲンキン ウケトリ コジン カン ソウキン ヨウイ		携帯電話さえ普及すれば展開できる ケイタイ デンワ フキュウ テンカイ

										インターネットも必須ではない ヒッス

										出所）NRI　知的資産創造2018年8月号 シュッショ チテキ シサン ソウゾウ ネン ガツゴウ





戦略・変革・ITの関係

						整合 セイゴウ						整合 セイゴウ























						創発 ソウハツ						駆動 クドウ



計画的戦略





計画的変革





戦略駆動型IT戦略





創発的戦略





創発的変革





IT駆動型IT戦略







ヘルスケア産業の構成主体

								供給者 キョウキュウシャ								個人 コジン						補完サービス ホカン

		行政 ギョウセイ

		・厚生労働省 コウセイ ロウドウショウ		規制 キセイ				調剤薬局 チョウザイ ヤッキョク								健康状態 ケンコウ ジョウタイ						検診機関・簡易検査 ケンシン キカン カンイ ケンサ

		・総務省 ソウムショウ														（健常者） ケンジョウシャ						保険指導 ホケン シドウ

		・経済産業省 ケイザイ サンギョウショウ						歯科診療所 シカ シンリョウショ														健康機器・健康食品 ケンコウ キキ ケンコウ ショクヒン

		・PMDA等 トウ

								医科診療所 イカ シンリョウショ				サービス				罹患状態 リカン ジョウタイ						ドラッグストア

		川上事業者 カワカミ ジギョウ シャ		提供 テイキョウ												（患者） カンジャ						民間保険会社 ミンカン ホケン カイシャ

		・医療機器メーカー イリョウ キキ						病院 ビョウイン

		・製薬企業 セイヤク キギョウ										費用 ヒヨウ

		・薬品卸 ヤクヒン オロシ						介護事業者 カイゴ ジギョウシャ								要介護状態 ヨウ カイゴ ジョウタイ						見守り・運動指導 ミマモ ウンドウ シドウ

								（施設・居宅） シセツ キョタク								（要介護者） ヨウ カイゴシャ

																終末期 シュウマツキ						移送・外出・家事支援 イソウ ガイシュツ カジ シエン

																（在宅療養） ザイタク リョウヨウ						配食・買い物代行 ハイショク カ モノ ダイコウ



								請求 セイキュウ								保険料 ホケンリョウ

												保険者 ホケンシャ

								支払 シハラ				・医療保険者 イリョウ ホケン シャ				介入 カイニュウ

												・介護保険者 カイゴ ホケン シャ







Corus継続的カイゼン



































製品の機能的価値とコスト効率性の向上





ユーザーイノベーション





コンピュータシミュレーションモデル





小ロット生産による試行錯誤





生産プロセスの継続的カイゼン





JIT調達・JIT納入





リーン生産方式（７つのムダ取り）







Tescoの価格以上の価値



































自社ブランド中心の商品





バリュー





スタンダード





商圏に応じた店舗形態





エクストラ





エクスプレス、メトロ





顧客フレンドリーサービス





ファイニスト





スーパーストア





特売約束券、4週間内返品ポリシー





運搬手伝い・子供支援





ホームパーティ支援





店頭在庫を使ったネット販売







Tescoの変革の経



































ストアオートメーション　ー1990





店舗形態多様化　1993－





レジ待ち行列削減　1994





顧客クラブカード　1995





グローバル展開開始　　1995





ネットショッピング開始　1996





Tesco-in-a-box 2005







TCSの５つの要素



































使命





ビジネスの目的





ビジョン





今後向かうべき将来像





バリュー





オペレーション原則





主要な能力





重視すべき価値





組織運営の参照すべき原則





いかに行動し原則を実現するか







TCSの3フェーズ



																														同社が取るべき方向（５つの要素）の設定

																														競争相手と比較した同社のポジションと顧客の評価

																														マネージャは現場訪問や情報を読んでナレッジを獲得

																														改善プロジェクトの開始、次のフェーズの計画策定



																														社員の関与

																														リーダーシップとマネジメント機能の開発

																														ファクトとデータを基にした顧客の管理

																														ボトムアップによる改善実行



																														組織全体に顧客のニーズと期待をコミュニケート

																														新しい商品の開発

																														機能横断にわたる大幅な業務改善

																														組織のエネルギーの維持







フェーズ 1：基礎の準備

データと事実を収集し、全社員が組織についての肯定的な将来像を納得





フェーズ 2：機能とオーナーシップの確立

社員が変革の全体に関与するための意識、スキル、理解を持つ訓練を実施





フェーズ 3：継続的改善の維持







TCSのプロセス









						変革のためのインフラと												変革実行のコミットメント、

						システムを構築し、												必要性の理解

						効果的な変革を達成

















												新しい変革の機能を構築





整合化





実行





加速







東京海上の変革の背景





														代理店獲得競争 ダイリテン カクトク キョウソウ

														代理店支援競争 ダイリテン シエン キョウソウ







								申請 シンセイ										申込書 モウシコミショ



																		保険料 ホケンリョウ

								認可 ニンカ



														目新しい商品の競争 メアタラ ショウヒン キョウソウ





														リスク細分型商品 サイブンガタ ショウヒン











行政

損保会社

代理店
専業/兼業
専属/乗合い

生保
外資

ダイレクト損保
ネット損保

契約者

規制緩和

参入

代替

規制
・参入
・商品
・価格



東海上の変革の困難さ





■商品、業務、情報システムを同時並行で刷新

■初めからは変革の全体像を詳細に見通せない





■パートナーである社外の代理店の仕事を変える

■社内の保守本流に変革への抵抗感がある





■相互に関連し合う業務機能を詳細に詰めきれない

■情報システム機能の膨張に歯止めがかからない





■変革の途上で予期せぬかく乱要因が発生

■変革を逆戻りさせないようにする







東海上の変革の進め方





計画的変革の実行ステップを踏みながらも、段階的に計画を詳細化し、段階的に変革を実行し、実行途上で柔軟に計画を見直した





変革の過程を通じて業務と情報システムの全体構造を想定し、改訂を続けて、変革全体の拠り所とした。

そして、商品構造の標準化に立ち返った業務と情報システムの共通機能のモジュール化を実現





計画的変革の実行ステップの中で、社員を巻き込んだ意見吸収、合意形成、試行錯誤、意識統一といった創発的変革の方法を繰り返した





変革の過程で、価値観、組織、人材、プロセスといった人間系システムのイネーブラーを強化し続けた。

しかも、各イネーブラーの中にITを活用することを前提とした強化の内容を組み入れた





変革のイネーブラーを橋渡しにすることによって、段階的な変革の進行と同期を取った情報システムの構築を行った







計画的かつ創発的変革の必要性















































変化の激しい競争環境の中で計画的変革を行う際に、当初の計画通りに変革を遂行できることは稀で、途上で計画見直しが必要

このために、計画的変革の中に創発的な要素を組み入れて段階的に実行する





変革が定常的に繰り返されるようになると、計画的変革と創発的変革が同時進行

このために、ある計画的な意図に収斂するように創発的変革のサイクルを回し続けて、結果的に戦略を形成していく





このように計画的かつ創発的な変革には、創発を組み入れた計画的変革と計画的意図に収斂する創発的変革がある。





創発を組み入れた計画的変革にも、計画的意図に収斂する創発的変革にも適用できる方法として
「価値創造サイクル」を提案 





SEJのビジネスモデル





																セブンイレブンが提供するものは

																「欲しい人に、欲しいモノとサービスが、欲しいときに、

																欲しいだけ、より望ましい条件で、提供できる」

																という利便性







																店舗は全て個人が経営するフランチャイズ店

																商品は自主開発するものが大部分だが生産は全てメーカー任せ

																きめ細かい店舗への配送を行うが物流業務は全てベンダー任せ

																高度な商品開発やシステム構築を行うが全て外部企業との協働チーム









小売業の枠を越えた「近くて便利」という生活価値を提供する、総合的なコンビニエンスサービス企業





自ら資産を持たないネットワーク型ビジネスモデル







SEJの店舗形成





店舗運営の基本原則

「フレンドリー、クリンリネス、品質、欠品の無い品揃え」





加盟店と本部の共存共栄





店舗の粗利の一定割合が本部の収入、加盟店の収入の最低額を本部が補てんして保証する契約





本部は加盟店から得た収入の多くを、チェーン全体のインフラの整備と加盟店への支援に使う





OFCによるきめ細かい店舗支援





本部のOFCがきめ細かく店舗を巡回し、店舗経営や発注精度の質を高めるように助言





OFCは隔週で本社に集合し、経営者のメッセージを直接聴き、店舗指導に役立つ情報を仕入れる







SEJのロジスティクス













































高密度多店舗出店による強みの形成





地域の顧客にとって





商品供給者にとって





納品効率にとって





店舗支援にとって





店舗がエリア内に集中しているので、OFCによる高密度な加盟店へのアドバイスが可能





近くて便利を実践できる密度の高いサービス網

地域での認知度向上





ベンダーが運営する専用工場や専用物流センターを全国に配置。店舗が密集し、工場や物流センターがカバーするエリアの店舗数が多く稼働効率が高まる





新鮮で安心・安全な商品を店舗に供給し、店舗に在庫を持たずに欠品をなくし、店舗の納品受け入れ作業も軽減





センターから各店舗へ温度帯別、納品頻度別に複数メーカーの商品を共同配送し、ベンダーに負担をかけることなく効率よく小分け多頻度納品







SEJの仮説検証サイクル

















































小分け多頻度納品のカギは店舗の発注精度





仮説検証サイクルの効果





・総合店舗情報システムは、加盟店の商品発注精度の向上を目的に進化
・売り場の担当者が、現在の在庫や売行きに加えて、これからの売上を予測して補充発注を行うための参考情報を携帯端末から取り出す
・情報をもとに仮説を立てて発注を行い、その結果を確認し新たな仮説設定に活かす、仮説検証サイクルを回し続ける

・売り場担当者の発注能力が継続的に向上し、自律的に精度が高い発注を行う
・顧客にとって魅力的で品切れしない品揃えが実現
・店舗起点の情報を本部でも共有し、商品の改廃や店舗支援施策の立案、OFCによる店舗指導にも活用



SEJのチームマーチャンダイジング

















































商品の価値は「味、値ごろ感、新しさ」





1年に7割の商品の見直しを行い、新たな価値を追求





商品売り上げの6割は自主マーチャンダイジング





自主商品の開発は、弁当などのデイリー商品とプライベートブランド「セブンプレミアム」、さらに様々なサービスへと拡大





チーム原則は、①考え方・理念、②目標・目的、③顧客、④情報、⑤システム、⑥成果の共有





商品開発活動を行う協働チーム





マーケティング・商品開発チーム、品質管理チーム、原材料・包材共同購入チーム、環境対策チーム、生産設備開発チームなどの1000名体制





100名のセブンイレブンのマーチャンダイザーとメーカーやベンダーによる協働チーム







GEの変革の経緯



































変革の繰り返しによる持続的成長の歴史





ウェルチ前夜





リストラ＆リエンジニアリング





グローバル化とサービス化





イメルトの計画的かつ創発的変革（価値創造サイクル）





イマジネーションブレークスルー





企業文化と組織能力の強化





ウェルチの計画的変革と創発的変革の繰り返し





インダストリアルインターネット





エコマジネーションへの収束





セクター別の多角化経営





スキルとマインド/シックスシグマ







GEリストラ＆リエンジニアリング

































事業ポートフォリオの再編成





業界でNo1かNo2になること、それができなければ撤退





組織のリストラクチャリング





戦略立案プロセスのスリム化





「スリーサークル・コンセプト」　中核事業、技術集約事業、サービス事業





管理階層のフラット化





事業の売却と買収





人員削減による営業利益の改善







GE企業文化と組織能力

































企業文化の規定





経営スタイル「素直さ、誠実さ、現実直視」





従業員が合宿で自らの問題と解決策を討議し提案





企業文化「スピード、簡潔さ、自信」





ワークアウト





優良企業の成功体験をベンチマーキング





生産性の伸び率が向上





ベストプラクティス







GEグローバル化とサービス化

		GE

































グローバル化





業績評価基準を「世界市場におけるNo1かNo2になる」と変更





サービス化





保険会社や証券会社の買収で金融サービスが利益の6割に





欧州企業や日本企業との合弁や買収を積極化





製品販売の成長鈍化を販売した製品に対する付加価値サービスで補う





売上の3分の2をサービス事業が占める







GEスキルとマインド

































リーダー人材の育成





将来のリーダー候補の識別、研修・人材開発計画、すべての主要ポストの継承計画





幹部社員教育の重視





経営幹部教育施設を充実し、CEO自らが指導





ストックオプションの適用を拡大





業績達成責任と価値観の共有でリーダー人材を分類し評価





事業部門の垣根、機能の障壁、階層も超えたバウンダリーレスな協働を訴える





ストレッチ目標の設定





シックスシグマの導入





モトローラ社が開発したシックスシグマという品質向上活動手法を全社に展開





社員のボーナスの40％は個人のシックスシグマ活動の目標達成と関連づけ







GEイマジネーションブレークスルー

































リサーチセンターの強化と研究開発投資の拡大





リサーチセンターを研修センターと並ぶ中核拠点に





イマジネーションブレークスルー





マーケティング・リーダー（バイスプレジデント級）を各事業部門に配置





上海、バンガロール、ミュンヘンの研究所を強化





「将来的に1億ドルの売り上げが見込め、新たな地域、新たなビジネス領域、新規顧客を開拓できる事業」を各事業部門が年に３つ提案





センターと事業部門のバウンダリーレスな協働





共同プロジェクトの組成





セッションTによる技術交流





予算配分の全体最適化と重点化





グロース・リーダーに求められる資質を見直し。①外部指向、②明晰な思考力、③想像力と勇気、④人心掌握、⑤専門知識







GEエコマジネーション













































「エコマジネーション」

環境問題をイノベ―ティブに解決することを通じて、よりエネルギー効率の高い製品を求める顧客ニーズに応え、安定的な成長を実現して、長期的に株主に利益をもたらす





プロジェクトの目標

①2010年までにエコマジネーション関連製品の売上げを250億ドルに拡大

②2005年に7億ドルだったグリーンテクノロジーの研究開発投資を。2010年には15億ドルに

③温室効果ガスの排出を削減し、全社のエネルギー効率を改善





代表的なプロジェクト

スマートグリッドをグーグルと組んで推進

「家電製品や家庭への送電を最適化して、消費者の電気利用費用を下げ、電力会社の送電効率を高める」







GEインダストリアルインターネット

		い





										機器に戻る キキ モド												データストリームの

										インテリジェントフロー												抽出と保管 チュウシュツ ホカン









										ユーザーと												機器ごとのアルゴリズム キキ

										機器による キキ												とデータ分析 ブンセキ

										データ共有 キョウユウ











計装された産業機器





産業データシステム





ビッグデータ分析





リモート/集中型データ可視化





物理的・人的ネットワーク







GE変革のための施策













































企業文化の土台となる価値観

「インテグリティ（倫理観）、業績、変革」





外部企業や顧客とのオープンイノベーション

大量データのためにアマゾン・ドット・コムのクラウド・コンピューティングを利用

顧客向けのソリューションの開発のために、アイデアを募集するクラウドソーシングを活用

顧客とのダイレクトなセッションを発展させて、「Mind+Machines」 というカンファレンスを開催





社員が共通の目標に向かって協力できるプロセス

①変革の意思を伝え、②社員の環境を変え、③個人の変革を促し、

④企業文化に基づいたプロジェクトを立ち上げ、⑤利益を確保する





ベンチャーキャピタルとしての役割

1番手になろうとしている3番手の企業に出資し、経営権を握ることはしないが、経営革新プログラム、協力企業との連携、シックス・シグマやワークアウトのプロセスの共有などによってスタートアップ企業を育てあげ成功させる







WF変革の背景







































「ひとつのWells Fargo」による内部成長





他行の買収だけでなく、内部成長による拡大を目指す方針を2001年に打ち出した

「弊社は、それぞれの顧客資産の100％を獲得したい。顧客にとって、弊社との取引商品の数が多ければ多いほど良いことが多くなるとわかれば、顧客の忠誠心が強まり、顧客が弊社にとどまる期間が長期化し、顧客維持率が上昇する」（コバセビッチCEO）





商品ごとにバラバラな顧客サービス





顧客満足度調査では、「Wells Fargoの応対は複数の別々の銀行を相手にしているようだ」と指摘された。

各商品は別々に販売管理がなされており、すべての商品に異なる口座番号、取引明細書、業務手続き、連絡先担当者が存在した。







WF変革を阻むもの







































ひとつのウェルズファーゴ





事業部門ごとに別々の情報システム





独立した事業による連邦制組織





成長の原動力は、12の個別の事業部門の起業家精神だった。
各事業部門は、 それぞれの利益や収益の目標、事業戦略、サービスチーム、顧客を抱えていた。事業部門の独立性は、企業文化に深く浸透しており、商品中心主義の経営には適していたが、顧客中心主義を実現する上では障壁となった

各事業部門は、情報システムに関しても独立していた。
各商品ラインのIT責任者は、それぞれの事業を最もよくサポートするアプリケーションやIT製品を選び、IT組織は、事業部門ごとのアプリケーションを購入、導入、カスタマイズ、維持管理していた



WF変革の目的











































目標は、「顧客が、各商品に関して異なる応対を受けるのではなく、単一の顧客サービスによって、すべてのやりとりに関して『ひとつのWells Fargo』を相手にできる」





商品ごとに異なった顧客口座管理を統合する。口座番号は統一し、顧客情報は全ての商品について共通化する





商品ごとに異なった顧客対応を一本化する。住所変更など口座情報変更手続きを一度だけにし、顧客窓口を統一し、顧客の手続きを統一する





顧客接点では、全ての商品について顧客の取引情報を一覧でき、それをもとに的確に顧客に応対し、新たな商品の追加販売の推奨もできる







WF変革の内容





サービス指向アーキテクチャ（SOA） による顧客情報の統合





商品ラインを越えて顧客情報と顧客対応プロセスを統一するために





既存システム機能を生かした顧客情報の統合





顧客に関する共通部品と各事業部門の既存システムの機能を部品化したものを組み合わせて、各事業部門の新たな業務プロセスを構成する





顧客に関する業務機能と情報管理機能を共通部品（サービス）化し





それを各商品ラインで共用するように業務機能と業務システムを設計し





それを各事業部門が使うように統制する　





これにより、既存の業務機能やシステム機能を全面的に置き替えることなく、共通機能を組み入れる







WF変革の内容 (2)





段階的な変革の実行





困難だった点は、事業部門に新しい戦略を受け入れさせ、事業部門の連邦制のもとでSOAを実践するように、組織の全体構造を変えること





変革の実行順序





まず、顧客情報の統合に高い必要性を感じている商品ラインに絞って、小さく顧客情報統合プロジェクトを開始した





自分にとって都合の良い業務とシステムを使ってきた各事業部門に、共通の業務部品を使わせるために、強制的に変革を進めるのではなく段階的に賛同者を拡大した





それを成功させ、顧客情報の統合効果を目に見えるようにした上で、他の事業部門の需要を喚起し、参加する事業部門を拡大した





こうして全商品の顧客情報を統合するのに5年間を要した







WF成功要因１





価値観の共有：ひとつのWels Fargo





「可能なところでは共通性を、競争上の優位性を発揮すべきところでは差別化を」という連邦制組織の原則を尊重





サービスの提供と利用を全体統制するサービスガバナンス





サービスに対する競合する要求の優先順位の決定





独立性にこだわる事業部門は、競争上の優位性を提供する機能のみ独自に導入した方が良いという考え方を理解





その他の機能は、共通サービスを利用して、より高い品質、低いコスト、商品化までの時間短縮を実現





新しいバージョンが、アーキテクチャや戦略に一致していることの保証





規則に従うことを嫌う商品が、私的な裏サービスを作るのを防止





サービス追加のための資金負担の決定





同時にいくつの旧バージョンをサポートするか







WFサービスガバナンス組織





サービスガバナンス組織





サービス利用者（事業部門）





サービス提供者（全社IT部門）





サービス提供グループ





サービスアーキテクチャグループ







W段階的導入プロセス





小規模な機能から始め、価値を提供し、学んだ教訓を取り入れ、サービスやアプリケーションを追加する新たな機会を模索し、これを繰り返す方法





顧客情報の統合に関連する問題の範囲を扱いやすいサブセットに限定できた





サービスをサポートするために必要なインフラストラクチャを需要に応じて徐々に拡大できた





事業部門を乗り気にさせるために、「価値に基づいた需要主導型」の戦略をとることができた







WFSOA利用技術蓄積





1995年に分散オブジェクト技術（CORBA）を使った顧客サービスシステムを開発。他社よりも1年早くインターネットバンキングを開始





2001年にこの事例の変革を2世代目のエンタープライズJava技術を使って開始





その後、3世代目のWebサービス技術の利用に移行







WFデジタルイノベーション































試行





新デジタルデバイスによる金融サービス経験





スマートTVを使ったビデオバンキング





実用化





受取人の携帯電話番号やeメールアドレスを使った送金





購入が行われるとSMSを使って顧客にアラート





リニューアル





ドライブスルーバンキングの改良





法人顧客向けポータルの再構築





ワイアレスビーコンによる来店客対応





モバイルウォレット





オムニチャネルプラットフォーム





テキストバンキング





モバイルによる小切手入金





オリジナルカードデザイン





新機能クレジットカードの発行





銀行窓口のペーパーレス化





モバイルアプリのバージョンアップ





バイオメトリクスによる認証







WF成功要因



























								ｄ





顧客中心のビジョン





『顧客ニーズを理解し、顧客が金融行動において成功することを支援し、顧客と生涯にわたる関係を構築』





密接に協力する実行力のあるチーム





社員は、新しいアイデアの創造、デモへの参加、パイロットグループへの参加まで価値創造の様々な段階に関与





デジタル・イノベーション・ラボは、全チームが必要なツールとプラットフォームを獲得し、新サービスのテストと評価を行うことを可能に





才能ある人材の採用・人材開発・再訓練・動機付け





主要競争相手と同等あるいはそれ以上の総合報酬パッケージ





充実した福利厚生





チームサーベイで社員の仕事に対する動機付けを評価





訓練とスキル開発プログラム、750万ドルに及ぶ訓練コースを実施





多様なサプライヤーの育成支援





マイノリティ（少数民族）、女性、身体障害者そして小規模企業（MWDSBEｓ：minority, women, disadvantaged and small business）を含めてサプライヤーを拡大





MWDSBEを含めた多様化したサプライヤーに年間調達予算の10%を割り当て







イノベーションのステップ

































ディスカバリー





疎外要因の排除





組織・制度変更





事業化準備





組織・制度・プロセスの変更





インキュベーション





事業化





知がぶつかる場の設定





シーズとニーズ





技術とビジネス





市場・現場とのコンタクト





ヒートアップの誘発





ハッカソン





ブートキャンプ





変革チームの組織化





プロモーター





サポーター





ネットコミュニティ





現場とのコミュニケーション





疎外要因の特定





PoC





段階的導入







グーグル検索

































「ページランク」の独自の検索エンジン





動画、画像、地図と検索対象を拡大検索





ユニバーサル検索





ビッグデータ・ディープラーニング





1998　グーグル起業





2000　ヤフーの検索処理引き受け





機械学習による翻訳、音声検索







グーグル広告







































CPM広告





























CTR広告「アドワーズ」





入札方式広告「アドワーズセレクト」





メディアページへの広告「アドセンス」





広告効果分析「グーグルアナリティクス」





広告効果予測「コンバージョン・オプティマイザー」





ビッグデータ分析・CGM



































グーグルクラウド





































独自の大量データファイルシステム





モジュラー型大規模データセンター





Webメールサービス「Gメール」





Web版オフィス「グーグルドキュメント」





仮想データシステム「マップリデュース」





Webブラウザ「クローム」





クラウドコンピューティングサービス
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財務的業績





エコシステム全体としての収益創出と参加者への分配





顧客価値創造





顧客にとっての機能的価値と意味的価値の増大





プロセス性能向上





ビジネスプロセスのQCD（品質・コスト・スピード）





知識創造サイクルの駆動による形式知と暗黙知の形成





知識創造







グーグル成功要因 (2)





































価値観の共有





ビッグデータとクラウドコンピューティングに繋がる企業ビジョン





組織（価値創造の場）





水玉模様に覆われた巨大なシーツのような小さなチームからなる平らな組織構造





20％ルールによる全員参加による未来創造





既存の検索サービス、広告サービスの改良に７割を割り当てる





何でもありの創造活動、新規プロジェクトに３割を割り当てる







人材





知性、野心、グーグルらしさを持つ人材の厳選





APMによるエンジニアを尊重したチーム運営





プロセス





データから学習するサービス改良プロセス





OKRによる社員の目標挑戦意欲の向上と透明化





IT活用





世界中の情報の写しを格納できるサーバー





機械が自ら学習を繰り返すシステム







グーグル成功要因





























価値観の共有





ビッグデータとクラウドコンピューティングに繋がる企業ビジョン





組織（価値創造の場）





水玉模様に覆われた巨大なシーツのような小さなチームからなる平らな組織構造





20％ルールによる全員参加による未来創造





既存の検索サービス、広告サービスの改良に7割





何でもありの創造活動、新規プロジェクトに3割





人材





知性、野心、グーグルらしさを持つ人材の厳選





APMによるエンジニアを尊重したチーム運営





プロセス





データから学習するサービス改良プロセス





OKRによる社員の目標挑戦意欲の向上と透明化





IT活用





機械が自ら学習を繰り返すシステム





世界中の情報の写しを格納できるサーバー







IBM経営一新





瀕死の状態なのに何ら手を打てない経営者





大黒柱のメインフレームは価格が高すぎて顧客離れ

売上は減少し続け、コストは高止まりし、営業利益が縮小

営業キャッシュフローが低下し、株価が急落

座して待てば、破産か企業解体しかない





1993年外部から立て直し役のCEOとしてガースナーが就任





就任直後に、肥大化し形骸化し官僚化した殿上人の経営委員会を解体

本社執行委員会11名を社内から選任し、全社的意思決定の場に

名誉職による取締役会を刷新し、少人数からなる外部の有識者に置き換え

CEOと社員との社内メールによる率直な直接対話







IBMビジョン封印





これまでのIBMはビジョナリーカンパニーであり続けてきた

山ほどのあるべき姿のプラン、しかし実行されずに全てお蔵入り

必要なのはビジョンではなく、現実直視、救命策、有言実行の戦略





会社を一体として保持し分割しない

メインフレームに再投資する

中核的半導体事業は継続する

基礎的な研究開発の予算を確保する

行動を顧客の視点から見直し、内向きのプロセス指向から市場主義へ







IBM短期的成果





メインフレームの売価を市場水準まで下げる





経費率を競争相手の水準まで下げる





社員の一度きりの大幅削減





事業部門別にバラバラで非効率な業務プロセスとシステムを共通化・統合化





生産性の低い資産（データセンター、ネットワーク、不動産等）を売却







IBM組織再編

				プロダクトアウト型組織 ガタ ソシキ								顧客指向組織 コキャク シコウ ソシキ



				製品a セイヒン		製品b セイヒン		製品c セイヒン				産業A サンギョウ		産業B サンギョウ		産業C サンギョウ

		地域1 チイキ

		地域2 チイキ

		地域3 チイキ



				それぞれの予算と利益 ヨサン リエキ								新たな収益責任 アラ シュウエキ セキニン

				それぞれの営業 エイギョウ								全社統合のマーケティング ゼンシャ トウゴウ

				それぞれの業務と情報システム ギョウム ジョウホウ								共通化・統合化されたプロセス キョウツウカ トウゴウカ

				それぞれの間接部門 カンセツ ブモン								シェアドサービス

				それぞれの一国一城の主 イッコクイチジョウ アルジ								新たな事業責任者 アラ ジギョウ セキニンシャ







IBM報酬制度変更

				旧制度 キュウセイド				新制度 シンセイド

		原則 ゲンソク		家族的な平等 カゾクテキ ビョウドウ				成果に基づく差別化 セイカ モト サベツカ

				終身雇用・年功序列 シュウシン コヨウ ネンコウ ジョレツ				業績による処遇 ギョウセキ ショグウ



		考え方 カンガ カタ		均質的 キンシツテキ				差別化 サベツカ

				固定報酬 コテイ ホウシュウ				変動報酬 ヘンドウ ホウシュウ

				内部ベンチマーク ナイブ				外部ベンチマーク ガイブ

				社員の権利 シャイン ケンリ				業績本位 ギョウセキ ホンイ



		株式保有 カブシキ ホユウ		経営者に限定した持ち株 ケイエイシャ ゲンテイ モ カブ				全社員に持ち株制度を適用 ゼンシャイン モ カブ セイド テキヨウ

		賞与 ショウヨ		事業部門の業績に応じて				一定割合は全社の業績に応じて イッテイ ワリアイ ゼンシャ ギョウセキ オウ



		福利厚生 フクリ コウセイ		無料医療制度 ムリョウ イリョウ セイド				基本的に自己負担 キホンテキ ジコ フタン

				勤続３０年以降の高額年金保障 キンゾク ネン イコウ コウガク ネンキン ホショウ				自己責任 ジコ セキニン

				充実した社員用厚生施設の利用 ジュウジツ シャイン ヨウ コウセイ シセツ リヨウ				廃止 ハイシ

				教育機会の付与 キョウイク キカイ フヨ				自己責任 ジコ セキニン





IBM新たな産業像





サービス主導モデル

顧客はモジュラー化した製品を統合した、総合的なソリューションとサービスの提供を求める

製品ハードウェアに付随するサービスではなく、サービスが価値を生む

自社製品にこだわらず、最適な製品を組み合わせてソリューションとし、サービスとして顧客に提供する





ネットワーク主導モデル

メインフレーム→クライアント・サーバー→ＰＣネットワーク、さらにインターネットの普及で主役が代わる

単体のコンピュータではなく、ネットワークに接続されたあらゆるインテリジェント化された機器が処理を担う（ユビキタスネットワークの予見）

全体の管理は改めて巨大サーバーによる集中処理型へ向かう（クラウドコンピューティングの予見）







IBMスマイルカーブ

































システム





CPU・ストレージ





オペレーティングシステム





ミドルウェア





システム管理





アプリケーション





コンサルティング





教育・研修





メモリー・ネットワーク・ディスプレー





アプリケーショントランザクション・サーバー





メッセージング





データベース





サービス





インテグレーション





アウトソーシング





メンテナンス







IBM企業文化

		創業者ワトソン・シニアが ソウギョウシャ				経年による原則の曲折と劣化 ケイネン ゲンソク キョク				中興の祖　ガースナーの チュウコウ ソ

		築き上げたエクセレント企業 キズ ア キギョウ				（プロセスとルールの重視） ジュウシ				原則によるリーダーシップ ゲンソク



		基本信条が企業行動のすべてに浸透 キホン シンジョウ キギョウ コウドウ シントウ				顧客よりも社内の事情を優先 コキャク シャナイ ジジョウ ユウセン				・市場こそが行動の原動力 シジョウ コウドウ ゲンドウリョク

		・完全性の追求 カンゼンセイ ツイキュウ				「No」の文化、同意拒否権 ブンカ ドウイ キョヒケン				・品質を最重視するテクノロジー企業 ヒンシツ サイジュウシ キギョウ

		・最善の顧客サービス サイゼン コキャク				スタッフ部門による自部門の利権保守 ブモン ジブモン リケン ホシュ				・成功の指標は顧客満足度と株主価値 セイコウ シヒョウ コキャク マンゾクド カブヌシ カチ

		・個人の尊重 コジン ソンチョウ				社内だけの独自の言葉使い「IBM語」 シャナイ ドクジ コトバ ツカ ゴ				・起業家精神、最小限の官僚主義、生産性 キギョウカ セイシン サイショウゲン カンリョウ シュギ セイサンセイ

						幹部はプロセスだけを統括する カンブ トウカツ				・戦略的なビジョン センリャク テキ

										・緊急性を意識した行動 キンキュウセイ イシキ コウドウ

										・熱心で優秀な人材が協力し合うチーム ネッシン ユウシュウ ジンザイ キョウリョク ア

										・社員の要請と地域社会に応える シャイン ヨウセイ チイキ シャカイ コタ





変質

再生
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【ステップ3の例】GEのエコシステム形成

GEはインダストリアル・インターネットを速やかに拡大するために、

広範なパートナー企業と連携してエコシステムを形成した。

9

データ基盤 クラウド基盤 センサー基盤 LAN基盤 セキュリティ ネットワーク
ピボタル アマゾン インテル シスコ ウオルドテック ネット各社

顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等）

Predixプラットフォーム（GEが共同運営）
データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発

Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロ
ソフト

合弁会社
アクセン
チュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウド
ソーシング

出所）GEの資料をもとに筆者作成


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なコンテンツを組み合わせて タヨウ ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								他社への移植を可能にする タシャ イショク カノウ



								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の機能をブラックボックスとして ドクジ キノウ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス化し カ

								純正機能部品を供給 キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ



								【継続的改善】 ケイゾクテキ カイゼン				【デジタルサービス業】 ギョウ





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分散 スイヘイ ブンサン



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント



						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント
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SOAライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスの配備 ハイビ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





GEプレディックスプラットフォーム (2)

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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第1章：デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは

第2章：価値創造サイクルによるデジタル変革の実践

第3章：デジタル変革の戦略設計図

第4章：デジタル変革のプロセスマネジメント

第5章：デジタル変革の組織と人材のマネジメント

第6章：デジタル投資のマネジメント

第7章：デジタル変革マネジメントの全体像
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ITを活用した変革の構成要素の相互関係を整理すると、「ITを活用した変

革による効果創出モデル」という定石が想定される。

11

出所）筆者作成

イネーブラー
人間系システム

・価値観
・組織
・人材

・プロセス
整合 活用 創出

事業戦略 価値連鎖の変革の実行 変革の効果
・市場と顧客 ・改善 ・顧客の評価
・業界と競合 ・再設計 ・財務的効果
・自社の強み ・創造

・マーケティングミックス

　活用
ＩＴ活用力

イネーブラー

ITを活用した変革の定石


BSCに基づく指標例

								財務的効果 ザイムテキ コウカ

								【KPI例】 レイ

								・利益向上 リエキ コウジョウ

								・売上増加 ウリアゲ ゾウカ

								・費用削減 ヒヨウ サクゲン

								・資産効率向上 シサン コウリツ コウジョウ

						顧客の効果 コキャク コウカ

						【KPI例】 レイ

						・クロスセリング率向上 リツ コウジョウ

						・顧客維持率向上 コキャク イジ リツ コウジョウ

						・顧客数増加 コキャクスウ ゾウカ

						・顧客満足度向上 コキャク マンゾクド コウジョウ

				業務の効果 ギョウム コウカ

				【KPI例】 レイ

				・業務品質向上 ギョウム ヒンシツ コウジョウ

				・業務生産性向上 ギョウム セイサンセイ コウジョウ

				・業務スピード向上 ギョウム コウジョウ

				・業務標準化度合 ギョウム ヒョウジュンカ ドア

		学習と成長の効果 ガクシュウ セイチョウ コウカ

		【KPI例】 レイ

		・情報発信数増加 ジョウホウ ハッシン スウ ゾウカ

		・資格取得率向上 シカク シュトク リツ コウジョウ

		・研修受講率向上 ケンシュウ ジュコウ リツ コウジョウ

		・社員満足度向上 シャイン マンゾクド コウジョウ



		出所）Kaplan等のBSCに基づき筆者作成 シュッショ ラ モト ヒッシャ サクセイ





E理論とO理論

				E理論 リロン		Ｏ理論 リロン

				Economic Value		Organizational Capability

		目的 モクテキ		株主価値の最大化 カブヌシ カチ サイダイカ		組織能力の開発 ソシキ ノウリョク カイハツ



		リーダーシップ		ＣＥＯのトップダウン		トップチームと従業員の参画 ジュウギョウイン サンカク



		焦点となる要素 ショウテン ヨウソ		Structure		Culture

				System



		プランニング		計画的で ケイカクテキ		創発的で ツク ハツ テキ

				プログラム的 テキ		非プログラム的 ヒ テキ



		モチベーション		金銭インセンティブ キンセン		金銭はインセンティブではなく キンセン

						結果的なもの ケッカ テキ



		支援するコンサル シエン		ＭＢＡ的大コンサル企業 テキ ダイ キギョウ		プロセス指向ブティック企業 シコウ キギョウ





		出所）Beer & Nohria (2000) シュッショ





本論文の構成



		はじめに　本研究の問題意識 ホン ケンキュウ モンダイ イシキ

		・先行研究による変革の枠組の確認 センコウ ケンキュウ ヘンカク ワクグ カクニン

		・問題意識の設定 モンダイ イシキ セッテイ



		問題意識：「変化が激しい競争環境の中で、 モンダイ イシキ

		改善だけの変革の限界、計画的変革の困難さ、既存情報システムの硬直性を打破して、

		ITを活用した計画的かつ創発的な価値連鎖の変革を進めるために、

		企業はどのようなマネジメントを行っているか」





		第1部　ITを活用した変革のマネジメントの理論研究 ダイ ブ カツヨウ ヘンカク リロン ケンキュウ

		・先行研究のレビューによる変革の構成要素、変革のイネーブラー（人間系システムとIT)の定義 センコウ ケンキュウ ヘンカク コウセイ ヨウソ ヘンカク ニンゲン ケイ テイギ

		・計画的変革と創発的変革における変革の構成要素、変革のイネーブラーの特徴の対比 ケイカクテキ ヘンカク キズ ハツ テキ ヘンカク ヘンカク コウセイ ヨウソ ヘンカク トクチョウ タイヒ





		第2部　量的分析による企業の状況に応じた変革へのアプローチの違いの確認 ダイ ブ リョウテキ ブンセキ キギョウ ジョウキョウ オウ ヘンカク チガ カクニン

		・仮説設定とアンケート調査結果に基づく量的分析

		・変革の構成要素間の関係のモデル化 ヘンカク コウセイ ヨウソ カン カンケイ カ

		・事業戦略駆動型、IT駆動型、人間系システム駆動型の変革へのアプローチの想定 ジギョウ センリャク クドウガタ クドウガタ ニンゲン ケイ クドウ ガタ ヘンカク ソウテイ

		・ITの役割と事業戦略見直しの有無による変革内容の違いの確認 ヤクワリ ジギョウ センリャク ミナオ ウム ヘンカク ナイヨウ チガ カクニン

		・企業の状況に応じた変革のイネーブラーの効果創出への影響の違いの確認 カクニン





		第3部　事例分析によるITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 ダイ ブ ジレイ ブンセキ カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン

		・業務と情報システムの再設計を伴う変革の難しさに関する問いの設定 ギョウム ジョウホウ サイセッケイ トモナ ヘンカク ムズカ カン ト セッテイ

		・東京海上日動の「抜本改革」の事例分析 トウキョウ カイジョウ ニチドウ バッポン カイカク ジレイ ブンセキ

		・ITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン





		第4部　問題意識への回答としての価値創造サイクルの提案 ダイ ブ モンダイ イシキ カイトウ カチ ソウゾウ テイアン

		・変化の激しい競争環境下で計画的変革を持続的に行う方法としての価値創造サイクル ヘンカ ハゲ キョウソウ カンキョウ シタ ケイカクテキ ヘンカク ジゾクテキ オコナ ホウホウ カチ ソウゾウ

		・事例分析（SEJ、しまむら、ウェルズファーゴ、GE、グーグル）に基づく価値創造サイクルの具体化 ジレイ ブンセキ モト カチ ソウゾウ グタイカ

		・価値創造サイクルのイネーブラーとしてのITと人間系システム カチ ソウゾウ ニンゲン ケイ





		おわりに

		・本論文の全体総括 ホン ロンブン ゼンタイ ソウカツ

		・結論と限界 ケツロン ゲンカイ







本論文の構成 (2)



		はじめに　本研究の問題意識 ホン ケンキュウ モンダイ イシキ

		・先行研究による変革の枠組の確認（変革の定義、価値連鎖、変革の効果、計画的変革と創発的変革） ダイ ブ モンダイ イシキ カイトウ カチ ソウゾウ コウカ

		・問題意識の設定 モンダイ イシキ セッテイ



		問題意識：「変化が激しい競争環境の中で、 モンダイ イシキ

		改善だけの変革の限界、計画的変革の困難さ、既存情報システムの硬直性を打破して、

		ITを活用した計画的かつ創発的な価値連鎖の変革を進めるために、

		企業はどのようなマネジメントを行っているか」





		第1部　先行研究にもとづく「ITを活用した変革による効果創出モデル」の想定 ダイ ブ センコウ ケンキュウ カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ ソウテイ

		・先行研究のレビューによる変革のイネーブラー（人間系システムとIT活用力)の定義 センコウ ケンキュウ ヘンカク ニンゲン ケイ カツヨウ リョク テイギ

		・変革の構成要素間の関係について「ITを活用した変革による効果創出モデル（想定版）」の作成 ヘンカク コウセイ ヨウソ カン カンケイ カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ ソウテイ バン サクセイ

		・計画的変革と創発的変革における変革の構成要素の特徴の対比 ケイカクテキ ヘンカク キズ ハツ テキ ヘンカク ヘンカク コウセイ ヨウソ トクチョウ タイヒ





		第2部　問題意識への回答としての「価値創造サイクル」モデルの提示 ダイ ブ モンダイ イシキ カイトウ カチ ソウゾウ テイジ

		・変化の激しい競争環境下で計画的かつ創発的な変革を行う方法として価値創造サイクルのモデル化 ヘンカ ハゲ キョウソウ カンキョウ シタ ケイカクテキ キズハツテキ ヘン カワ オコナ ホウホウ カチ ソウゾウ カ

		・事例分析（SEJ、しまむら、ウェルズファーゴ、GE、グーグル）に基づく価値創造サイクルの具体化 ジレイ ブンセキ モト カチ ソウゾウ グタイカ

		・価値創造サイクルのイネーブラーとしてのIT活用力と人間系システム カチ ソウゾウ カツヨウ リョク ニンゲン ケイ

		・計画的変革、創発的変革、計画的かつ創発的な変革と価値創造サイクルの対応関係の整理 ケイカクテキ ヘンカク キズハツテキ ヘンカク ケイカクテキ キズハツ テキ ヘンカク カチ ソウゾウ タイオウ カンケイ セイリ





		第3部　量的分析による企業の状況に応じた変革へのアプローチの違いの確認 ダイ ブ リョウテキ ブンセキ キギョウ ジョウキョウ オウ ヘンカク チガ カクニン

		・日本企業に対するアンケート調査結果に基づく変革の構成要素間の関係の量的分析 ニホン キギョウ タイ ヘンカク コウセイ ヨウソ カン カンケイ

		・企業の実態と照らし合わせた「ITを活用した変革による効果創出モデル」の確認 キギョウ ジッタイ テ ア カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ カクニン

		・ITの役割と事業戦略見直しの有無による変革内容の違いの確認 ヤクワリ ジギョウ センリャク ミナオ ウム ヘンカク ナイヨウ チガ カクニン

		・ITの役割と事業戦略見直しの有無による変革のイネーブラーの効果創出への影響の違いの確認 カクニン

		・人間系システム駆動型、戦略駆動型、IT駆動型、戦略駆動かつIT駆動型の変革のアプローチの提示 センリャク クドウガタ クドウガタ センリャク クドウ クドウ ガタ ヘンカク テイジ

		・日本企業におけるITを活用した変革の課題の指摘 ニホン キギョウ カツヨウ ヘンカク カダイ シテキ







		第4部　事例分析によるITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 ダイ ブ ジレイ ブンセキ カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン

		・業務と情報システムの再設計を伴うITを活用した計画的かつ創発的な変革の難しさに関する問い ギョウム ジョウホウ サイセッケイ トモナ カツヨウ ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク ムズカ カン ト

		・東京海上日動の「抜本改革」における変革の進め方とイネーブラーの分析 トウキョウ カイジョウ ニチドウ バッポン カイカク ヘンカク スス カタ ブンセキ

		・業務と情報システムの再設計を伴うITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン





		おわりに

		・本論文の全体総括 ホン ロンブン ゼンタイ ソウカツ

		・企業が価値創造サイクルによる計画的かつ創発的な変革を実行するための示唆 キギョウ カチ ソウゾウ ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク ジッコウ シサ

		・結論と限界 ケツロン ゲンカイ







本論文の構成 (3)



		はじめに　本研究の問題意識 ホン ケンキュウ モンダイ イシキ

		・先行研究による変革の枠組の確認（変革の定義、価値連鎖、変革の効果、計画的変革と創発的変革） ダイ ブ モンダイ イシキ カイトウ カチ ソウゾウ コウカ

		・問題意識の設定 モンダイ イシキ セッテイ



		問題意識：「変化が激しい競争環境の中で、 モンダイ イシキ

		改善だけの変革の限界、計画的変革の困難さ、既存情報システムの硬直性を打破して、

		ITを活用した計画的かつ創発的な価値連鎖の変革を進めるために、

		企業はどのようなマネジメントを行っているか」





		第1部　ITを活用した変革の構成要素の定義：「ITを活用した変革による効果創出モデル」の作成 ダイ ブ カツヨウ ヘンカク コウセイ ヨウソ テイギ カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ サクセイ

		・先行研究のレビューによる変革のイネーブラー（人間系システムとIT活用力)の定義 センコウ ケンキュウ ヘンカク ニンゲン ケイ カツヨウ リョク テイギ

		・変革の構成要素間の関係について「ITを活用した変革による効果創出モデル（想定版）」の作成 ヘンカク コウセイ ヨウソ カン カンケイ カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ ソウテイ バン サクセイ

		・計画的変革と創発的変革における変革の構成要素の特徴の対比 ケイカク テキ ヘンカク キズ ハツ テキ ヘンカク ヘンカク コウセイ ヨウソ トクチョウ タイヒ

		・日本企業に対するアンケート調査結果に基づく変革の構成要素間の関係の量的分析 ニホン キギョウ タイ ヘンカク コウセイ ヨウソ カン カンケイ

		・企業の実態と照らし合わせた「ITを活用した変革による効果創出モデル」の妥当性の確認 キギョウ ジッタイ テ ア カツヨウ ヘンカク コウカ ソウシュツ ダトウセイ カクニン





		第2部　問題意識への回答としての「価値創造サイクル」モデルの提示 ダイ ブ モンダイ イシキ カイトウ カチ ソウゾウ テイジ

		・変化の激しい競争環境下で計画的かつ創発的な変革を行う方法として価値創造サイクルのモデル化 ヘンカ ハゲ キョウソウ カンキョウ シタ ケイカクテキ キズハツテキ ヘン カワ オコナ ホウホウ カチ ソウゾウ カ

		・事例分析（SEJ、しまむら、ウェルズファーゴ、GE、グーグル）に基づく価値創造サイクルの具体化 ジレイ ブンセキ モト カチ ソウゾウ グタイカ

		・価値創造サイクルのイネーブラーとしてのIT活用力と人間系システム カチ ソウゾウ カツヨウ リョク ニンゲン ケイ

		・計画的変革、創発的変革、計画的かつ創発的な変革と価値創造サイクルの対応関係の整理 ケイカクテキ ヘンカク キズハツテキ ヘンカク ケイカクテキ キズハツ テキ ヘンカク カチ ソウゾウ タイオウ カンケイ セイリ





		第3部　量的分析による事業の状況に応じた変革へのアプローチの違いの確認 ダイ ブ リョウテキ ブンセキ ジギョウ ジョウキョウ オウ ヘンカク チガ カクニン

		・ITの役割と事業戦略見直しの有無による変革内容の違いの確認 ヤクワリ ジギョウ センリャク ミナオ ウム ヘンカク ナイヨウ チガ カクニン

		・ITの役割と事業戦略見直しの有無による変革のイネーブラーの効果創出への影響の違いの確認 カクニン

		・人間系システム駆動型、戦略駆動型、IT駆動型、戦略駆動かつIT駆動型の変革のアプローチの提示 センリャク クドウガタ クドウガタ センリャク クドウ クドウ ガタ ヘンカク テイジ

		・日本企業におけるITを活用した変革の課題の指摘 ニホン キギョウ カツヨウ ヘンカク カダイ シテキ







		第4部　事例分析によるITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 ダイ ブ ジレイ ブンセキ カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン

		・業務と情報システムの再設計を伴うITを活用した計画的かつ創発的な変革の難しさに関する問い ギョウム ジョウホウ サイセッケイ トモナ カツヨウ ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク ムズカ カン ト

		・東京海上日動の「抜本改革」における変革の進め方とイネーブラーの分析 トウキョウ カイジョウ ニチドウ バッポン カイカク ヘンカク スス カタ ブンセキ

		・業務と情報システムの再設計を伴うITを活用した計画的かつ創発的な変革の成功要因の確認 カツヨウ ケイカクテキ キズ ハツ テキ ヘンカク セイコウ ヨウイン カクニン





		おわりに

		・本論文の全体総括 ホン ロンブン ゼンタイ ソウカツ

		・企業が価値創造サイクルによる計画的かつ創発的な変革を実行するための示唆 キギョウ カチ ソウゾウ ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク ジッコウ シサ

		・結論と限界 ケツロン ゲンカイ







Peters等の7S





































																出所）Peters & Waterman (1982) シュッショ
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COBIT5の全体構造





COBIT5のイネーブラー





イネーブラー対応表

		Peters等の7SとCOBIT5の対応によるITを活用した変革のイネーブラーの抽出 ラ タイオウ カツヨウ ヘンカク チュウシュツ



		Peters等の7S ラ		COBIT5のイネーブラー		ITを活用した カツヨウ

						変革のイネーブラー ヘンカク

		共有された価値観 キョウユウ カチカン		原則・ポリシー・フレームワーク ゲンソク		価値観 カチカン

		(Shared Value)				（価値観と カチカン

		スタイル（Style）		カルチャー・倫理観・行動原理 リンリカン コウドウ ゲンリ		組織文化） ソシキ ブンカ



		組織構造（Structure） ソシキ コウゾウ		組織構造 ソシキ コウゾウ		組織 ソシキ

						（組織構造と ソシキ コウゾウ

		システム（System）		情報 ジョウホウ		組織運営システム） ソシキ ウンエイ



				プロセス		プロセス

						（変革を実行する） ヘンカク ジッコウ

				ITサービス・ITインフラ・アプリ		ＩＴ活用力 カツヨウ リョク



		スタッフ（Staff）		人材・スキル・コンピテンシー ジンザイ		人材 ジンザイ

		スキル（Skill）				（変革を推進する） ヘンカク スイシン



		戦略（Strategy） センリャク		ー		（変革と整合化） ヘンカク セイゴウカ







DMAIC







































																		出所）Six Sigma Acadwmy (1995) シュッショ





DEFINE        （問題定義）





MEASURE   （測定）





ANALIZE     （分析）





IMPLOVE    （改善）





CONTROL  （コントロール）







SECIモデル

						暗黙知 アンモク チ				暗黙知 アンモク チ

		個人の暗黙知を コジン アンモク チ												組織を超えた対話により ソシキ コ タイワ

		組織の暗黙知に ソシキ アンモク チ		暗黙知 アンモク チ		共同化 キョウドウカ				表出化 ヒョウシュツ カ		形式知 ケイシキ チ		暗黙知をコンセプトに アンモク チ







				暗黙知 アンモク チ		内面化 ナイメンカ				連結化 レンケツ カ		形式知 ケイシキ チ

		形式知を結晶化し ケイシキ チ ケッショウカ												時空間を超えて トキ クウカン コ

		自己のノウハウに ジコ				形式知 ケイシキ チ				形式知 ケイシキ チ				形式知を体系化 ケイシキ チ タイケイカ





知識
創造



アーキテクチャの4段階





製品アーキテクチャ分類



						製品設計の相互依存度 セイヒン セッケイ ソウゴ イゾン ド

						インテグラル		モジュラー

						（擦り合わせ） ス ア		（組み合わせ） ク ア

				クローズド

				（囲い込み） カコ コ

						クローズド・		クローズド・

						インテグラル		モジュラー





								オープン・

								モジュラー

				オープン

				（業界標準） ギョウカイ ヒョウジュン



						出所）藤本隆宏　組織能力と製品アーキテクチャ　2003 シュッショ フジ モト タカ ヒロ ソシキ ノウリョク セイヒン



インターフェースの開放度



戦略IT整合化モデル

				ビジネスドメイン				ITドメイン





		外部 ガイブ		事業戦略 ジギョウ センリャク		技術的潜在力 ギジュツテキ センザイ リョク		IT戦略 センリャク





						競争的潜在力 キョウソウテキ センザイリョク



						サービスレベル





		内部 ナイブ		組織インフラと ソシキ		戦略実行 センリャク ジッコウ		情報システムインフラ ジョウホウ

				プロセス				とプロセス



				出所）Henderson & Venkatraman (1993) シュッショ





戦略・変革・ITの関係



				創発 ツク ハツ				駆動 クドウ

		創発的戦略 ツク ハツ テキ センリャク				創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク				IT駆動型IT戦略 クドウガタ センリャク



								駆動 クドウ



		計画的戦略 ケイカクテキ センリャク				計画的変革 ケイカクテキ ヘン カワ				戦略駆動型ＩＴ戦略 センリャク クドウ ガタ センリャク

				整合 セイゴウ				整合 セイゴウ







変革の構成要素間の関係

						事業戦略 ジギョウ センリャク



						整合 セイゴウ		創出 ソウシュツ

		イネーブラー

		人間系システム ニンゲン ケイ				価値連鎖の変革の実行 カチ レンサ ヘンカク ジッコウ				変革の効果 ヘンカク コウカ

		・価値観 カチカン				・改善 カイゼン				・顧客の評価 コキャク ヒョウカ

		・組織 ソシキ				・再設計 サイセッケイ				・財務的効果 ザイムテキ コウカ

		・人材 ジンザイ				・創造 ソウゾウ

		・プロセス		活用 カツヨウ



						　活用 カツヨウ

						ＩＴ活用力 カツヨウ リョク



						イネーブラー





変革の構成要素間の関係 (2)

						イネーブラー

						人間系システム

						・価値観

						・組織

						・人材

						・プロセス

				整合 セイゴウ		活用 カツヨウ		創出 ソウシュツ



		事業戦略 ジギョウ センリャク				価値連鎖の変革の実行 カチ レンサ ヘンカク ジッコウ				変革の効果 ヘンカク コウカ

		・市場と顧客 シジョウ コキャク				・改善 カイゼン				・顧客の評価 コキャク ヒョウカ

		・業界と競合 ギョウカイ キョウゴウ				・再設計 サイセッケイ				・財務的効果 ザイムテキ コウカ

		・自社の強み ジシャ ツヨ				・創造 ソウゾウ

		・マーケティングミックス



						　活用 カツヨウ

						ＩＴ活用力 カツヨウ リョク



						イネーブラー





ITを活用した変革の構成要素

		変革の構成要素 ヘンカク コウセイ ヨウソ		計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク		創発的変革



		【変革実行内容】 ヘンカク ジッコウ ナイヨウ		断続的な再設計や創造 ダンゾクテキ サイセッケイ ソウゾウ		継続的な改善 ケイゾク テキ カイゼン



		【事業戦略】 ジギョウ センリャク		計画的戦略（経営者によるプラン） ケイカクテキ センリャク ケイエイシャ		創発的戦略（組織により生み出されるパターン） キズ ハツ テキ センリャク ソシキ ウ ダ

				事業のポジショニングの選択 ジギョウ センタク		自社の強みの資源を生かせる方針 ジシャ ツヨ シゲン イ ホウシン

				中長期経営方針・計画 チュウチョウキ ケイエイ ホウシン ケイカク		競争優位を築ける組織能力の獲得 キョウソウ ユウイ キズ ソシキ ノウリョク カクトク



		【イネーブラー】

		価値観 カチカン		経営者が指し示すビジョン ケイエイシャ サシシメ		組織が共有する暗黙の原則 ソシキ キョウユウ アンモク ゲンソク

				将来の事業へのアプローチを示す戦略設計図 ショウライ ジギョウ シメ センリャク セッケイ ズ



		組織 ソシキ		変革実行のミッションを持った全社チーム ヘンカク ジッコウ モ ゼンシャ		自発的、自律的な分散チーム ジハツテキ ジリツテキ ブンサン

				効率的な意思決定、焦点が明確な組織 コウリツテキ イシ ケッテイ ショウテン メイカク ソシキ		外部情報認識、内部知識交流、継続的革新 ガイブ ジョウホウ ニンシキ ナイブ チシキ コウリュウ ケイゾクテキ カクシン



		人材 ジンザイ		経営者のリーダーシップ ケイエイシャ		経営者のスポンサーシップ ケイエイシャ

				経営者の意図を具現化するストラテジスト ケイエイシャ イト グゲンカ		創造力があるアナリストやアーキテクト ソウゾウ リョク

				管理能力が高いプロジェクトマネージャ カンリ ノウリョク タカ		起業家精神があるビジネスリーダー キギョウカ セイシン



		プロセス		ステップを踏んだ直列型の実行プロセス フ チョクレツ カタ ジッコウ		試行錯誤によるスパイラル型の実行プロセス シコウ サクゴ カタ ジッコウ

				プログラム・プロジェクトマネジメント		イテレーションサイクル



		IT活用力 カツヨウ リョク		価値連鎖へのITの組み込み カチ レンサ ク コ		人間系システムの高度化の促進 ニンゲン ケイ コウドカ ソクシン

				業務機能やシステム機能のモジュール化 ギョウム キノウ キノウ カ		試行錯誤を加速するイテレーション手段 シコウ サクゴ カソク シュダン

				アーキテクチャマネジメント		人間系システムとIT活用の相乗効果 ニンゲン ケイ カツヨウ ソウジョウ コウカ



		【変革の効果】 ヘンカク コウカ		顧客の評価や財務的指標の飛躍的向上 コキャク ヒョウカ ザイムテキ シヒョウ ヒヤクテキ コウジョウ		顧客の評価や財務的指標の漸進的向上 コキャク ヒョウカ ザイムテキ シヒョウ ゼンシンテキ コウジョウ







業種ｘ売上構成比

		回答企業の業種ｘ売上規模別構成割合 カイトウ キギョウ ギョウシュ ウ ア キボベツ コウセイ ワリアイ



								売上規模 キボ																合計

								１００億円未満		１００億円～３００億円未満		３００億円～６００億円未満		６００億円～１，０００億円未満		１，０００億円～３，０００億円未満		３，０００億円～６，０００億円未満		６，０００億円～１兆円未満		１兆円以上

		業種大分類		製造業		度数		33		50		33		24		42		18		8		22		230

						総和の %		6.1%		9.2%		6.1%		4.4%		7.7%		3.3%		1.5%		4.1%		42.4%

				流通業		度数		11		16		15		15		22		7		2		4		92

						総和の %		2.0%		2.9%		2.8%		2.8%		4.1%		1.3%		.4%		.7%		16.9%

				金融業		度数		11		8		1		4		10		2		3		6		45

						総和の %		2.0%		1.5%		.2%		.7%		1.8%		.4%		.6%		1.1%		8.3%

				サービス業		度数		29		27		19		8		18		7		5		7		120

						総和の %		5.3%		5.0%		3.5%		1.5%		3.3%		1.3%		.9%		1.3%		22.1%

				情報サービス業		度数		20		11		2		1		3		1		0		1		39

						総和の %		3.7%		2.0%		.4%		.2%		.6%		.2%		0.0%		.2%		7.2%

				その他		度数		5		4		2		1		1		1		1		2		17

						総和の %		.9%		.7%		.4%		.2%		.2%		.2%		.2%		.4%		3.1%

		合計				度数		109		116		72		53		96		36		19		42		543

						総和の %		20.1%		21.4%		13.3%		9.8%		17.7%		6.6%		3.5%		7.7%		100.0%

		注）業種や売上高が無回答の企業は集計に含めていない チュウ ギョウシュ ウリアゲ ダカ ム カイトウ キギョウ シュウケイ フク





戦略見直し2013

				市場と顧客 シジョウ コキャク		業界と競合 ギョウカイ キョウゴウ		自社の強み ジシャ ツヨ		マーケティングミックス				事業戦略の軸 ジギョウ センリャク ジク		見直しの必要度合 ミナオ ヒツヨウ ドアイ		見直しの実施度合 ミナオ ジッシ ドア

		見直しの必要度合 ミナオ ヒツヨウ ドアイ		4.30		4.06		4.04		3.97				市場と顧客 シジョウ コキャク		4.30		3.85

		見直しの実施度合 ミナオ ジッシ ドア		3.85		3.62		3.57		3.45				業界と競合 ギョウカイ キョウゴウ		4.06		3.62

														自社の強み ジシャ ツヨ		4.04		3.57

														マーケティングミックス		3.97		3.45



見直しの必要度合	市場と顧客	業界と競合	自社の強み	マーケティングミックス	4.3	4.0599999999999996	4.04	3.97	見直しの実施度合	市場と顧客	業界と競合	自社の強み	マーケティングミックス	3.85	3.62	3.57	3.45	

変革実行度合平均値

		変革の対象 ヘンカク タイショウ



		ビジネスモデル		3.29		2.76		2.60





		業務プロセス ギョウム		3.53		2.86		2.51





		製品・サービス セイヒン		3.55		2.88		2.73



				改善 カイゼン		再設計 サイセッケイ		創造 ソウゾウ



								変革の種類 ヘンカク シュルイ





変数の平均値

		変数 ヘンスウ		平均値 ヘイキンチ

		整備度合（価値観） セイビ ドア カチカン		3.25

		整備度合（組織） セイビ ドア ソシキ		3.49

		整備度合（人材） セイビ ドア ジンザイ		3.46

		整備度合（プロセス） セイビ ドア		3.52

		IT活用度合（製品・サービス） カツヨウ ドア セイヒン		3.04

		IT活用度合（業務プロセス） カツヨウ ドア ギョウム		3.71

		IT活用度合（ビジネスモデル） カツヨウ ドア		3.00

		効果創出度合（顧客の評価） コウカ ソウシュツ ドア コキャク ヒョウカ		3.24

		効果創出度合（財務的効果） コウカ ソウシュツ ドア ザイムテキ コウカ		3.20



整備度合（価値観）	整備度合（組織）	整備度合（人材）	整備度合（プロセス）	IT活用度合（製品・サービス）	IT活用度合（業務プロセス）	IT活用度合（ビジネスモデル）	効果創出度合（顧客の評価）	効果創出度合（財務的効果）	3.25	3.49	3.46	3.52	3.04	3.71	3	3.24	3.2	





平均値	整備度合（価値観）	整備度合（組織）	整備度合（人材）	整備度合（プロセス）	IT活用度合（製品・サービス）	IT活用度合（業務プロセス）	IT活用度合（ビジネスモデル）	効果創出度合（顧客の評価）	効果創出度合（財務的効果）	3.25	3.49	3.46	3.52	3.04	3.71	3	3.24	3.2	







変革による効果創出モデル

		事業戦略見直し ジギョウ センリャク ミナオ				変革のイネーブラー ヘンカク				価値連鎖の変革 カチ レンサ ヘンカク				変革の効果創出 ヘンカク コウカ ソウシュツ



						人間系システム ニンゲン ケイ

						・価値観 カチカン

						・組織 ソシキ

						・人材 ジンザイ

		事業戦略 ジギョウ センリャク				・プロセス				改善型変革 カイゼンガタ ヘンカク				財務的効果 ザイムテキ コウカ

		・市場と顧客 シジョウ コキャク

		・業界と競合 ギョウカイ キョウゴウ

		・自社の強み ジシャ ツヨ

		・マーケミックス

										再設計創造型変革 サイセッケイ ソウゾウ ガタ ヘンカク				顧客の評価 コキャク ヒョウカ

						IT活用力 カツヨウ チカラ

						・変革へのIT活用 ヘンカク カツヨウ









		注）矢印の太さは影響度の大きさを表す。点線の矢印は説明力がやや低いことを表す。 チュウ ヤジルシ フト エイキョウド オオ アラワ テンセン ヤジルシ セツメイリョク ヒク アラワ
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Figure 4—COBIT 5 Goals Cascade Overview
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Figure 12—COBIT 5 Enterprise Enablers
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価値創造サイクルの定義

12

サプライヤー

実用化
実用品 試作品

サービス部品 サービス部品 評価 応用仮説
の改訂 の生成 /改良 の設定

価値増幅 価値創発
サイクル サイクル

（モジュール化） フィードバック （試行錯誤）
利用状況 サービス部品 顧客との 試作品
の評価 の利用 試行 の作成

顧客

価値連鎖の中の商品・サービスの開発サイクルと提供サイクルに
知識創造サイクルを埋め込んで、

価値創発サイクルと価値増幅サイクルとして
回し続けることが価値創造サイクルである。

出所）筆者作成


商品・サービス開発供給サイクル



										サプライヤー







				生産 セイサン				納入 ノウニュウ				試作 シサク				プロトタイプ

																試用 シヨウ



						川上 カワカミ								川上 カワカミ

						サイクル								サイクル



				生産の セイサン				一時的在庫 イチジ テキ ザイコ				商品・サービスの ショウヒン				評価 ヒョウカ

				指示 シジ				配送 ハイソウ				設計 セッケイ				サンプル出荷 シュッカ









				補充 ホジュウ				商品・サービス ショウヒン				商品・サービス ショウヒン				商品・サービス ショウヒン

				発注 ハッチュウ				の提供 テイキョウ				仮説の設定 カセツ セッテイ				の試行 シコウ



						川下 カワシモ								川下 カワシモ

						サイクル								サイクル



				 需要仮説の ジュヨウ カセツ				需要仮説の ジュヨウ カセツ				マーケティング				商品・サービス ショウヒン

				設定 セッテイ				検証 ケンショウ								仮説の検証 カセツ ケンショウ







										顧客 コキャク





						商品・サービス提供サイクル ショウヒン テイキョウ								商品・サービス開発サイクル ショウヒン カイハツ















価値創造サイクル



								サプライヤー



								実用化 ジツヨウカ

						実用品 ジツヨウヒン				試作品 シサクヒン

		サービス部品 ブヒン				サービス部品 ブヒン				評価 ヒョウカ				応用仮説 オウヨウ カセツ

		の改訂				の生成 セイセイ				/改良 カイリョウ				の設定 セッテイ



				価値増幅 カチ ゾウフク								価値創発 カチ キズ ハツ

				サイクル								サイクル

				（モジュール化） カ				フィードバック				（試行錯誤） シコウ サクゴ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ				サービス部品 ブヒン				顧客との コキャク				試作品 シサクヒン

		の評価 ヒョウカ				の利用 リヨウ				試行 シコウ				の作成 サクセイ







								顧客 コキャク

































商品・サービス開発供給サイクル (セブン)

								サプライヤーによるセブンイレブン専用工場、専用倉庫の運営 コウジョウ ウンエイ

										商品供給プラットフォーム ショウヒン キョウキュウ







				生産 セイサン				納入 ノウニュウ				試作 シサク				プロトタイプ

																試用 シヨウ



						ジャストインタイム								自主開発商品 ジシュ カイハツ ショウヒン

						生産 セイサン								の試作 シサク



				生産の セイサン				一時的在庫 イチジ テキ ザイコ				商品・サービスの ショウヒン				評価 ヒョウカ

				指示 シジ				配送 ハイソウ				設計 セッケイ				サンプル出荷 シュッカ



						温度帯、納品頻度 オンド タイ ノウヒン ヒンド								マーチャンダイジング

						ごとの共同配送 キョウドウ ハイソウ								チームによる協働 キョウドウ



				補充 ホジュウ				商品・サービス ショウヒン				商品・サービス ショウヒン				商品・サービス ショウヒン

				発注 ハッチュウ				の提供 テイキョウ				仮説の設定 カセツ セッテイ				の試行 シコウ



						仮説検証型 カセツ ケンショウ カタ								自主開発商品 ジシュ カイハツ ショウヒン

						補充発注 ホジュウ ハッチュウ								の企画 キカク



				 需要仮説の ジュヨウ カセツ				需要仮説の ジュヨウ カセツ				マーケティング				商品・サービス ショウヒン

				設定 セッテイ				検証 ケンショウ								仮説の検証 カセツ ケンショウ







										顧客プラットフォーム コキャク

								フランチャイズ店による個店経営とOFCによるカウンセリング テン コ テン ケイエイ



						価値増幅サイクル カチ ゾウフク								価値創発サイクル カチ キズ ハツ















価値創造サイクル (しまむら)

						クリーンな取引慣行を貫きメーカーの商品開発力をフルに活かす トリヒキ カンコウ ツラヌ ショウヒン カイハツリョク イ

								メーカー



								商品導入 ショウヒン ドウニュウ



		店舗間移動 テンポ カン イドウ				商品の ショウヒン				評価・ ヒョウカ				仕入れ商品仮説 シイ ショウヒン カセツ

		による売り切り ウ キ				店舗への配分 テンポ ハイブン				仕入れ決定 シイ ケッテイ				の策定 サクテイ

								品切れ御免 シナ ギ ゴメン

				価値増幅 カチ ゾウフク								価値創発 カチ キズ ハツ

				サイクル								サイクル

				（コントローラー）								（バイヤー）

		販売状況 ハンバイ ジョウキョウ				店舗への テンポ				メーカーとの				メーカー提案 テイアン

		の評価 ヒョウカ				導入指示 ドウニュウ シジ				検討 ケントウ				の受け入れ ウ イ







								顧客プラットフォーム コキャク

						標準化、マニュアル化を徹底しパート要員中心に高生産性の店舗運営を実現 ヒョウジュンカ カ テッテイ ヨウイン チュウシン コウセイサン セイ テンポ ウンエイ ジツゲン































GEの変革の経緯





		計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク		ウェルチ				ウェルチ						イメルト

				事業の絞り込み ジギョウ シボ コ				グローバル化 カ						インダストリアル・インターネット

				組織のスリム化 ソシキ カ				リーダー人材育成 ジンザイ イクセイ						エコマジネーション

								サービス事業化 ジギョウ カ







		創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク				ウェルチ		ウェルチ						イメルト

						ワークアウト		シックスシグマ						イマジネーション・ブレークスル―

						ベストプラクティス								イノベーションによる内部成長 ナイブ セイチョウ



						非IT駆動 ヒ クドウ								IT駆動 クドウ







GE



グーグルの変革の経緯





						戦略的な新分野への進出 センリャク テキ シン ブンヤ シンシュツ						革新的な事業の創造 カクシンテキ ジギョウ ソウゾウ

						クローム（ブラウザ）								クラウドコンピューティング

		計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク				オフィススイート製品 セイヒン						アドセンス

						CPM広告 コウコク						CTR入札広告 ニュウサツ コウコク

												検索サービス ケンサク









		創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク				検索品質の改善 ケンサク ヒンシツ カイゼン						ページランク

						広告品質の改善 コウコク ヒンシツ カイゼン						機械翻訳　広告品質スコア キカイ ホンヤク コウコク ヒンシツ

														ファイルシステム

														データセンター　　　　Gメール

						継続的改善 ケイゾクテキ カイゼン						IT駆動による新技術の創発 クドウ シンギジュツ キズ ハツ



						非IT駆動 ヒ クドウ						IT駆動 クドウ







GE



価値創造サイクルのためのIT活用 

												サプライヤーとの協働のプラットフォーム形成 キョウドウ ケイセイ

						オープン調達 チョウタツ				供給協働ネットワーク キョウキュウ キョウドウ				チームマーチャンダイジング				オープンイノベーション

				拡張 カクチョウ																シーズ

												実用化 ジツヨウカ								探索 タンサク

										実用品 ジツヨウヒン				試作品 シサクヒン

		仮説検証 カセツ ケンショウ				サービス部品 ブヒン				サービス部品 ブヒン				評価 ヒョウカ				応用仮説 オウヨウ カセツ				イテレーション

		の手段 シュダン				の改訂				の生成 セイセイ				/改良 カイリョウ				の設定 セッテイ				の手段 シュダン

		モジュール化 カ										・製品・サービス  セイヒン						・技術　　　　　　 ギジュツ

		の手段 シュダン						価値増幅 カチ ゾウフク				・業務プロセス ギョウム				価値創発 カチ キズ ハツ		・モデル　　　　

								サイクル				・ビジネスモデル				サイクル		・方法　　　　　 ホウホウ

								（仮説検証） カセツ ケンショウ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

				変革実行 ヘンカク ジッコウ		利用状況 リヨウ ジョウキョウ				サービス部品 ブヒン				顧客との コキャク				試作品 シサクヒン		変革実行 ヘンカク ジッコウ

						の評価 ヒョウカ				の利用 リヨウ				試行 シコウ				の作成 サクセイ







												顧客との共創のプラットフォーム形成 コキャク トモ キズ ケイセイ

						顧客維持 コキャク イジ				顧客経験 コキャク ケイケン				顧客理解 コキャク リカイ				顧客参加 コキャク サンカ

				拡張 カクチョウ																ニーズ

																				発掘 ハックツ



		戦略駆動型変革におけるIT活用 センリャク クドウガタ ヘンカク カツヨウ

		事業戦略の見直しによる戦略駆動の動機によって、顧客プラットフォームの拡張（市場や顧客の見直し）、価値供給プラットフォームの拡張（競合や自社の強みの見直し）、 ジギョウ センリャク ミ ナオ センリャク クドウ ドウキ コキャク カクチョウ シジョウ コキャク ミナオ カチ キョウキュウ カクチョウ キョウゴウ ジシャ ツヨ ミナオ

		価値増幅サイクルの改善（マーケティングミックスの見直し）が行われ、そのためにモジュール化サイクルにITが活用される。 カチ ゾウフク カイゼン ミナオ オコナ カ カツヨウ

		IT駆動型変革におけるIT活用 クドウ ガタ ヘンカク カツヨウ

		IT駆動の動機によって、新たなシーズの探索や新たなニーズの発掘が行われ、価値創発サイクルを駆動するためのイテレーションサイクルにITが活用される。 クドウ ドウキ アラ タンサク アラ ハックツ オコナ カチ ツク ハツ クドウ カツヨウ

		イテレーションサイクルによって、製品デジタルモックアップ、サービスプロトタイプ、プロセスプロトタイプ、ビジネスプロトタイプなどの試作品が作成される。 セイヒン シサクヒン サクセイ

		イテレーションによって生み出された試作品は、製品・サービス、業務プロセス、ビジネスモデルとして実用化される。 ウ ダ シサクヒン セイヒン ギョウム ジツヨウカ

		実用化とは、一般化、標準化、構造化等によって、試作品を安定的に繰り返し生産可能な実用品にすることである。 ジツヨウカ イッパンカ ヒョウジュンカ コウゾウカ トウ シサクヒン アンテイ テキ ク カエ セイサン カノウ ジツヨウヒン

		実用化された成果物は、モジュール化サイクルによって価値増幅サイクルの中に組み入れられる。 ジツヨウカ セイカ ブツ カ カチ ゾウフク ナカ ク イ







価値創造サイクルのイネーブラー

		企業 キギョウ				セブン・イレブン		しまむら		ウェルズファーゴ		GE		グーグル

		業種 ギョウシュ				コンビニエンスストア		日用衣料品小売業 ニチヨウ イリョウヒン コウリギョウ		金融機関 キンユウ キカン		製造業 セイゾウギョウ		情報サービス業 ジョウホウ ギョウ

		価値観 カチカン		戦略設計図 センリャク セッケイズ		・「近くて便利」な生活総合サービス チカ ベンリ セイカツ ソウゴウ		・問屋を内包した集荷型衣料小売業 トンヤ ナイホウ シュウカ カタ イリョウ コウリギョウ		・ひとつのウェルズファーゴ		・イノベーションによる内部成長 ナイブ セイチョウ		クラウドサービスに繋がる企業ビジョン ツナ キギョウ

				ストレッチ目標 モクヒョウ		・「フレンドリー、クリンリネス、品質、 ヒンシツ		デフレが続く中で価格を下げ続ける ツヅ ナカ カカク サ ツヅ		・それぞれの顧客の資産の100％を獲得する コキャク シサン カクトク		・イマジネーション・ブレークスルー		20％ルールによる全員参加による未来創造 ゼンイン サンカ ミライ ソウゾウ

						欠品の無い品揃え」



		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		・個店経営のフランチャイズ店舗網と コ テン ケイエイ テンポモウ		・本社コントローラーによる店舗運営集中管理 ホンシャ テンポ ウンエイ シュウチュウ カンリ		・サービス利用部門である事業部門による リヨウ ブモン ジギョウ ブモン		・事業部門による革新的製品の開発 ジギョウ ブモン カクシンテキ セイヒン カイハツ		・既存の検索サービス、広告サービスの改良 キゾン ケンサク コウコク カイリョウ

		組織（場） ソシキ バ				OFCによる支援		・1品でも配送できる自前の高効率な物流網 ピン ハイソウ ジマエ タカ コウリツ ブツリュウ モウ		共通機能の共同利用 キョウツウ キノウ キョウドウ リヨウ				・水玉模様に覆われた巨大なシーツのような ミズタマ モヨウ オオ キョダイ

						・ベンダーによるセブン専用の商品供給網 センヨウ ショウヒン キョウキュウ モウ								小さなチームからなる平らな組織構造 チイ タイ ソシキ コウゾウ



				価値創発サイクル カチ ツク ハツ		・サプライヤーとのチームマーチャンダイジング		・多くのメーカーの商品開発力・提案力を活かす オオ ショウヒン カイハツ リョク テイアン リョク イ		・サービス提供部門であるIT部門による テイキョウ ブモン ブモン		・研究所による新中核技術の開発 ケンキュウショ シン チュウカク ギジュツ カイハツ		・何でもありの創造活動 ナン ソウゾウ カツドウ

						・「理念、目標,、顧客、情報、システム、成果」を		バイヤーによる公正な取引慣行による仕入れ コウセイ トリヒキ カンコウ シイ		新たな共通機能の開発 アラ		・事業部門研究者との協働と交流 ジギョウ ブモン ケンキュウシャ キョウドウ コウリュウ		・新規サービス開発プロジェクト シンキ カイハツ

						共有した同社とサプライヤーの商品開発協働チーム ドウ シャ ショウヒン カイハツ キョウドウ						・外部企業や顧客と連携した開発 ガイブ キギョウ コキャク レンケイ カイハツ



				アウトプット		・「味、値ごろ感、新しさ」を提供する自主開発商品 アジ ネ カン アタラ テイキョウ		・多品種、多アイテム、少量品揃えの商品鮮度 タヒンシュ タ ショウリョウ シナゾロ ショウヒン センド		・全商品で統合された顧客サービスプロセス ゼンショウヒン トウゴウ コキャク		・エコマジネーション		・新たな広告モデル シン コウコク

						・1年に7割の商品を入れ替え ネン ワリ ショウヒン イ カ						・インダストリアル・インターネット		・クラウドサービスや新ブラウザの創造 シン



		他のイネーブラー タ		人材 ジンザイ		・売り場担当者への発注権限委譲と能力向上 ウ バ タントウシャ ハッチュウ ケンゲン イジョウ ノウリョク コウジョウ		・パート中心で構成される意欲の高い店舗要員 チュウシン コウセイ イヨク タカ テンポ ヨウイン		・ビジネスの立場で事業部門と協力できる タチバ ジギョウ ブモン キョウリョク		・起業家精神にあふれ進んでリスクが キギョウカ セイシン スス		・知性、野心、グーグルらしさを持つ人材 チセイ ヤシン モ ジンザイ

						・サプライヤーの専門家をプロデュースする社員 センモンカ シャイン		・社員は高速配属転換でゼネラリストとして育成 シャイン コウソク ハイゾク テンカン イクセイ		アーキテクト		取れるグロース・リーダーの育成 ト イクセイ		・APMによるエンジニアを尊重したチーム運営 ソンチョウ ウンエイ



				プロセス		・売り場担当者による仮説検証型発注プロセス ウ バ タントウシャ カセツ ケンショウ カタ ハッチュウ		・見える化による特定の社員に依存しない業務 トクテイ シャイン イゾン ギョウム		・共通機能の提供と利用を統制するための キョウツウ キノウ テイキョウ リヨウ トウセイ		・社員が共通の目標に向かって シャイン キョウツウ モクヒョウ ム		・データから学習するサービス改良プロセス ガクシュウ カイリョウ

						・納品頻度別・温度帯別の共同配送プロセス ノウヒン ヒンド ベツ オンド タイ ベツ キョウドウ ハイソウ		・店舗の標準化、オペレーションのマニュアル化 テンポ ヒョウジュン カ カ		サービス・ガバナンスのプロセス		協力できるプロセス キョウリョク		・OKRによる社員の目標挑戦意欲の向上と シャイン モクヒョウ チョウセン イヨク コウジョウ

						・標準化された新商品開発プロセス ヒョウジュンカ シンショウヒン カイハツ								活動成果の透明化のプロセス トウメイカ



				ＩＴ活用 カツヨウ		・発注精度を高める需要予測支援情報 ハッチュウ セイド タカ ジュヨウ ヨソク シエン ジョウホウ		・いち早く商品単品管理を実現 ハヤ ショウヒン タンピン カンリ ジツゲン		・SOA手法を適用したモジュール化の実現 シュホウ テキヨウ カ ジツゲン		・製品に埋め込まれたセンサーの セイヒン ウ コ		・世界中の情報の写しを格納できるサーバー セカイ ジュウ ジョウホウ ウツ カクノウ

						・商品仮説を引き出す店頭起点の売れ行き情報 ショウヒン カセツ ヒ ダ テントウ キテン ウ ユ ジョウホウ		・店舗運営指示の集中コントロールシステム テンポ ウンエイ シジ シュウチュウ				稼動状況データを顧客サービスに利用 カドウ ジョウキョウ コキャク リヨウ		・機械が自ら学習を繰り返すシステム キカイ ミズカ ガクシュウ ク カエ







企業の情報観としての価値創造サイクル

		戦略・変革のタイプ センリャク ヘンカク				変革の ヘンカク		知識創造サイクルの価値連鎖への埋め込み チシキ ソウゾウ カチ レンサ ウ コ								価値創造のモデル カチ ソウゾウ				企業の本質 キギョウ ホンシツ

						イネーブラー





								顧客 コキャク





				創発的かつ ツク ハツ テキ				製品・サービス セイヒン				製品・サービス セイヒン				価値連鎖 カチ レンサ				【物理観】 ブツリ カン

				計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク				開発サイクル カイハツ				提供サイクル テイキョウ				（バリューチェーン）





						人材 ジンザイ		価値創発 カチ ツク ハツ				価値増幅 カチ ゾウフク				価値創造サイクル カチ ソウゾウ				【情報観】 ジョウホウ カン

						プロセス		サイクル				サイクル				（知識・情報活用） チシキ ジョウホウ カツヨウ

						IT		（イテレーション）				（モジュール化） カ



						組織（場） ソシキ バ		組織ルーティン化 ソシキ カ

										知識創造 チシキ ソウゾウ						知識創造サイクル チシキ ソウゾウ				【エネルギー観】 カン

										サイクル						（SECIモデル）



						価値観 カチカン

		計画的かつ ケイカクテキ						戦略設計図 センリャク セッケイズ		価値創造 カチ ソウゾウ						経営者の価値統治 ケイエイシャ カチ トウチ

		創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク						ストレッチ戦略 センリャク		マネジメント						（コアコンピタンス）











価値創造サイクル (詳細)

												価値供給プラットフォーム カチ キョウキュウ

												（ITを活用したプラットフォーム形成） カツヨウ ケイセイ

						オープン調達 チョウタツ				供給協働ネットワーク キョウキュウ キョウドウ				チームマーチャンダイジング				オープンイノベーション







						生産 セイサン				納入 ノウニュウ				試作 シサク				プロトタイプ

																		試用 シヨウ



								価値供給 カチ キョウキュウ								供給試行錯誤 キョウキュウ シコウ サクゴ

								サイクル								サイクル



						生産の セイサン				一時的在庫 イチジ テキ ザイコ				サービスの				評価 ヒョウカ

		ITを活用した カツヨウ				指示 シジ				配送 ハイソウ				設計 セッケイ				サンプル出荷 シュッカ				ITを活用した カツヨウ

		モジュール化 カ																				イテレーション

		サイクル																				サイクル





						補充 ホジュウ				サービス				サービス仮説の カセツ				サービス

						発注 ハッチュウ				の提供 テイキョウ				設定 セッテイ				の試行 シコウ



								価値提供 カチ テイキョウ								提供試行錯誤 テイキョウ シコウ サクゴ

								サイクル								サイクル



						 需要仮説の ジュヨウ カセツ				需要仮説の ジュヨウ カセツ				マーケティング				サービス仮説の カセツ

						設定 セッテイ				検証 ケンショウ								検証 ケンショウ







						顧客維持 コキャク イジ				顧客経験 コキャク ケイケン				顧客理解 コキャク リカイ				顧客参加 コキャク サンカ

												顧客プラットフォーム コキャク

												（ITを活用したプラットフォーム形成） カツヨウ ケイセイ



								価値の増幅 カチ ゾウフク								価値の創発 カチ ツク ハツ



		価値創造サイクルは、価値の創発（新サービスの開発）と価値の増幅（仮説検証型のサービス提供）から成る。 カチ ソウゾウ カチ ツク ハツ シン カイハツ カチ ゾウフク カセツ ケンショウ カタ テイキョウ ナ

		これらのサイクルは、ITを活用する場合も活用しない場合もある。 カツヨウ バアイ カツヨウ バアイ

		価値の創発を駆動するためのイテレーション、価値の増幅を改善し続けるためのモジュール化、価値提供プラットフォームや顧客プラットフォームの形成 カチ ツク ハツ クドウ カチ ゾウフク カイゼン ツヅ カ カチ テイキョウ コキャク ケイセイ

		のためにITを活用することができる。 カツヨウ
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デジタル化によって価値創造サイクルを駆動する

試行錯誤のためのイテレーション、仮説検証のための情報活用、サービス

機能のモジュール化、顧客との共創のプラットフォーム形成、サプライヤー

との協働のプラットフォーム形成によって、デジタル化は価値創造サイクル

を駆動する。

13

出所）筆者作成

サプライヤーとの協働のプラットフォーム形成
オープン調達 供給協働ネットワーク チームマーチャンダイジング オープンイノベーション

拡張 シーズ
実用化 探索

実用品 試作品
仮説検証 サービス部品 サービス部品 評価 応用仮説 イテレーション
の手段 の改訂 の生成 /改良 の設定 の手段

モジュール化 ・製品・サービス ・技術　　　　　　
の手段 価値増幅 ・業務プロセス 価値創発 ・モデル　　　　

サイクル ・ビジネスモデル サイクル ・方法　　　　　
（モジュール化） （試行錯誤）

変革実行 利用状況 サービス部品 顧客との 試作品 変革実行
の評価 の利用 試行 の作成

フィードバック
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価値創造サイクルによる持続的成長

										実空間におけるイネーブラー ジツ クウカン

										（人間系システム） ニンゲン ケイ



												ブリッジ機能 キノウ



										価値増幅の場 カチ ゾウフク バ				価値創発の場 カチ キズ ハツ バ





														駆動 クドウ



		価値観 カチカン								価値創造サイクル カチ ソウゾウ								効果の創出 コウカ ソウシュツ

		（長期の戦略） チョウキ センリャク				方向づけ ホウコウ				（価値連鎖の持続的変革） カチ レンサ ジゾクテキ ヘンカク



		戦略設計図 センリャク セッケイズ								価値増幅サイクル カチ ゾウフク		実用化 ジツヨウカ		価値創発サイクル カチ キズ ハツ				財務：持続的成長 ザイム ジゾクテキ セイチョウ

		（新産業の姿） シン サンギョウ スガタ

																		顧客：顧客にとっての価値創造 コキャク コキャク カチ ソウゾウ

		ストレッチ戦略 センリャク

		（そのための										フィード						プロセス：品質・生産性・スピード ヒンシツ セイサン セイ

		コアコンピタンス）				合意形成 ゴウイ ケイセイ				商品・サービス ショウヒン		バック		商品・サービス ショウヒン

										提供サイクル テイキョウ				開発サイクル カイハツ				学習：知識創造 ガクシュウ チシキ ソウゾウ





														駆動 クドウ



										デジタル空間におけるイネーブラー クウカン

										（IT活用力） カツヨウ リョク



										サプライヤーとの協働のプラットフォーム キョウドウ



										モジュール化 カ				イテレーション



										顧客との価値共創のプラットフォーム コキャク カチ トモ キズ









価値創造サイクルを駆動するIT活用 



														サプライヤーとの協働のプラットフォーム形成 キョウドウ ケイセイ

								オープン調達 チョウタツ				供給協働ネットワーク キョウキュウ キョウドウ				チームマーチャンダイジング				オープンイノベーション

						拡張 カクチョウ																シーズ

														実用化 ジツヨウカ								探索 タンサク

												実用品 ジツヨウヒン				試作品 シサクヒン

				仮説検証 カセツ ケンショウ				サービス部品 ブヒン				サービス部品 ブヒン				評価 ヒョウカ				応用仮説 オウヨウ カセツ				イテレーション

				の手段 シュダン				の改訂				の生成 セイセイ				/改良 カイリョウ				の設定 セッテイ				の手段 シュダン

				モジュール化 カ										・製品・サービス  セイヒン						・技術　　　　　　 ギジュツ

				の手段 シュダン						価値増幅 カチ ゾウフク				・業務プロセス ギョウム				価値創発 カチ キズ ハツ		・モデル　　　　

										サイクル				・ビジネスモデル				サイクル		・方法　　　　　 ホウホウ

										（モジュール化） カ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

						変革実行 ヘンカク ジッコウ		利用状況 リヨウ ジョウキョウ				サービス部品 ブヒン				顧客との コキャク				試作品 シサクヒン		変革実行 ヘンカク ジッコウ

								の評価 ヒョウカ				の利用 リヨウ				試行 シコウ				の作成 サクセイ

														フィードバック





														顧客との共創のプラットフォーム形成 コキャク トモ キズ ケイセイ

								顧客維持 コキャク イジ				顧客経験 コキャク ケイケン				顧客理解 コキャク リカイ				顧客参加 コキャク サンカ

						拡張 カクチョウ																ニーズ

																						発掘 ハックツ
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デジタルガバナンス全体構造 (2)

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション						エコシステムのM

										ナレッジ						情報の有効活用のM ジョウホウ ユウコウ カツヨウ

										組織 ソシキ						能力開発と組織設計のM ノウリョク カイハツ ソシキ セッケイ

										人材 ジンザイ



		計画策定と実行のM ケイカク サクテイ ジッコウ										駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





		投資と財務のM トウシ ザイム						デリバリと				駆動 クドウ				リスク、コントロール、

								オペのM								サイバーセキュリティのM

								アーキテクチャマネジメント

		赤い字は アカ ジ						（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

		デジタルレディネスアセスメント								インテリジェンス

		７つの組織行動マネジメント ソシキ コウドウ								プロセス

		との対応関係（出所IVI) タイオウ カンケイ シュッショ								データ

										サービス基盤 キバン







DRA組織行動リスト









		マネジメント領域 リョウイキ		デジタル変革のための組織行動（Organizational Behavior) ヘンカク ソシキ コウドウ		デジタルガバナンス構成要素との対応 コウセイ ヨウソ タイオウ		クリティカル・ケイパビリティ

		計画策定と実行の ケイカク サクテイ ジッコウ		ビジネスに沿ったデジタル戦略 ソ センリャク		バリューガバナンス（戦略設計図） センリャク セッケイズ		EAM		SP

		マネジメント		従来の機能的でサイロ型プロセスの形を超えたITマネジメント ジュウライ キノウテキ ガタ カタチ コ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		ODP		SP		BP		REM

				デジタル変革の実現能力に対する組織全体の信頼 ヘンカク ジツゲン ノウリョク タイ ソシキ ゼンタイ シンライ		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		REM		CFP		DSM		SD

				新しいビジネス実践力を支える革新的な製品・サービス アタラ ジッセン リョク ササ カクシンテキ セイヒン		価値創発サイクル カチ ソウハツ		IM		SP		RDE		DBM

				なめらかな顧客経験 コキャク ケイケン		価値創発サイクル（人間中心設計） カチ ソウハツ ニンゲン チュウシン セッケイ		DCX		UED		SD

				デジタル顧客エンゲージメント コキャク		価値創発サイクル（人間中心設計） カチ ソウハツ ニンゲン チュウシン セッケイ		DCX		UED

				顧客のオンライン上の活動の分析 コキャク ウエ カツドウ ブンセキ		価値増幅サイクル（データ駆動型） カチ ゾウフク クドウガタ		EIM		DMK

		エコシステムの		エコシステムの実践活用力 ジッセン カツヨウ リョク		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SRC		SUM		REM		DSM

		マネジメント		エコシステムの参加者間での調整の促進 サンカシャ カン チョウセイ ソクシン		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SUM		REM

				迅速なソーシング ジンソク		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SRC		BPM

				ベンダーや顧客の知識ベースを活用しイノベーションを起こす コキャク チシキ カツヨウ オ		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SUM		RDE

		デリバリと		迅速なビジネス運営と、高速なイノベーションサイクル ジンソク ウンエイ コウソク		価値創発サイクル・価値増幅サイクル カチ ソウハツ カチ ゾウフク		RDI		SD		PPM

		オペレーションの		連携型、統合型の作業形態（水平分業と垂直統合） レンケイガタ トウゴウガタ サギョウ ケイタイ スイヘイ ブンギョウ スイチョク トウゴウ		価値創発サイクル・価値増幅サイクル カチ ソウハツ カチ ゾウフク		SD		UED		UTM		SPM

		マネジメント		ビジネスの要望に柔軟に対応できるデジタル基盤 ヨウボウ ジュウナン タイオウ キバン		アーキテクチャマネジメント（IT基盤） キバン		EAM		SAI		TIM

				APIによるスムーズな接続性 セツゾクセイ		アーキテクチャマネジメント（SOA）		EAM		SRP		TIM

				カスタマージャーニーやユーザエクスペリエンス主導 シュドウ		価値創発サイクル（人間中心設計) カチ ソウハツ ニンゲンチュウシンセッケイ		DCX		UED		SD		UTM

				革新的な製品やソリューションによる実験 カクシンテキ セイヒン ジッケン		価値創発サイクル（プロトタイピング） カチ ソウハツ		RDI		RDE		SD

				革新的なデジタル製品の設計 カクシンテキ セイヒン セッケイ		価値創発サイクル（デザイン思考） カチ ソウハツ シコウ		RDI		SPM		RDE		IM

				DevOps、継続的な開発 ケイゾクテキ カイハツ		ブリッジプロセス（DevOps）		RDI		SD		SRP		TIM

				デジタルソリューションで合理化された製品提供 ゴウリカ セイヒン テイキョウ		ブリッジプロセス（製品） セイヒン		SPM		RDE		BPM

				新たなビジネスモデルによりデジタル化に向けて製品を改修 アラ カ ム セイヒン カイシュウ		ブリッジプロセス（ビジネスモデル）		DBM		SPM		SP		EAM

				オンラインとその他のチャネルによる製品販売 タ セイヒン ハンバイ		ブリッジ・価値増幅サイクル（顧客サービス） カチ ゾウフク コキャク		DCX		DMK

				デジタル顧客向けのセルフサービス コキャク ム		ブリッジ・価値増幅サイクル（顧客サービス） カチ ゾウフク コキャク		DCS

		能力開発と ノウリョク カイハツ		必要なデジタルスキルの幅の理解 ヒツヨウ ハバ リカイ		ケイパビリティマネジメント（人材） ジンザイ		PAM

		組織設計の		リーダーと従業員の間のスキル格差への迅速な対応 ジュウギョウイン アイダ カクサ ジンソク タイオウ		ケイパビリティマネジメント（人材） ジンザイ		PAM		ITG

		マネジメント		デジタル化支援における仕事のサイクルの管理 カ シエン シゴト カンリ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		PAM

				組織全体に渡る業績管理の整備 ソシキ ゼンタイ ワタ ギョウセキ カンリ セイビ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		PAM

				デジタル変革の目標達成にむけた組織変革の実行 ヘンカク モクヒョウ タッセイ ソシキ ヘンカク ジッコウ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		ODP		BPM

		投資と財務の トウシ ザイム		ITサービス、アプリ、イノベーションに対する持続的な資金獲得 タイ ジゾク テキ シキン カクトク		バリューガバナンス（資金調達） シキン チョウタツ		FF		AA		BOP

		マネジメント		ITプログラムのバランスのとれた投資ポートフォリオ トウシ		バリューガバナンス（ポートフォリオ管理） カンリ		PPP		PM

				IT投資に関する有効なガバナンス トウシ カン ユウコウ		バリューガバナンス（ステージゲート管理）		PPP		PM		BAR

				ITコストの有効なコントロール ユウコウ		バリューガバナンス（コスト管理） カンリ		TCO		BGM		BOP

		情報の有効活用の ジョウホウ ユウコウ カツヨウ		運用、顧客、パートナーに関する情報の利用 ウンヨウ コキャク カン ジョウホウ リヨウ		アーキテクチャマネジメント（データ）		EIM		KAM

		マネジメント		組織の全レベルでデータ指向の意思決定を採用 ソシキ ゼン シコウ イシ ケッテイ サイヨウ		価値増幅サイクル（データ駆動型） カチ ゾウフク クドウガタ		EIM

				先進的なビジネスアナリティクスの実践活用力とスキルセット センシンテキ ジッセン カツヨウ リョク		価値創発サイクル（データ駆動型） カチ ソウハツ クドウ ガタ		EIM		KAM		EAM

				顧客活動を360度見渡せる広範囲なデータエコシステム コキャク カツドウ ド ミワタ コウハンイ		アーキテクチャマネジメント（データ）		EIM		DMK

		リスク、		デジタルリスクの有効な管理 ユウコウ カンリ		リスクマネジメント		RM

		コントロール、		デジタル技術によるリスクへの精通と管理 ギジュツ セイツウ カンリ		リスクマネジメント		RM

		サイバーセキュリティ		有効な事業継承計画（BCP) ユウコウ ジギョウ ケイショウ ケイカク		リスクマネジメント（BCP)		ISM		TIM

		のマネジメント		ITリソースに関するガバナンスの指示、監視、評価の実践 カン シジ カンシ ヒョウカ ジッセン		バリューガバナンス（EDM)		ITG

				データアクセス、セキュリティ、コンプライアンスの有効な実行 ユウコウ ジッコウ		リスクマネジメント（セキュリティ）		PDP		ISM

				安全なデータ共有 アンゼン キョウユウ		リスクマネジメント・データガバナンス		PDP		ISM



デジタルレディネスの評価





整備すべきマネジメントの特定





参照するケイパビリティ







IT-CMFクリティカルケイパビリティ









		マクロケイパビリティ		クリティカル・ケイパビリティ				デジタルガバナンス構成要素との対応 コウセイ ヨウソ タイオウ		適用する方法の例 テキヨウ ホウホウ レイ

		ビジネスのように		AA		ITコストの課金と配賦 カキン ハイフ		バリューガバナンス		ユニットコスト、ABC

		ITをマネージする		BP		ビジネスプランニング		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		BABOK

				BPM		ビジネスプロセスマネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		BPM、UML、DEMO

				CFP		キャパシティの予測とプランニング ヨソク		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		ITIL（キャパシティ管理） カンリ

				DSM		サービスの需要と供給のマネジメント ジュヨウ キョウキュウ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		ITIL(需要管理）デマンド/サプライM ジュヨウ カンリ

				EIM		企業の情報資産のマネジメント キギョウ ジョウホウ シサン		データガバナンス		DMBOK

				GIT		グリーンIT		（アーキテクチャマネジメント）		グリーンIT　ISO JTC1/SC39

				IM		イノベーションマネジメント		価値創発サイクル カチ ソウハツ		デザイン思考、ステージゲート シコウ

				ITG		ITのリーダーシップとガバナンス		バリューガバナンス・ブリッジプロセス		COBIT(EDM、APO)、ISO35000

				ODP		組織のデザインとプランニング ソシキ		ケイパビリティマネジメント		組織IQ、高業績チーム、場の設定 ソシキ コウ ギョウセキ バ セッテイ

				RM		リスクマネジメント		リスクマネジメント		RISKIT、ISO/IEC27001,27002

				SAI		サービスのアナリティクスとインテリジェンス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		CRISP-DM、ディープラーニング

				SRC		ソーシング		ブリッジプロセス		ITIL（サービスレベル管理） カンリ

				SP		戦略的プランニング センリャクテキ		バリューガバナンス		戦略設計図、IT戦略マップ センリャク セッケイズ センリャク

		IT予算を ヨサン		DGM		予算マネジメント ヨサン		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（財務管理） ザイム カンリ

		マネージする		BOP		予算の監理とパフォーマンス分析 ヨサン カンリ ブンセキ		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（財務管理） ザイム カンリ

				FF		ファンディングとファイナンス		バリューガバナンス		VALIT

				PPP		ポートフォリオプランニングと優先順位付け ユウセン ジュンイ ツ		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（ポートフォリオ管理） カンリ

		ITケイパビリティを		CAM		ケイパビリティ・アセスメントのマネジメント		ケイパビリティマネジメント		IT-CMF

		マネージする		EAM		エンタプライズ・アーキテクチャのマネジメント		アーキテクチャマネジメント		EA、TOGAF

				ISM		情報セキュリティのマネジメント ジョウホウ		リスクマネジメント		ISMS、ISO/IEC27001,27002

				KAM		ナレッジ資産のマネジメント シサン		ケイパビリティマネジメント		SECI

				PAM		人的資産のマネジメント ジンテキ シサン		ケイパビリティマネジメント		MOT、UISS、iCD

				PPM		プログラム・プロジェクト・マネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		PPM、PMBOK

				REM		リレーションシップのマネジメント		ケイパビリティマネジメント		ITIL、オープンイノベーション

				RDE		研究開発とエンジニアリング ケンキュウ カイハツ		価値創発サイクル カチ ソウハツ		WANT-FIND-GET-MANAGE

				SRP		サービスの準備 ジュンビ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンス、SOA/ API

				SD		ソリューションの提供 テイキョウ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンス、DevOps

				SUM		サプライヤーのマネジメント		ブリッジプロセス		ITIL（サプライヤー管理） カンリ

				TIM		テクニカルインフラストラクチャのマネジメント		アーキテクチャマネジメント		EA、クラウドコンピューティング

				UED		ユーザーエクスペリエンスの設計 セッケイ		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ISO13407、人間中心設計 ニンゲン チュウシン セッケイ

				UTM		ユーザートレーニングのマネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		チェンジマネジメント、DMAICC

		ITによるビジネス		BAM		ベネフィットの評価と実現 ヒョウカ ジツゲン		バリューガバナンス		VALIT、BSC

		価値をマネージする		PM		ポートフォリオ・マネジメント		バリューガバナンス		VALIT、ポートフォリオ理論 リロン

				TCO		TCO（トータルコストオブオーナーシップ）		バリューガバナンス		VALIT、TCO

		デジタル化に対する カ タイ		DBM		デジタルビジネスモデル		価値創発サイクル・ブリッジプロセス カチ ソウハツ		ビジネスモデルキャンバス

		拡張された		DCE		デジタルカスタマーエクスペリエンス		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		顧客価値共創、コクリエーション コキャク カチ キョウソウ

		マネジメント		DM		デジタルマーケティング		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		データ駆動型学習 クドウガタ ガクシュウ

				DCS		デジタルカスタマーサービス		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		セルフサービス化、オムニチャネル カ

				RDI		ラピッドデジタルイノベーション		価値創発サイクル カチ ソウハツ		デジタルプロトタイピング

				SPD		サービスとプロダクトの開発 カイハツ		価値創発サイクル・ブリッジプロセス カチ ソウハツ		デザイン思考、ステージゲート シコウ

										黒字は組織運営のしくみ、システム クロジ ソシキ ウンエイ

										赤字は提供者に必要なスキル・手法 アカジ テイキョウシャ ヒツヨウ シュホウ



参照するケイパビリティ





整備すべきマネジメント





実践のための手法の選択







デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタルガバナンス知識体系

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、ITコスト管理 トウシ カンリ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP





デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なサービス部品を組み合わせて タヨウ ブヒン ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								独自のブランド価値を生み出す ドクジ カチ ウ ダ

								【デジタルサービス業】 ギョウ

								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の技術をブラックボックスとして ドクジ ギジュツ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス部品化し ブヒン カ

								専用の機能部品を供給 センヨウ キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ

												【デジタルサービス業】

								【デジタルソリューション】				【デジタルソリューション】





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分業 スイヘイ ブンギョウ



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





新産業像のタイプ

		ビジネス構成要素 コウセイ ヨウソ				技術ドリブン ギジュツ				顧客ドリブン コキャク				システムドリブン



						広くインターフェース ヒロ				顧客に最高のもてなし コキャク サイコウ				顧客サービスを統合し コキャク トウゴウ

						を公開する コウカイ				を提供する テイキョウ				オンリーワンの価値を提供する カチ テイキョウ







						技術を活かせる ギジュツ イ				趣向を凝らして シュコウ コ				独自にデザインした仕組みによって ドクジ シク

						システムを整備する セイビ				環境を整える カンキョウ トトノ				顧客サービスと技術を統合する コキャク ギジュツ トウゴウ







						独自の得意な技術を磨く ドクジ トクイ ギジュツ ミガ				あらゆる技術を ギジュツ				自社のために専用の技術 ジシャ センヨウ ギジュツ

										結集する ケッシュウ				を統合する トウゴウ





		ストレッチ戦略 センリャク				価値創発サイクルが主導 カチ ソウハツ シュドウ				価値増幅サイクルが主導 カチ ゾウフク シュドウ				ブリッジプロセスが主導 シュドウ

						プラットフォームを掌握する ショウアク				エコシステムを形成する ケイセイ				ブランド価値を生み出す カチ ウ ダ



		対象となる企業 タイショウ キギョウ				水平分業型部品提供 スイヘイ ブンギョウ ガタ ブヒン テイキョウ				水平分業型顧客価値形成 スイヘイ ブンギョウガタ コキャク カチ ケイセイ				垂直統合型顧客価値形成 スイチョク トウゴウガタ コキャク カチ ケイセイ

		事例 ジレイ				グーグル				アマゾン				アップル



カスタマー
（顧客）

システム
（仕組み）

テクノロジー
（技術）



投資ポートフォリオ

										ハードル		資金調達方法 シキン チョウタツ ホウホウ

										レート

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ		低い ヒク



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ						高い タカ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE

内部資金

外部資金



ステージゲート管理 

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







外部連携の選択肢 

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ駆動型創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														問題設定 モンダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







価値創発サイクルのタイプ別構成

		価値創発サイクル カチ ソウハツ				顧客の理解 コキャク リカイ				問題設定 モンダイ セッテイ				発散仮説 ハッサン カセツ				試行仮説 シコウ カセツ				収束仮説 シュウソク カセツ				実用化へ ジツヨウカ



		デザイン思考 シコウ				顧客の理解と共感 コキャク リカイ キョウカン				問題定義 モンダイ テイギ				試行錯誤の繰り返しによる精緻化 シコウ サクゴ ク カエ セイチ カ												次のアクション選択 ツギ センタク

						・体験/観察/インタビュー タイケン カンサツ				・ターゲット顧客 コキャク				アイデア化 カ				プロトタイプ				テスト				・改善/問題変更/終了 カイゼン モンダイ ヘンコウ シュウリョウ

						・顧客理解マップ コキャク リカイ				・ニーズ/条件/将来性 ジョウケン ショウライ セイ				・提供価値のキャンバス テイキョウ カチ				・機能/デザイン/UX キノウ				・顧客による評価表 コキャク ヒョウカ ヒョウ



		モノの製品の試作 セイヒン シサク				事業内容の理解 ジギョウ ナイヨウ リカイ				視覚化・現実化・外形的なモデル シカクカ ゲンジツカ ガイケイテキ								機能モデル キノウ				詳細エンジニアリング ショウサイ				製造への引き渡し セイゾウ ヒ ワタ

		（IDEO社） シャ				・市場や顧客の理解 シジョウ コキャク リカイ				・製品戦略の概要 セイヒン センリャク ガイヨウ				・大まかな3次元モデル オオ ジゲン				・疑似設計モデル ギジ セッケイ				・設計モデル セッケイ



		Webアプリの試作 シサク				コンセプト・仮説の設定 カセツ セッテイ								シナリオライティング				インタラクション				アニメーション				本番システム構築へ ホンバン コウチク

		(クックパッド社） シャ				・ターゲット顧客 コキャク				・コア機能/サブ機能 キノウ キノウ				・ペーパープロト・画面遷移 ガメン センイ				　モックアップ				　モックアップ

						・ユースケース				・諦めること アキラ				・動作モックアップ ドウサ



		データ駆動型の試作 クドウガタ シサク				ビジネスの理解 リカイ				データの理解 リカイ				試行錯誤の繰り返しによる精緻化 シコウ サクゴ ク カエ セイチ カ												展開 テンカイ

		（CRISP-DM)				・目標設定 モクヒョウ セッテイ				・データ収集と吟味 シュウシュウ ギンミ				データの準備 ジュンビ				モデル作成 サクセイ				評価 ヒョウカ				・ビジネスへの適用 テキヨウ

														・分析のためのデータ整形 ブンセキ セイケイ				・データ分析の実行 ブンセキ ジッコウ				・目標の達成度 モクヒョウ タッセイ ド



		人間中心設計 ニンゲン チュウシン セッケイ				利用状況の把握 リヨウ ジョウキョウ ハアク				要求定義 ヨウキュウ テイギ				設計 セッケイ								設計の評価 セッケイ ヒョウカ				要求の満足 ヨウキュウ マンゾク

		(ISO13407)				・要求分析手法 ヨウキュウ ブンセキ シュホウ				・システム要求への変換 ヨウキュウ ヘンカン				・デザインの作り込み ツク コ								・デザイン妥当性評価 ダトウセイ ヒョウカ





デザイン思考

		Empathize		Define		Ideate		Prototype		Test

		顧客の理解と共感 コキャク リカイ キョウカン		問題定義 モンダイ テイギ		アイデア化 カ		プロトタイプ		テスト

		潜在的ニーズの定義 センザイテキ テイギ		定義する内容 テイギ ナイヨウ		重なるところにイノベーション カサ		様々な形態 サマザマ ケイタイ		ターゲットのペルソナ設定 セッテイ

		・Who		・Target Users		・有用性 ユウヨウセイ		・ポストイットのメモ		テストのシナリオ設定 セッテイ

		・Why		・User Needs		・ビジネスの妥当性 ダトウセイ		・ロールプレイング		・サービスの達成ゴール タッセイ

		・Where		・Market Condition		・技術的実現性 ギジュツテキ ジツゲンセイ		・絵や図 エ ズ		・実現までの制限時間 ジツゲン セイゲン ジカン

		・When		・The Future		アイデア出しの基本要素 ダ キホン ヨウソ		・紙の模型 カミ モケイ		・評価を言葉でフィードバック ヒョウカ コトバ

						・ターゲットニーズ

		ニーズの確認方法 カクニン ホウホウ		ニーズの想定 ソウテイ		・サービスモデルのトレンド		プロトタイプの要件 ヨウケン		顧客による評価表の作成 コキャク ヒョウカ ヒョウ サクセイ

		体験、観察、インタビュー タイケン カンサツ		・Users		・市場規模 シジョウ キボ		・共感を得られる キョウカン エ		・What I like

		・Quotes＆Defining Words		・Needs		アイデア磨きのための質問事項 ミガ シツモン ジコウ		・議論が活性化する ギロン カッセイカ		・I wish

		・Thoughts&Beliefs		・Supprising Insights		・技術的現実性 ギジュツテキ ゲンジツセイ		・追加のニーズを掘り起こす ツイカ ホ オ		・things not clear to me

		・Actions&Behaviours				・遵法性 ジュンポウ セイ		・反対意見を補う ハンタイ イケン オギナ		・I have  better ideas

		・Feelings&Emotions				・費用的実現性 ヒヨウテキ ジツゲンセイ		・安く簡単に作れる ヤス カンタン ツク

						・ターゲット市場ニーズ シジョウ		・ニーズ解決までのプロセス カイケツ		次のアクションの選択 ツギ センタク

		顧客の理解のまとめ方 コキャク リカイ カタ				・提供可能性 テイキョウ カノウセイ		・実現が可能である ジツゲン カノウ		・デザイン/機能/詳細の変更 キノウ ショウサイ ヘンコウ

		（Emphathy Map）				・過去の失敗事例 カコ シッパイ ジレイ				・バリュー/ターゲットの変更 ヘンコウ

		・Think				・独占的な他社の存在 ドクセンテキ タシャ ソンザイ		プロトタイプの作成 サクセイ		・プロジェクトの終了 シュウリョウ

		・See				・環境変化への対応力 カンキョウ ヘンカ タイオウリョク		・掘り起こしたいニーズの設定 ホ オ セッテイ

		・Hear				提供する価値の定義 テイキョウ カチ テイギ		・ユーザーが触る機能性 サワ キノウ セイ

		・Say&Do				（Value Proposition Campus）		・既存のものの埋め込み キゾン ウ コ

		・Pain&Gain				製品・サービス セイヒン		・既存ツールを動かす キゾン ウゴ

						・Benefits（利点） リテン		確認すべき事項 カクニン ジコウ

						・Features（特徴） トクチョウ		・機能要件の絞り込み キノウ ヨウケン シボ コ

						・Experience（顧客経験） コキャク ケイケン		・デザイン要件の確認 ヨウケン カクニン

						顧客 コキャク		・顧客経験の評価 コキャク ケイケン ヒョウカ

						・Wants/Needs/Fears

						代替しうる製品・サービス ダイタイ セイヒン





IDEO社の創発プロセス





																						アウトプット



						フェーズ０																実現可能性、

																						市場やユーザーに関する意見



						フェーズ１																大まかな3次元モデル、

																						製品の使用状況の理解、製品戦略の概要



						フェーズ２																機能モデルと疑似設計モデル





						フェーズ３																完全に機能する設計モデル、

																						ツール・データベース、技術文書



						フェーズ４																製品の正式な引き渡し









理解・観察





製品設計の実現可能性を判断するために、顧客と事業内容を理解する





視覚化・現実化





具体的なプロトタイプによって潜在的な解決策を視覚化し、製品の方向性を選択する





評価・精緻化





機能プロトタイプを開発し、技術的な問題やユーザーが直面する問題を解決する





詳細エンジニアリング





製品の設計を完了し、製品が機能すること、最終製品の製造性や性能を確認する





製造のための連携





製品が生産ラインに移行する中で、製造がスムーズに開始できるように、最終的なデザインに関する問題を解決する







プロトタイピングの実例 (2)

		Webアプリの

		プロトタイイング手順 テジュン



		コンセプト・仮説の立案 リツアン				アプリケーション定義ステートメントシートの作成 サクセイ



		シナリオライティング				想定ユーザーがどのようなシーンでどのような欲求や課題を持っているかをストーリーだてて記述。

						欲求をベースにしたシナリオ（アクティビティシナリオ）を書いた上で、

						各シーンごとのアクション（欲求を満たすための機能名など・インタラクションシナリオ）を書く。



		ペーパープロトタイピング				一般的なプロトタイピングの方法がペーパープロトタイピング。 ホウホウ

						手によるスケッチならすぐに形にすることができ、アイディアをできるだけ多くのパターンにする。



		画面遷移図				ペーパープロトタイプを画面遷移図としてまとめる。

						実際に使うフローや全体の規模感・優先度をわかりやすくする。 

						達成したいこととUI・フローが合っているか、コアな機能にアクセスしやすいか、

						遷移に矛盾しているところはないかなどを確認する。



		動作モックアップ				仮説や欲求を検証するためだけに最低限の動くモックや実際に使えるプロトタイピングを作って、

						使っているところを観察したり、インタビューをしたりする。

						そこで得られた結果をもとに別の仮説を立てなおしたり、方向性を微修正したりする。



		ユーザによる検証				プロトタイピングツールを使ってペーパープロトをつなげて、大まかな方向性など全体の流れに

						ユーザーが戸惑うことがないかテストし、徐々にビジュアルを作りこんで置き換え、

						ディテールのわかりやすさやユーザビリティの検証をする。

						すべての画面遷移を網羅する必要はなく、一つのシナリオを通して体験できる画面・遷移を用意する。



		インタラクションモック				スマートフォンアプリの場合はprottを使用し、PCサイトの時にはinVisionを使用する。 

		（prott, inVision）				これらはプロトタイプ上にコメントを残せる機能があるので、非同期なレビューやリモートワーク

						でのコミュニケーションをスムーズに行える。



		メンバー間で カン				モックアップを作ることで、全体の大まかなイメージをデザイナ・エンジニア・ディレクタや

		作るイメージを共有				その他の部署との間で認識を合わせる。



		アニメーションモック				平面だけのデザインだと、メンバー間で意図が伝わらなかったり、想定していたものと実際とは違う

		（Keynote, HTML）				ものができてしまうことがあるので、重要な部分に関して共通認識できるに精巧なものも作る。

						よりディテールなプロトタイプは、KeynoteやHTMLで作成する。 

						Keynoteの場合はIllustratorやSketchなどで作った画面から動かしたいパーツをコピペした要素を、

						トランジッションのマジックムーブを使って細かいトランジション・アニメーションを表現する。







プロトタイピングの実例

		Webアプリ開発におけるプロトタイピングの実際（クックパッドの例） カイハツ ジッサイ レイ

		１．コンセプト・仮説をたてる

		　新しいアプリ・Webサービスの開発や、既存サービスの改善時に、最初に行うべきことはコンセプトや仮説をたてて大まかな方向性を立てること。 カイハツ

		　アプリケーション定義ステートメントシートの作成 サクセイ

		①サービス名称

		仮でも良いので最初に決めておく

		②サービスの価値

		ステートメント（サービスの概要を一言で書く）、キラー要素

		③ターゲットユーザー

		事細かく書く必要はないが、このサービスを使うところがイメージできるようなユーザーの属性や特徴を書く

		④ユースケース

		メインのユースケースを２〜３つ

		⑤コアタスク（コア機能）

		これがなくなってしまうとサービスの価値が変わってしまうもの

		機能名ではなく、ユーザーがやりたいこと・欲求をベースに書く

		多くても２つくらいまで

		⑥サブタスク（サブ機能）

		これがなくても良いが、あるとより効果的にサービスの価値を届けられるもの

		必ずしもすべての項目を書き出す必要はない

		⑦諦めること

		最初にブレストをする中で今回の開発でやらないことも決めておく

		⑧競合や参考になるアプリ・サービス

		どう差別化していくのかや市場調査、メンバーやユーザーとコミュニケーションをとるための言語として使用するので、あれば書き出す

		　開発の各プロセスをデザイナー同士でレビューしあいながら進める。ツールはGithubのissueを使ってレビューを行う。プロジェクトメンバーでステートメントシートを書いてそれをissueとしてアップし他のデザイナーなどがレビューし、気になる点・改善点があればコメントをして修正していく。 オコナ

		　これにより、開発の途中で方向性の違いが発生する、コア機能が多かったりしてサービスの軸がぶれるとことを防ぎ、解決すべき課題を明確化しフォーカスされたアウトプットにつなげる。 このように叩き台を作ってそれを元に試行錯誤を重ねていくプロセスがプロトタイピングである。

		２．シナリオライティング

		　アプリケーション定義ステートメントを作る前後で、シナリオライティングをすることもある。想定されるユーザーがどのようなシーンでどのような欲求や課題を持っているかをストーリーだてて記述する。

		「おでかけプランをお気に入りに追加します」のようにアプリの機能名で書かずに「気になったおでかけプランは後から見返して検討できるようにキープしておきます」というようにユーザーの欲求ベースで書くことが重要。その課題を解決したりや欲求を満たすための方法は必ずしも一つではないため、その場面で何を提供するのが良いか選択肢を含めて考える事ができるようにしておく。 欲求をベースにしたシナリオ（アクティビティシナリオ）を書いた上で、各シーンごとに具体的にどのようなアクションをとるのか（欲求を満たすための機能名など・インタラクションシナリオ）を書いていく。 ジュウヨウ

		　ターゲットとなるユーザーや利用シーンなどが複数パターンある場合は、各ユーザーやシーン別にシナリオを書く。例えば、週末に友だちと行くおでかけ場所を探す・決めるとき、実際におでかけをするとき、おでかけした場所の記録を残すときなどに分けて書いていく。 シナリオをきちんと書いておくと後にユーザーテストのシナリオとしても利用することができる。

		３．捨てることを前提とした動作モック・アプリケーション

		　最初に仮説をたてるタイミングで、ユーザーが具体的にどのような課題を感じているのかわからない、本当に仮説で立てたような欲求を持っているのか確証が持てないということもある。 モ

		　そのような場合は、仮説を検証するためだけのプロトタイピングを行う。例えば「日々作った料理を写真に撮って記録する」というようなことはしているが、それを何のために行っているのか？その行動の裏にはどのような欲求があるのか？といったことを確かめたり、見つけ出したりする。仮説や欲求を検証するためだけに最低限の動くモックや実際に使えるプロトタイピングを作って使っているところを観察したり、インタビューをしたりする。そこで得られた結果をもとに別の仮説を立てなおしたり、方向性を微修正したりする。

		４．客観視してアイディアを考える

		　コンセプトや仮説がたてられたらそれを徐々に具体化していく。ある機能を一つ提供するにしてもそれをどのようなアプローチ・見せ方にするのかというのは無数にあるため、それを適切に導き出す必要がある。頭の中だけで考えていて良さそうと思っていても、いざ作って見たらイマイチだったという経験はデザイナならかならずある。

		　この時できるだけ頭で考えていることを外化して客観視できるような状態にしていくと、素早く適切な方法を導き出せる。

		　一般的なプロトタイピングとしてペーパープロトタイピングというものがある。私もまずは手でスケッチすることから始める。スケッチならすぐに形にすることができるので、アイディアベースでできるだけ多くのパターンをこの段階で考えてアウトプットする。 ワタシ

		　特に私の場合は紙ではなくてハンディーサイズのホワイトボードを使う。 ホワイトボードでスケッチする利点はすぐ書いてすぐ消せること。紙と鉛筆の場合だと消しゴムに持ち替えてゴシゴシしないといけないが、ホワイトボードなら指でもさっと消せるのでいろんなパターンをガンガン描いて思考していくのには適している。 ツカ

		　描くときに細いペンは使わずに普通くらいの太さのペンで書く。ディテールを書き込み過ぎず、ワイヤーや大枠を描くのに適している。良さそうなスケッチがかけて思考がまとまったら、それを紙に書いてもう少しディテールに落としこんでいく。

		５．画面遷移図

		　ペーパーモックは画面遷移図としてまとめて、実際に使うフローや全体の規模感・優先度をわかりやすくする。 達成したいこととUI・フローが合っているか、コアな機能にアクセスしやすい形になっているか、遷移に矛盾しているところはないかなどを確認する。 シナリオが複数ある場合は、シナリオ別に遷移図を作って想定通りに使えそうかを確かめる。

		６．ユーザに使ってもらって検証する

		　画面遷移図ではある程度想像して見る必要があるため、ある程度ワイヤーフレームが決まったら実際に触って見ることができるようにする。そしてUIが使いやすいものになっているか、どう使うかが分かりやすいものになっているかをユーザーを通してテストする。プロトタイピングツールを使ってまずはペーパーモックをつなげて大まかな方向性など全体の流れにユーザーが戸惑うことがないかテストし、徐々にビジュアルを作りこんで置き換え、ディテールのわかりやすさやユーザビリティの検証をする。実際にものを作る前に何度も検証できることで手戻りが少なく結果的に品質的にもスピード的にも改善される。 テ

		　気になることがあれば頻繁にユーザーテストをするので、毎回テストのためのリクルーティングをするわけではなく、ターゲットユーザーに近い社内のスタッフなどにお願いしてテストすることも多い。 すべての画面遷移を網羅する必要はなく、一つのシナリオを通して体験できるような画面・遷移を用意できれば良い。例えば、「レシピを探す」「レシピをのせる」といった具合に必要なシナリオ別に用意して検証する。 ある程度触れるようにしたものは、プロダクトマネージャーなどとのコミュニケーションにも役立つ。

		７．インタラクションモック（prott, inVision）

		　自社ではプロトタイピングツールとしてprottやinVisionを利用している。スマートフォンアプリの場合はprottを使用することが多く、PCサイトの時にはinVisionを使用する。 これらはプロトタイプ上にコメントを残せる機能があるので、非同期な（メンバーもしくはレビュワーが任意のタイミングで見る）レビューやリモートワークでのコミュニケーションなどでもスムーズに行うことができる。 ジシャ

		８．メンバーで作るイメージを共有する

		　動作モックを作ることで全体の大まかなイメージはメンバー（社内のデザイナ・エンジニア・ディレクタやその他の部署との）間で認識を合わせることができる。よりディテールによった（もしくは一般的なトランジションとは違う特殊な遷移などの）検証やメンバー間の確認・コミュニケーションが必要な場合は、これらのツールでは表現できないので別途それにフォーカスしたモックを作成する。 どうしても平面だけのデザインだと、メンバー間で意図が伝わらなかったり、想定していたものと実際とは違うものができたりしてしまうことがあるので、重要だと思う部分に関しては共通認識をとれるように精巧なものも作る。

		９．アニメーションモック（Keynote, HTML）

		　よりディテールなプロトタイプはKeynoteやHTMLで作成する。 Keynoteの場合はIllustratorやSketchなどで作った画面から動かしたいパーツごとにコピペするなどした要素を、トランジッションのマジックムーブを使って細かいトランジション・アニメーションを表現する。 サクセイ

		　インタラクションも伴うディテールモックを用意する場合はHTML・CSS・JSで作ることもある。特殊なトランジションで実際に触って検証したり、認識を合わせたりするのに使ったりするものだが、作成する手間もかかるのであまり多くは行わない。





データマイニングのプロセス

												CRISP-DM

																				業界、自社の状況を理解し、 ギョウカイ ジシャ ジョウキョウ リカイ

																				課題と目標を定義する カダイ モクヒョウ テイギ



																				データを収集し シュウシュウ

																				利用できるか吟味する リヨウ ギンミ



																				収集したデータを シュウシュウ

																				利用できる形に整形する リヨウ カタチ セイケイ



																				データを操作して結論を導く ソウサ ケツロン ミチビ

																				ためのモデルを作成する サクセイ



																				作成したモデルで目標を達成 サクセイ モクヒョウ タッセイ

																				できるかビジネス観点で評価する カンテン ヒョウカ



																				結果をビジネスに適用する ケッカ テキヨウ







ビジネスの理解





データの理解





データの準備





モデル作成





評価





展開







人間中心設計



												ISO13407（JIS Z 8530）







































														（出所）NRI CIOハンドブック2018より シュッショ







利用状況の把握と明示





ユーザー要求分析手法





設計による解決策の作成





デザインの作り込み手法





要求事項に対する設計の評価





デザインの妥当性評価手法





ユーザーと組織の要求事項の明示





ユーザー要求のシステム要求変換手法





アンケート、インタビュー、フォーカスグループ、フィールド調査、エスノグラフィー





ユースケース図、ペルソナ、シナリオベースデザイン、ペーパープロトタイピング





対話の原則、対話設計の８黄金律、難作業簡単化の7原則





チェックリスト、ユーザービリティテスト、ヒューリスティック評価、ウォークスルー、プロトコル解析、パフォーマンステスト、操作ロギング





人間中心設計の必要性の特定

ユーザーと組織の要求事項の満足



ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス

		計画と ケイカク

		全体管理 ゼンタイ カンリ











業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

構築

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



ブリッジプロセスの並列処理構成

		ブリッジプロセスの段階 ダンカイ				計画・全体管理 ケイカク ゼンタイ カンリ				デザイン				構築 コウチク				導入 ドウニュウ				定着 テイチャク

		【専門分野ごとのタスク】 センモン ブンヤ

		組織・業務変革実行 ソシキ ギョウム ヘンカク ジッコウ				変革実行計画 ヘンカク ジッコウ ケイカク				組織設計 ソシキ セッケイ				組織編成 ソシキ ヘンセイ				チェンジマネジメント				継続的業務改善 ケイゾクテキ ギョウム カイゼン

		Kotter８ステップ				需要・供給管理 ジュヨウ キョウキュウ カンリ				業務プロセス設計 ギョウム セッケイ				業務手順作成 ギョウム テジュン サクセイ



		ビジネス要件管理 ヨウケン カンリ				戦略アナリシス センリャク				要求アナリシスと ヨウキュウ				要求のライフサイクルマネジメント ヨウキュウ								ソリューション評価 ヒョウカ

		BABOK V3								デザイン定義 テイギ



		サービス部品構築 ブヒン コウチク				サービス部品全体構成 ブヒン ゼンタイ コウセイ				サービスの設計 セッケイ				サービスのインプリ				サービスのデリバリ				サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ

		サービスガバナンス（SOA)												サービスのデプロイ				利用者別プロセスの導入 リヨウシャ ベツ ドウニュウ				プロセスの改訂 カイテイ



		IT基盤設計・構築 キバン セッケイ コウチク				全体アーキテクチャ ゼンタイ				IT基盤設計 キバン セッケイ				IT基盤構築 キバン コウチク				IT基盤導入テスト キバン ドウニュウ				IT基盤維持管理 キバン イジ カンリ

		TOGAF



		サービスインフラ整備 セイビ				サービス戦略 センリャク				サービス設計 セッケイ								サービス移行 イコウ				サービス運用 ウンヨウ

		ITIL V3																				継続的サービス改善 ケイゾクテキ カイゼン





		DevOpsのフェーズ分け ワ				プランニング				継続的インテグレーション ケイゾクテキ								継続的デリバリ ケイゾクテキ				オペレーション＆

																						モニタリング









DevOps









		プロセス



		主体 シュ タイ				開発・運用部門 カイハツ ウンヨウ ブモン				開発部門 カイハツ ブモン														運用部門 ウンヨウ ブモン



		環境 カンキョウ				開発環境・保守環境 カイハツ カンキョウ ホシュ カンキョウ																		本番環境 ホンバン カンキョウ



		機能 キノウ				プランニング				継続的インテグレーション ケイゾクテキ								継続的デリバリー ケイゾクテキ										オペレーション

						・要求管理 ヨウキュウ カンリ				・コード解析 カイセキ		・自動ビルド ジドウ		・自動テスト ジドウ						・オーケストレーション								＆モニタリング

						・進捗管理 シンチョク カンリ				・総合開発管理 ソウゴウ カイハツ カンリ		・バージョン管理 カンリ		・カバレッジ						・自動デプロイ ジドウ								・総合監視 ソウゴウ カンシ

						・課題管理 カダイ カンリ														・構成管理 コウセイ カンリ								・ログ収集 シュウシュウ

						・ナレッジ管理 カンリ														・環境構築自動化 カンキョウ コウチク ジドウカ								・障害管理 ショウガイ カンリ

																								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ

						①全ての土台となるのが、バージョン管理

						②継続的インテグレーション

						バージョン管理システムにソースコードをコミットしたタイミングで自動的にソースコードのビルドとテストを実行することで、

						問題がないかをできるだけ早期に検出する

						③継続的デプロイメント

						継続的インテグレーションの結果、問題がなければビルドしたアプリケーションを本番環境に自動的にデプロイする。

						④継続的デリバリー

						本番環境へのリリースタイミングの決定をビジネス側が行えるようにする

						問題なく動作するソースコードをコミットしたタイミングに本番環境にデプロイするのではなく、

						ビジネス側の希望するタイミングで本番環境にデプロイする



計画

開発

UT

デプロイ

IT/ ST

リリース

運用

ビルド



DevOpsの構成

		DevOpsの主旨 シュシ

		より早くビジネスの価値を高め、エンドユーザーに届け続けるための、

		ツールと組織文化の両面からのカイゼン



		DevOpsの構成要素 コウセイ ヨウソ		内容説明 ナイヨウ セツメイ



		【 ツール 】

		1自動化されたインフラストラクチャ		インフラの構築を自動化する

		　（Automated infrastructure）		ツールはAnsibleやChef、Dockerなど

		2バージョン管理システムの共有		同じバージョン管理システムをDevとOpsで共有する

		　（Shared version control）		ツールはGitやMercurialなど

		3ワンステップによるビルドとデプロイ		手順書などを使い、手動でビルドやデプロイをするのではなく、

		　（One step build and deploy）		ビルドやデプロイを自動化する。ツールはJenkinsやCapistranoなど

		4フィーチャーフラグ		コード中の機能の有効／無効を設定ファイルで管理する

		　（Feature flags）

		5メトリクスの共有		取得したメトリクスの結果をダッシュボードでお互いに共有する

		　（Shared metrics） 		ツールはNew RelicやApplication Insightsなど

		6IRCとインスタントメッセンジャーのBot		チャットツールに自動的にビルドやデプロイのログ、アラート内容を投稿し、

		　（IRC and IM robots）		情報をお互いに共有する。ツールはSlackやHipChatなど



		【 組織文化 】

		Aお互いを尊重する		一緒に働く相手のことを心から思いやる

		　（Respect）		相手を一人の人間として扱い、能力や功績を評価する

		Bお互いを信頼する		自分以外の人は優秀で、正しいことをすると信じる

		　（Trust）		信じて仕事を任せる

		C失敗に対して健全な態度を取る		新しいことに挑戦すれば自ずと失敗は起こってしまうもの

		　（Healthy attitude about failure）		失敗は起こるものであり、相手のミスだと責めるものではない

		D相手を非難しない		相手に非があると断じて言葉で責めるのではなく、

		　（Avoiding Blame）		次に同じ問題が起こらないように建設的な批判を行う

		出所）2009年のオライリー主催の「Velocity 2009」というイベントにおけるFlickr社のJohn AllspawとPaul Hammondによるプレゼンテーション シュッショ シャ





ステートストリートのデマンドマネジメント



				事業部門（利用者） ジギョウ ブモン リヨウシャ				デマンドマネジメントチーム				IT開発部門（供給者） カイハツ ブモン キョウキュウシャ

				ビジネスオーナー				共通サービス部品管理者・IT基盤管理者 キョウツウ ブヒン カンリシャ キバン カンリシャ				業務システム管理者 ギョウム カンリ シャ

		計画段階 ケイカク ダンカイ		・新規変革案件の起案 シンキ ヘンカク アンケン キアン				・全社のシステム化案件の需給管理 ゼンシャ カ アンケン ジュキュウ カンリ				・共通サービス部品を利用して キョウツウ ブヒン リヨウ

				（変革のビジネス要件定義） ヘンカク ヨウケン テイギ				・業務システムやIT基盤の供給方法を決定 ギョウム キバン キョウキュウ ホウホウ ケッテイ				　業務システムを構築 ギョウム コウチク

								・全社案件、事業部門横断案件、部門固有案件、 ゼンシャ アンケン ジギョウ ブモン オウダン アンケン ブモン コユウ アンケン

								　既存システム保守案件に分類 キゾン アンケン ブンルイ

								・案件マスターリストを作成 アンケン サクセイ





								PMO（プログラムマネジメントオフィス）

								全社のシステム化案件実行の集中管理 ゼンシャ カ アンケン ジッコウ シュウチュウ カンリ

								・マスターリストをもとに案件ポートフォリオ管理 アンケン カンリ

								・案件の優先順位を決定、リソースを再配分 アンケン ユウセン ジュンイ ケッテイ サイハイブン

		実行段階 ジッコウ ダンカイ		リレーションマネジャ				・案件ごとのプログラムマネジャをアサイン アンケン				ITマネジャ（共通サービス担当） キョウツウ タントウ

				・変革プログラムの実行管理 ヘンカク ジッコウ カンリ				・プログラムの立ち上げ、業務システム担当者を割当て タ ア ギョウム タントウシャ ワリアテ				・既存サービス部品の改訂 キゾン ブヒン カイテイ

								・プログラムの進捗を管理し、経営者に状況を報告 シンチョク カンリ ケイエイシャ ジョウキョウ ホウコク				・新規サービス部品の構築 シンキ ブヒン コウチク

								・プログラムの管理方法・指標を標準化して提供 カンリ ホウホウ シヒョウ ヒョウジュンカ テイキョウ





		標準化 ヒョウジュンカ						アーキテクチャオフィス

								全社のアーキテクチャ管理のための参照モデルの提示 ゼンシャ カンリ サンショウ テイジ

								・全体アーキテクチャの管理標準を策定 ゼンタイ カンリ ヒョウジュン サクテイ

								・全体アーキテクチャのブループリントを策定 ゼンタイ サクテイ





								CIO









BABOKV3

		実行に関する知識エリア ジッコウ カン チシキ						監理・支援・維持に関する知識エリア カンリ シエン イジ カン チシキ

		戦略アナリシス センリャク		要求アナリシスと ヨウキュウ		ソリューション評価 ヒョウカ		ビジネスアナリシスの		引き出し（情報収集）と ヒ ダ ジョウホウ シュウシュウ		要求ライフサイクル ヨウキュウ

				デザイン定義 テイギ				計画とモニタリング ケイカク		コラボレーション		マネジメント

		6.1.現状分析 ゲンジョウ ブンセキ		7.1.要求の仕様化と ヨウキュウ シヨウ カ		8.1.ソリューションの		3.1.BAアプローチ		4.1.引き出しの準備 ヒ ダ ジュンビ		5.1.要求のトレース ヨウキュウ

		6.2.将来状態定義 ショウライ ジョウタイ テイギ		とモデル化 カ		パフォーマンスの測定 ソクテイ		の計画 ケイカク		4.2.引き出しの実行 ヒ ダ ジッコウ		5.2.要求の維持 ヨウキュウ イジ

		6.3.リスクアセスメント		7.2.要求の検証 ヨウキュウ ケンショウ		8.2.パフォーマンス測定 ソクテイ		3.2.ステイクホルダー		4.3.引き出しの結果確認 ヒ ダ ケッカ カクニン		5.3.要求の優先順位付け ヨウキュウ ユウセン ジュンイ ツ

		6.4.チェンジ戦略定義 センリャク テイギ		7.3.要求の妥当性確認 ヨウキュウ ダトウセイ カクニン		結果の分析 ケッカ ブンセキ		エンゲージメントの計画 ケイカク		4.4.BA情報の伝達 ジョウホウ デンタツ		5.4.変更要求の評価 ヘンコウ ヨウキュウ ヒョウカ

				7.4.要求アーキテクチャ ヨウキュウ		8.3.ソリューション制限 セイゲン		3.3.BAガバナンス		4.5.ステイクホルダー		5.5.要求の承認 ヨウキュウ ショウニン

				の定義 テイギ		の評価 ヒョウカ		の計画 ケイカク		・コラボレーション管理 カンリ

				7.5.デザインの定義 テイギ		8.4.エンタプライズ制限 セイゲン		3.4.BA情報マネジメント

				7.6.潜在価値の分析と センザイ カチ ブンセキ		の評価 ヒョウカ		の計画 ケイカク

				ソリューション推奨 スイショウ		8.5.ソリューション価値 カチ		3.5.パフォーマンス改善 カイゼン

						を向上するアクションの コウジョウ		案の特定 アン トクテイ

						推奨 スイショウ

		　ビジネスモデル								引き出しの方法 ヒ ダ ホウホウ

		キャンバス								協働/調査/実験 キョウドウ チョウサ ジッケン

										出所）BABOKガイドv3 2015 シュッショ





サービスライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスのデプロイ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





ITIL V3 

		コア書籍 ショセキ		内容説明 ナイヨウ セツメイ		構成するプロセス コウセイ

		サービス戦略（Service Strategy）		どのようにサービスを設計、開発、実装をしていくべきかという戦略		サービス提供先となるビジネス領域の特定、提供サービスの決定、サービス提供に必要なアセットの準備に関する説明を含む。これらはサービスレベルパッケージとしてサービス設計に引き渡される。プロセスには、財務管理／需要管理／サービスポートフォリオ管理があり、ITサービス全体をビジネスと同じレベルから俯瞰して長期的な戦略を立てる。

		サービス設計（Service Design）		既存サービスや新規サービスのビジネス要件を満たすための設計、開発の方法		プロセスとして、サービスカタログ管理／サービスレベル管理／キャパシティ管理／可用性管理／ITサービス継続性管理／情報セキュリティ管理／サプライヤ管理があり、サービスデザインパッケージが定義され、以後はこのパッケージ単位でサービスが管理される。

		サービス移行（Service Transition）		本番環境に対するサービスの変更をスムーズに行うための方法		変更管理／構成管理／ナレッジ管理／移行計画および支援／リリースおよびデプロイ管理／サービスバリデーションおよびテスト／評価というプロセスを経て、運用フェイズに移る。

		サービス運用（Service Operation）		定常運用下におけるITサービスの提供を効果的に行うための方法		イベント管理／インシデント管理／リクエスト対応／アクセス管理／問題管理というるプロセス群と、サービスデスク／技術管理／アプリケーション管理／ITオペレーション管理という機能が存在し、PDCAサイクルのベースとなる活動が定義されている。

		継続的サービス改善（Continual Service Improvement）		ITサービスライフサイクルのいずれの段階においても、障害個所や弱点に対する改善機会を見つけ出し、顧客に対してより良いITサービスを提供する方法		７ステップ改善／サービス測定／サービスレポートというプロセスから成る。







サービス運用

サービス移行

サービス設計

サービス戦略

















継続的サービス改善



アーキテクチャマネジメント



						持続的変革実行 ジゾクテキ ヘンカク ジッコウ						需給管理 ジュキュウ カンリ				サービスガバナンス						アーキテクチャマネジメント



















































サービス提供者（ブリッジ）

サービス
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サービス
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モデル

モデリング

サービス利用者（価値増幅）
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プロセス
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変革ポートフォリオ
マネジメント
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マネジメント
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マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
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マネジメント
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ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



データガバナンスDAMA

		DAMA International DMBOK



				データガバナンス				データ管理全般の計画策定、機能設置と運営、教育 カンリ ゼンパン ケイカク サクテイ キノウ セッチ ウンエイ キョウイク



				データアーキテクチャ管理 カンリ				高品質データ提供の計画策定、共通要求定義、概念データモデル定義 コウヒンシツ テイキョウ ケイカク サクテイ キョウツウ ヨウキュウ テイギ ガイネン テイギ



				データ開発管理 カイハツ カンリ				個別システムの要求定義とデータモデル作成 コベツ ヨウキュウ テイギ サクセイ

								物理データベースの設計・導入・維持 ブツリ セッケイ ドウニュウ イジ



				データオペレーション管理 カンリ				物理データベースの運用、可用性や性能レベルの定義・維持 ブツリ ウンヨウ カヨウセイ セイノウ テイギ イジ



				データセキュリティ管理 カンリ				データセキュリティ基本方針策定、アクセス管理 キホン ホウシン サクテイ カンリ

								データに関する機密性、完全性、可用性の確保 カン キミツセイ カンゼンセイ カヨウセイ カクホ



				リファンレンスデータ・				リファレンスデータの定義・管理 テイギ カンリ

				マスターデータ管理 カンリ				マスターデータの定義・管理 テイギ カンリ



				データウェアハウス・BI管理 カンリ				データウェアハウスとBIの導入、パフォーマンス監視、調整 ドウニュウ カンシ チョウセイ



				ドキュメント・コンテンツ管理 カンリ				文書情報のバックアップ、リカバリー、破棄 ブンショ ジョウホウ ハキ

								コンテンツの定義、文書化、索引化 テイギ ブンショカ サクイン カ



				メタデータ管理 カンリ				メタデータの定義、メタデータリポジトリーの維持・管理 テイギ イジ カンリ



				データ品質管理 ヒンシツ カンリ				データ品質管理プロセス設計・導入 ヒンシツ カンリ セッケイ ドウニュウ

								品質評価指標とサービスレベルの設定・評価、欠陥の排除・訂正 ヒンシツ ヒョウカ シヒョウ セッテイ ヒョウカ ケッカン ハイジョ テイセイ

								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





クラウドソーシングの進化

				標準化・集約化 ヒョウジュンカ シュウヤクカ		仮想化 カソウカ		クラウドシフト		クラウド最適化 サイテキカ		クラウドネイティブ



				自社内のリソース利用 ジシャ ナイ リヨウ				IaaS（インフラサービス）		PaaS（プラットフォームサービス）



		コスト

		削減 サクゲン













												開発スピード カイハツ

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ



クラウド環境
での開発

ミドルウェアの
クラウド化

IT基盤の
クラウド化

既存IT資産の
仮想化

既存IT基盤の
標準化・集約化



GEプレディックスプラットフォーム 

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







情報セキュリティ管理全体図

				PLAN				DO												CHECK



				全社セキュリティ統括機能 ゼンシャ トウカツ キノウ



				・ポリシー・ルール策定 サクテイ				・情報セキュリティ教育・啓発 ジョウホウ キョウイク ケイハツ														・セキュリティリスクアセスメント

				・予算立案・策定 ヨサン リツアン サクテイ				・情報セキュリティ人材確保・育成 ジョウホウ ジンザイ カクホ イクセイ														・セキュリティ監査 カンサ

								・対策技術・脆弱性情報の収集・発信 タイサク ギジュツ ゼイジャクセイ ジョウホウ シュウシュウ ハッシン





				セキュリティの全体企画 ゼンタイ キカク				個別システムの導入・運用 コベツ ドウニュウ ウンヨウ														事故・事象発生時の対応 ジコ ジショウ ハッセイ ジ タイオウ



				・セキュリティ要求事項定義 ヨウキュウ ジコウ テイギ				・セキュリティ仕様の評価・改善 シヨウ ヒョウカ カイゼン														・予兆監視・分析 ヨチョウ カンシ ブンセキ

				・セキュリティ対策の企画 タイサク キカク				・セキュリティ基盤設計・開発 キバン セッケイ カイハツ														・インシデント管理統括 カンリ トウカツ

								・セキュリティ運用 ウンヨウ

																				SIRT機能 キノウ

		情報セキュリティデザイン機能 ジョウホウ キノウ																		（インシデント・レスポンス・チーム）

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





価値創造サイクルの実行組織









						デジタル・サービス・センター		デジタル・イノベーション・センター

						（DSC)の責任者 セキニンシャ		(DIC)の責任者 セキニンシャ

		組織の役割 ソシキ ヤクワリ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルと カチ ゾウフク		価値創発サイクル カチ キズ ハツ

				での位置づけ イチ		ブリッジプロセスの実行組織		の実行組織 ジッコウ ソシキ

		変革の内容 ヘンカク ナイヨウ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

				での変革内容 ヘンカク ナイヨウ		の実用化・利用・改訂 ジツヨウカ リヨウ カイテイ		ビジネスモデルの創発 ソウハツ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		組織の特性 ソシキ トクセイ		変革への指向性 ヘンカク シコウセイ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ





CIO/ CDO
（デジタル変革担当役員）



MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタル変革の実行方法

14

ブリッジ機能

価値増幅の場 価値創発の場

駆動

価値観 効果の創出
（長期の戦略） 方向づけ

戦略設計図 価値増幅サイクル 実用化 価値創発サイクル 財務：持続的成長
（新産業の姿）

顧客：顧客にとっての価値創造
ストレッチ戦略
（そのための フィード プロセス：品質・生産性・スピード

コアコンピタンス） 合意形成 商品・サービス バック 商品・サービス
提供サイクル 開発サイクル 学習：知識創造

駆動

モジュール化 イテレーション

サプライヤーとの協働のプラットフォーム

顧客との価値共創のプラットフォーム

実空間におけるイネーブラー
（人間系システム）

価値創造サイクル
（価値連鎖の持続的変革）

デジタル空間におけるイネーブラー
（IT活用力）

出所）筆者作成


業種別ｘ売上高構成比2015

								２０１４年度売上高 タカ																合計

								１００億円未満		１００億円～３００億円未満		３００億円～６００億円未満		６００億円～１，０００億円未満		１，０００億円～３，０００億円未満		３，０００億円～６，０００億円未満		６，０００億円～１兆円未満		１兆円以上

		業種大分類		製造業		度数		33		42		34		26		32		16		7		15		205

						総和の %		7.1%		9.0%		7.3%		5.6%		6.9%		3.4%		1.5%		3.2%		43.9%

				流通業		度数		13		15		15		12		10		7		1		5		78

						総和の %		2.8%		3.2%		3.2%		2.6%		2.1%		1.5%		.2%		1.1%		16.7%

				金融業		度数		13		12		4		5		5		3		2		8		52

						総和の %		2.8%		2.6%		.9%		1.1%		1.1%		.6%		.4%		1.7%		11.1%

				サービス業		度数		19		26		15		7		10		6		2		8		93

						総和の %		4.1%		5.6%		3.2%		1.5%		2.1%		1.3%		.4%		1.7%		19.9%

				情報サービス業		度数		10		10		5		0		4		0		0		0		29

						総和の %		2.1%		2.1%		1.1%		0.0%		.9%		0.0%		0.0%		0.0%		6.2%

				その他		度数		1		2		2		0		2		2		1		0		10

						総和の %		.2%		.4%		.4%		0.0%		.4%		.4%		.2%		0.0%		2.1%

		合計				度数		89		107		75		50		63		34		13		36		467

						総和の %		19.1%		22.9%		16.1%		10.7%		13.5%		7.3%		2.8%		7.7%		100.0%

		注）業種や売上高が無回答の企業は集計に含まない チュウ ギョウシュ ウリアゲ ダカ ム カイトウ キギョウ シュウケイ フク





戦略見直し必要度・実施度2015

				必要度合 ヒツヨウ ドア		実施度合 ジッシ ドア

		市場と顧客 シジョウ コキャク		4.29		3.86

		業界と競合 ギョウカイ キョウゴウ		4.03		3.64

		自社の強み ジシャ ツヨ		4.03		3.62

		マーケティングミックス		3.94		3.40



必要度合	市場と顧客	業界と競合	自社の強み	マーケティングミックス	4.293279022403258	4.0284552845528454	4.0265848670756599	3.9400826446281005	実施度合	市場と顧客	業界と競合	自社の強み	マーケティングミックス	3.8644763860369604	3.6440329218106999	3.6188524590163937	3.3970893970893981	









変革実行度合平均値2015

		【変革の対象】 ヘンカク タイショウ



		ビジネスモデル		3.18		2.71		2.61



		業務プロセス ギョウム		3.45		2.87		2.58



		製品・サービス セイヒン		3.53		2.89		2.78



				改善型 カイゼン ガタ		再設計型 サイセッケイ ガタ		創造型 ソウゾウ ガタ



								【変革の種類】 ヘンカク シュルイ





変革の構成要素平均値2015

				実施度合 ジッシ ドア

		価値観のマネジメント カチカン		3.40

		組織のマネジメント ソシキ		3.50

		人材のマネジメント ジンザイ		3.42

		プロセスのマネジメント		3.50

		価値創発サイクル カチ キズ ハツ		3.00

		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		3.04

		顧客の評価 コキャク ヒョウカ		3.30

		財務的効果 ザイムテキ コウカ		3.22























実施度合	価値観のマネジメント	組織のマネジメント	人材のマネジメント	プロセスのマネジメント	価値創発サイクル	価値増幅サイクル	顧客の評価	財務的効果	3.4020833333333336	3.5041322314049559	3.4226804123711339	3.5000000000000013	3	3.0357995226730314	3.3019693654266966	3.2222222222222245	







IT活用度合平均値2015

		変革へのIT活用 ヘンカク カツヨウ		活用度合 カツヨウ ドア

		製品・サービスの変革 セイヒン ヘンカク		3.03

		業務プロセスの変革 ギョウム ヘンカク		3.60

		ビジネスモデルの変革 ヘンカク		2.91

		イテレーションの手段 シュダン		2.62

		仮説検証の手段 カセツ ケンショウ シュダン		2.69

		モジュール化の手段 カ シュダン		2.73

		顧客との価値共創 コキャク カチ トモ キズ		2.67

		サプライヤーとの協働 キョウドウ		2.63



















活用度合	製品・サービスの変革	業務プロセスの変革	ビジネスモデルの変革	イテレーションの手段	仮説検証の手段	モジュール化の手段	顧客との価値共創	サプライヤーとの協働	3.027659574468085	3.5995807127882591	2.9112554112554125	2.6177884615384626	2.6891566265060258	2.7336561743341372	2.6698795180722907	2.631067961165046	







価値創発ｘ価値増幅の企業分類



				41社 シャ		101社 シャ

		価値増幅 カチ ゾウフク		9.9%		24.3%



				232社 シャ		42社 シャ

		非価値増幅 ヒ カチ ゾウフク		55.8%		10.1%



				非価値創発 ヒ カチ キズ ハツ		価値創発 カチ キズ ハツ







価値創発ｘ価値増幅の変革実行度合の違い

		価値増幅・非価値創発 カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ												価値増幅・価値創発 カチ ゾウフク カチ キズ ハツ



		ビジネスモデル		3.22		2.56		2.34						ビジネスモデル		3.58		3.12		2.97

		業務プロセス ギョウム		3.49		2.90		2.34						業務プロセス ギョウム		3.87		3.27		2.95

		製品・サービス セイヒン		3.69		3.05		2.81						製品・サービス セイヒン		3.89		3.39		3.27

				改善型 カイゼン ガタ		再設計型 サイセッケイ ガタ		創造型 ソウゾウ ガタ								改善型 カイゼン ガタ		再設計型 サイセッケイ ガタ		創造型 ソウゾウ ガタ





		非価値増幅・非価値創発 ヒ カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ												非価値増幅・価値創発 ヒ カチ ゾウフク カチ キズ ハツ



		ビジネスモデル		3.07		2.61		2.52						ビジネスモデル		3.21		2.76		2.86

		業務プロセス ギョウム		3.34		2.70		2.46						業務プロセス ギョウム		3.28		3.10		2.68

		製品・サービス セイヒン		3.39		2.72		2.58						製品・サービス セイヒン		3.66		2.74		2.76

				改善型 カイゼン ガタ		再設計型 サイセッケイ ガタ		創造型 ソウゾウ ガタ								改善型 カイゼン ガタ		再設計型 サイセッケイ ガタ		創造型 ソウゾウ ガタ





						3.5以上 イジョウ

						3.0～3.5

						3.0未満 ミマン







価値創発ｘ価値増幅変革の構成要素平均値 

		価値増幅ｘ価値創発		事業戦略見直し度合 ジギョウ センリャク ミナオ ドア		価値観のマネジメント		組織のマネジメント		人材のマネジメント		プロセスのマネジメント		変革へのIT活用度合		イテレーションの手段		仮説検証の手段		モジュール化の手段		顧客との価値共創の手段		サプライヤーとの協働の手段		改善型変革実行度合		再設計創造型変革実行度合		顧客の評価		財務的効果 コウカ

		価値増幅・価値創発		3.94		3.72		3.70		3.66		3.88		3.49		3.39		3.35		3.22		3.13		3.03		3.78		3.15		3.75		3.58

		価値増幅・非価値創発		3.54		3.33		3.61		3.59		3.85		3.26		2.64		2.89		3.13		2.89		2.61		3.47		2.71		3.63		3.38

		非価値増幅・価値創発		3.66		3.60		3.62		3.55		3.38		3.09		2.90		3.03		2.69		2.87		2.87		3.40		2.77		3.43		3.49

		非価値増幅・非価値創発		3.52		3.22		3.39		3.28		3.37		3.10		2.24		2.33		2.46		2.42		2.43		3.27		2.59		3.06		3.01

		一元配置分散分析p値 イチゲン ハイチ ブンサン ブンセキ チ		0.000		0.000		0.004		0.005		0.000		0.001		0.000		0.000		0.000		0.000		0.000		0.000		0.000		0.000		0.000



価値増幅・価値創発	事業戦略見直し度合	価値観のマネジメント	組織のマネジメント	人材のマネジメント	プロセスのマネジメント	変革へのIT活用度合	イテレーションの手段	仮説検証の手段	モジュール化の手段	顧客との価値共創の手段	サプライヤーとの協働の手段	改善型変革実行度合	再設計創造型変革実行度合	顧客の評価	財務的効果	3.9350000000000005	3.7227722772277212	3.6999999999999997	3.6599999999999988	3.8800000000000012	3.4863945578231288	3.386138613861386	3.3500000000000005	3.2199999999999998	3.1287128712871279	3.0299999999999994	3.7800687285223371	3.1467391304347827	3.7500000000000004	3.5799999999999992	価値増幅・非価値創発	事業戦略見直し度合	価値観のマネジメント	組織のマネジメント	人材のマネジメント	プロセスのマネジメント	変革へのIT活用度合	イテレーションの手段	仮説検証の手段	モジュール化の手段	顧客との価値共創の手段	サプライヤーとの協働の手段	改善型変革実行度合	再設計創造型変革実行度合	顧客の評価	財務的効果	3.5437500000000002	3.3250000000000002	3.6097560975609753	3.5853658536585362	3.8536585365853653	3.2564102564102559	2.6410256410256414	2.8947368421052628	3.1315789473684204	2.8888888888888893	2.6052631578947358	3.4700854700854693	2.7107843137254908	3.625	3.375	非価値増幅・価値創発	事業戦略見直し度合	価値観のマネジメント	組織のマネジメント	人材のマネジメント	プロセスのマネジメント	変革へのIT活用度合	イテレーションの手段	仮説検証の手段	モジュール化の手段	顧客との価値共創の手段	サプライヤーとの協働の手段	改善型変革実行度合	再設計創造型変革実行度合	顧客の評価	財務的効果	3.6602564102564101	3.5952380952380949	3.6190476190476191	3.5476190476190474	3.3809523809523805	3.0854700854700852	2.9000000000000004	3.0256410256410247	2.6923076923076921	2.8717948717948714	2.8717948717948727	3.4017094017094021	2.7666666666666666	3.4249999999999998	3.4871794871794868	非価値増幅・非価値創発	事業戦略見直し度合	価値観のマネジメント	組織のマネジメント	人材のマネジメント	プロセスのマネジメント	変革へのIT活用度合	イテレーションの手段	仮説検証の手段	モジュール化の手段	顧客との価値共創の手段	サプライヤーとの協働の手段	改善型変革実行度合	再設計創造型変革実行度合	顧客の評価	財務的効果	3.5243362831858409	3.2155172413793087	3.3922413793103448	3.2844827586206899	3.3663793103448283	3.1007407407407399	2.239819004524886	2.3348214285714315	2.4642857142857135	2.4196428571428568	2.4292237442922371	3.2699849170437414	2.594896331738437	3.0590909090909091	3.009009009009008	









２つの分類ごとの平均値の差



		変数 ヘンスウ		価値増幅・非価値創発 カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ		非価値増幅・価値創発 ヒ カチ ゾウフク カチ キズ ハツ		価値増幅・価値創発 カチ ゾウフク カチ キズ ハツ		価値増幅・価値創発 カチ ゾウフク カチ キズ ハツ		価値増幅・価値創発 カチ ゾウフク カチ キズ ハツ

				ー非価値増幅・非価値創発 ヒ カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ		ー非価値増幅・非価値創発 ヒ カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ		ー価値増幅・非価値創発 カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ		ー非価値増幅・価値創発 ヒ カチ ゾウフク カチ キズ ハツ		ー非価値増幅・非価値創発 ヒ カチ ゾウフク ヒ カチ キズ ハツ

		事業戦略見直し度合 ジギョウ センリャク ミナオ ドア		.019		.136		.391*		.275		.411*

		価値観のマネジメント実施度合 ア		.109		.380		.398		.128		.507*

		組織のマネジメント実施度合 ア		.218		.227		.090		.081		.308*

		人材のマネジメント実施度合 ア		.301		.263		.075		.112		.376*

		プロセスのマネジメント実施度合 ア		.487*		.015		.026		.499*		.514*

		イテレーションの手段 シュダン		.401		.660*		.745*		.486*		1.146*

		仮説検証の手段 カセツ ケンショウ シュダン		.560*		.691*		.455		.324		1.015*

		モジュール化の手段 カ シュダン		.667*		.228		.088		.528*		.756*

		顧客との価値共創の手段 コキャク カチ トモ キズ シュダン		.469*		.452*		.240		.257		.709*

		サプライヤーとの協働の手段 キョウドウ シュダン		.176		.443		.425		.158		.601*

		変革へのIT活用度合 ドア		.156		-.015		.230		.401*		.386*

		改善型変革実行度合 ジッコウ ドア		.200		.132		.310		.378*		.510*

		再設計創造型変革実行度合 ジッコウ ドア		.116		.172		.436*		.380*		.552*

		顧客の評価		.566*		.366*		.125		.325		.691*

		財務的効果		.366		.478*		.205		.093		.571*

		*平均値の差は5%水準で有意 ヘイキンチ サ スイジュン ユウイ











２つの分類間の変革内容の遷移







		価値増幅 カチ ゾウフク		プロセスのマネジメント		事業戦略見直し度合 ジギョウ センリャク ミナオ ドア

				仮説検証 カセツ ケンショウ		イテレーション

				モジュール化 カ		再設計創造型変革 サイセッケイ ソウゾウ ガタ ヘンカク

				顧客との価値共創 コキャク カチ トモ キズ

				顧客の評価 コキャク ヒョウカ

						プロセスのマネジメント

						変革へのIT活用 ヘンカク カツヨウ

						イテレーション

						モジュール化 カ

						改善型変革 カイゼンガタ ヘンカク

						再設計創造型変革 サイセッケイ ソウゾウ ガタ ヘンカク



		非価値増幅 ヒ カチ ゾウフク				イテレーション

						仮説検証 カセツ ケンショウ

						顧客との価値共創 コキャク カチ トモ キズ

						顧客の評価 コキャク ヒョウカ

						財務的効果 ザイムテキ コウカ

				非価値創発 ヒ カチ キズ ハツ		価値創発 カチ キズ ハツ











変革のタイプと価値創造サイクルの対応



				創発サイクルを組み入れ キズ ハツ ク イ





				計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク		計画的かつ創発的変革 ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク

				計画的に ケイカクテキ		価値創発サイクルと カチ キズ ハツ

		計画的 ケイカクテキ		価値増幅サイクルを駆動 カチ ゾウフク クドウ		価値増幅サイクルを連動 カチ ゾウフク レンドウ

								計画的意図 ケイカクテキ イト

								に収斂 シュウレン

				現状の改善 ゲンジョウ カイゼン		創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク

						散発的に サンパツテキ

						価値創発サイクルを駆動 カチ キズ ハツ クドウ





						創発的 キズハツテキ







価値創造サイクルと変革事例 の対応



				コーラス		アジアンペインツ

				アルディ		テスコ

				SBI		BNPパリバ

				ウェルズファーゴ（SOA)		東京海上日動 トウキョウ カイジョウ ニチドウ



						セブンイレブン

				創発サイクルを組み入れ キズ ハツ ク イ

								GE

								ウェルズファーゴ（デジタル化） カ

				計画的変革 ケイカクテキ ヘンカク		計画的かつ創発的変革 ケイカクテキ キズハツテキ ヘンカク		グーグル

				計画的に ケイカクテキ		価値創発サイクルと カチ キズ ハツ

		計画的 ケイカクテキ		価値増幅サイクルを駆動 カチ ゾウフク クドウ		価値増幅サイクルを連動 カチ ゾウフク レンドウ

				戦略駆動型 センリャク クドウガタ		戦略駆動かつIT駆動型 センリャク クドウ クドウガタ

								計画的意図 ケイカクテキ イト

								に収斂 シュウレン

				現状の改善 ゲンジョウ カイゼン		創発的変革 キズ ハツ テキ ヘンカク

						散発的に サンパツテキ

						価値創発サイクルを駆動 カチ キズ ハツ クドウ

				人間系システム駆動型 ニンゲン ケイ クドウ ガタ		IT駆動型 クドウガタ		しまむら

								スタンダードライフ



						創発的 キズハツテキ

						ドミノピザ

						HSBC









価値創造サイクルの実行組織

						価値増幅サイクルの実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		価値創発サイクルの実行組織 カチ キズ ハツ ジッコウ ソシキ

		組織の位置づけ ソシキ イチ				既存事業遂行組織 キゾン ジギョウ スイコウ ソシキ		研究・開発組織 ケンキュウ カイハツ ソシキ

		価値連鎖上の機能分担 カチ レンサ ウエ キノウ ブンタン				商品・サービスの提供 ショウヒン テイキョウ		商品・サービスの開発 ショウヒン カイハツ

		価値連鎖の変革 カチ レンサ ヘンカク		これまでの役割 ヤクワリ		継続的な改善 ケイゾクテキ カイゼン		部分改良的な開発 ブブン カイリョウ テキ カイハツ



				価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルによる カチ ゾウフク		価値創発サイクルによる カチ キズ ハツ

				としての変革内容 ヘンカク ナイヨウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

						の再設計 サイセッケイ		ビジネスモデルの再設計・創造 サイセッケイ ソウゾウ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		実行組織の特性 ジッコウ ソシキ トクセイ		変革への意思 ヘンカク イシ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ







価値創造サイクルによる持続的成長

										実空間におけるイネーブラー ジツ クウカン

										（人間系システム） ニンゲン ケイ



												ブリッジ機能 キノウ



										価値増幅の場 カチ ゾウフク バ				価値創発の場 カチ キズ ハツ バ





														駆動 クドウ



		価値観 カチカン								価値創造サイクル カチ ソウゾウ								効果の創出 コウカ ソウシュツ

		（長期の戦略） チョウキ センリャク				方向づけ ホウコウ				（価値連鎖の持続的変革） カチ レンサ ジゾクテキ ヘンカク



		戦略設計図 センリャク セッケイズ								価値増幅サイクル カチ ゾウフク		実用化 ジツヨウカ		価値創発サイクル カチ キズ ハツ				財務：持続的成長 ザイム ジゾクテキ セイチョウ

		（新産業の姿） シン サンギョウ スガタ

																		顧客：顧客にとっての価値創造 コキャク コキャク カチ ソウゾウ

		ストレッチ戦略 センリャク

		（そのための										フィード						プロセス：品質・生産性・スピード ヒンシツ セイサン セイ

		コアコンピタンス）				合意形成 ゴウイ ケイセイ				商品・サービス ショウヒン		バック		商品・サービス ショウヒン

										提供サイクル テイキョウ				開発サイクル カイハツ				学習：知識創造 ガクシュウ チシキ ソウゾウ





														駆動 クドウ



										デジタル空間におけるイネーブラー クウカン

										（IT活用力） カツヨウ リョク



										サプライヤーとの協働のプラットフォーム キョウドウ



										モジュール化 カ				イテレーション



										顧客との価値共創のプラットフォーム コキャク カチ トモ キズ
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第1章：デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは
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情報サービス企業の戦略設計図

◆近視眼に陥らずに、将来の新産業像として戦略設計図を描くべき。

そのためには、先進情報サービス企業の戦略設計図が参考になる。

16

情報サービス企業の競争優位を生む価値観（戦略設計図）の特徴は、

・ゲットビッグファスト いち早くグローバルに通用する規模まで成長する
・ウィナーテイクスオール ある領域で勝ち残る1位か２位になる

・強みへの集中 コアコンピタンスの強化
・プラットフォームの掌握 エコシステムにおける自社の独自の位置づけの確立
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デジタル変革の戦略設計図

出所）筆者作成

ビジネス構成要素 技術ドリブン 顧客ドリブン システムドリブン

広くインターフェース 顧客に最高のもてなし 顧客サービスを統合し

を公開する を提供する オンリーワンの価値を提供する

技術を活かせる 趣向を凝らして 独自にデザインした仕組みによって

システムを整備する 環境を整える 顧客サービスと技術を統合する

独自の得意な技術を磨く あらゆる技術を 自社のために専用の技術

結集する を統合する

ストレッチ戦略 価値創発サイクルが主導 価値増幅サイクルが主導 ブリッジプロセスが主導

プラットフォームを掌握する エコシステムを形成する ブランド価値を生み出す

対象となる企業 水平分業型部品提供 水平分業型顧客価値形成 垂直統合型顧客価値形成

事例 グーグル アマゾン アップル

カスタマー

（顧客）

システム

（仕組み）

テクノロジー

（技術）


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なサービス部品を組み合わせて タヨウ ブヒン ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								独自のブランド価値を生み出す ドクジ カチ ウ ダ

								【デジタルサービス業】 ギョウ

								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の技術をブラックボックスとして ドクジ ギジュツ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス部品化し ブヒン カ

								専用の機能部品を供給 センヨウ キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ

												【デジタルサービス業】

								【デジタルソリューション】				【デジタルソリューション】





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分散 スイヘイ ブンサン



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





新産業像のタイプ

		ビジネス構成要素 コウセイ ヨウソ				技術ドリブン ギジュツ				顧客ドリブン コキャク				システムドリブン



						広くインターフェース ヒロ				顧客に最高のもてなし コキャク サイコウ				顧客サービスを統合し コキャク トウゴウ

						を公開する コウカイ				を提供する テイキョウ				オンリーワンの価値を提供する カチ テイキョウ







						技術を活かせる ギジュツ イ				趣向を凝らして シュコウ コ				独自にデザインした仕組みによって ドクジ シク

						システムを整備する セイビ				環境を整える カンキョウ トトノ				顧客サービスと技術を統合する コキャク ギジュツ トウゴウ







						独自の得意な技術を磨く ドクジ トクイ ギジュツ ミガ				あらゆる技術を ギジュツ				自社のために専用の技術 ジシャ センヨウ ギジュツ

										結集する ケッシュウ				を統合する トウゴウ





		ストレッチ戦略 センリャク				価値創発サイクルが主導 カチ ソウハツ シュドウ				価値増幅サイクルが主導 カチ ゾウフク シュドウ				ブリッジプロセスが主導 シュドウ

						プラットフォームを掌握する ショウアク				エコシステムを形成する ケイセイ				ブランド価値を生み出す カチ ウ ダ



		対象となる企業 タイショウ キギョウ				水平分業型部品提供 スイヘイ ブンギョウ ガタ ブヒン テイキョウ				水平分業型顧客価値形成 スイヘイ ブンギョウガタ コキャク カチ ケイセイ				垂直統合型顧客価値形成 スイチョク トウゴウガタ コキャク カチ ケイセイ

		事例 ジレイ				グーグル				アマゾン				アップル



カスタマー
（顧客）

システム
（仕組み）

テクノロジー
（技術）



投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







IDEO社の創発プロセス





																						アウトプット



						フェーズ０																実現可能性、

																						市場やユーザーに関する意見



						フェーズ１																大まかな3次元モデル、

																						製品の使用状況の理解、製品戦略の概要



						フェーズ２																機能モデルと疑似設計モデル





						フェーズ３																完全に機能する設計モデル、

																						ツール・データベース、技術文書



						フェーズ４																製品の正式な引き渡し









理解・観察





製品設計の実現可能性を判断するために、顧客と事業内容を理解する





視覚化・現実化





具体的なプロトタイプによって潜在的な解決策を視覚化し、製品の方向性を選択する





評価・精緻化





機能プロトタイプを開発し、技術的な問題やユーザーが直面する問題を解決する





詳細エンジニアリング





製品の設計を完了し、製品が機能すること、最終製品の製造性や性能を確認する





製造のための連携





製品が生産ラインに移行する中で、製造がスムーズに開始できるように、最終的なデザインに関する問題を解決する







データマイニングのプロセス

												CRISP-DM

																				業界、自社の状況を理解し、 ギョウカイ ジシャ ジョウキョウ リカイ

																				課題と目標を定義する カダイ モクヒョウ テイギ



																				データを収集し シュウシュウ

																				利用できるか吟味する リヨウ ギンミ



																				収集したデータを シュウシュウ

																				利用できる形に整形する リヨウ カタチ セイケイ



																				データを操作して結論を導く ソウサ ケツロン ミチビ

																				ためのモデルを作成する サクセイ



																				作成したモデルで目標を達成 サクセイ モクヒョウ タッセイ

																				できるかビジネス観点で評価する カンテン ヒョウカ



																				結果をビジネスに適用する ケッカ テキヨウ







ビジネスの理解





データの理解





データの準備





モデル作成





評価





展開







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント



						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



ステートストリートのSOA



				事業部門（利用者） ジギョウ ブモン リヨウシャ				デマンドマネジメントチーム				IT開発部門（供給者） カイハツ ブモン キョウキュウシャ

				ビジネスオーナー				共通サービス部品管理者・IT基盤管理者 キョウツウ ブヒン カンリシャ キバン カンリシャ				業務システム管理者 ギョウム カンリ シャ

		計画段階 ケイカク ダンカイ		・新規変革案件の起案 シンキ ヘンカク アンケン キアン				・全社のシステム化案件の需給管理 ゼンシャ カ アンケン ジュキュウ カンリ				・共通サービス部品を利用して キョウツウ ブヒン リヨウ

				（変革のビジネス要件定義） ヘンカク ヨウケン テイギ				・業務システムやIT基盤の供給方法を決定 ギョウム キバン キョウキュウ ホウホウ ケッテイ				　業務システムを構築 ギョウム コウチク

								・全社案件、事業部門横断案件、部門固有案件、 ゼンシャ アンケン ジギョウ ブモン オウダン アンケン ブモン コユウ アンケン

								　既存システム保守案件に分類 キゾン アンケン ブンルイ

								・案件マスターリストを作成 アンケン サクセイ





								PMO（プログラムマネジメントオフィス）

								全社のシステム化案件実行の集中管理 ゼンシャ カ アンケン ジッコウ シュウチュウ カンリ

								・マスターリストをもとに案件ポートフォリオ管理 アンケン カンリ

								・案件の優先順位を決定、リソースを再配分 アンケン ユウセン ジュンイ ケッテイ サイハイブン

		実行段階 ジッコウ ダンカイ		リレーションマネジャ				・案件ごとのプログラムマネジャをアサイン アンケン				ITマネジャ（共通サービス担当） キョウツウ タントウ

				・変革プログラムの実行管理 ヘンカク ジッコウ カンリ				・プログラムの立ち上げ、業務システム担当者を割当て タ ア ギョウム タントウシャ ワリアテ				・既存サービス部品の改訂 キゾン ブヒン カイテイ

								・プログラムの進捗を管理し、経営者に状況を報告 シンチョク カンリ ケイエイシャ ジョウキョウ ホウコク				・新規サービス部品の構築 シンキ ブヒン コウチク

								・プログラムの管理方法・指標を標準化して提供 カンリ ホウホウ シヒョウ ヒョウジュンカ テイキョウ





		標準化 ヒョウジュンカ						アーキテクチャオフィス

								全社のアーキテクチャ管理のための参照モデルの提示 ゼンシャ カンリ サンショウ テイジ

								・全体アーキテクチャの管理標準を策定 ゼンタイ カンリ ヒョウジュン サクテイ

								・全体アーキテクチャのブループリントを策定 ゼンタイ サクテイ





								CIO









SOAライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスの配備 ハイビ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





GEプレディックスプラットフォーム (2)

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







価値創造サイクルの実行組織









						デジタル・サービス・センター		デジタル・イノベーション・センター

						（DSC)の責任者 セキニンシャ		(DIC)の責任者 セキニンシャ

		組織の役割 ソシキ ヤクワリ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルと カチ ゾウフク		価値創発サイクル カチ キズ ハツ

				での位置づけ イチ		ブリッジプロセスの実行組織		の実行組織 ジッコウ ソシキ

		変革の内容 ヘンカク ナイヨウ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

				での変革内容 ヘンカク ナイヨウ		の実用化・利用・改訂 ジツヨウカ リヨウ カイテイ		ビジネスモデルの創発 ソウハツ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		組織の特性 ソシキ トクセイ		変革への指向性 ヘンカク シコウセイ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ





CIO/ CDO
（デジタル変革担当役員）



参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタル変革の選択肢

18

出所）筆者作成

企業の役割

最終製品や 垂直統合型顧客価値提供者 水平分業型顧客価値提供者
サービスの提供者 供給された部品を擦り合わせ 深い顧客理解に基づいて

オンリーワンの顧客価値を実現 多様なサービス部品を組み合わせて
擦り合わせをブラックボックス化し 統合された顧客経験価値を実現
独自のブランド価値を生み出す

【デジタルサービス業】
【デジタルソリューション】 【デジタルエコシステム】

部品や 統合されたサプライヤー サービス部品提供者
サービス機能の提供者 供給先の標準に基づいて 独自の技術をブラックボックスとして

供給先の要求するQCDを確保して サービス部品化し
専用の機能部品を供給 標準化されたインターフェースで提供

【デジタルサービス業】
【デジタルソリューション】 【デジタルソリューション】

企業の関係 垂直統合 水平分業

製品・サービスの構造 擦り合わせ型 モジュラー型


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なサービス部品を組み合わせて タヨウ ブヒン ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								独自のブランド価値を生み出す ドクジ カチ ウ ダ

								【デジタルサービス業】 ギョウ

								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の技術をブラックボックスとして ドクジ ギジュツ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス部品化し ブヒン カ

								専用の機能部品を供給 センヨウ キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ

												【デジタルサービス業】

								【デジタルソリューション】				【デジタルソリューション】





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分業 スイヘイ ブンギョウ



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





新産業像のタイプ

		ビジネス構成要素 コウセイ ヨウソ				技術ドリブン ギジュツ				顧客ドリブン コキャク				システムドリブン



						広くインターフェース ヒロ				顧客に最高のもてなし コキャク サイコウ				顧客サービスを統合し コキャク トウゴウ

						を公開する コウカイ				を提供する テイキョウ				オンリーワンの価値を提供する カチ テイキョウ







						技術を活かせる ギジュツ イ				趣向を凝らして シュコウ コ				独自にデザインした仕組みによって ドクジ シク

						システムを整備する セイビ				環境を整える カンキョウ トトノ				顧客サービスと技術を統合する コキャク ギジュツ トウゴウ







						独自の得意な技術を磨く ドクジ トクイ ギジュツ ミガ				あらゆる技術を ギジュツ				自社のために専用の技術 ジシャ センヨウ ギジュツ

										結集する ケッシュウ				を統合する トウゴウ





		ストレッチ戦略 センリャク				価値創発サイクルが主導 カチ ソウハツ シュドウ				価値増幅サイクルが主導 カチ ゾウフク シュドウ				ブリッジプロセスが主導 シュドウ

						プラットフォームを掌握する ショウアク				エコシステムを形成する ケイセイ				ブランド価値を生み出す カチ ウ ダ



		対象となる企業 タイショウ キギョウ				水平分業型部品提供 スイヘイ ブンギョウ ガタ ブヒン テイキョウ				水平分業型顧客価値形成 スイヘイ ブンギョウガタ コキャク カチ ケイセイ				垂直統合型顧客価値形成 スイチョク トウゴウガタ コキャク カチ ケイセイ

		事例 ジレイ				グーグル				アマゾン				アップル



カスタマー
（顧客）

システム
（仕組み）

テクノロジー
（技術）



投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







IDEO社の創発プロセス





																						アウトプット



						フェーズ０																実現可能性、

																						市場やユーザーに関する意見



						フェーズ１																大まかな3次元モデル、

																						製品の使用状況の理解、製品戦略の概要



						フェーズ２																機能モデルと疑似設計モデル





						フェーズ３																完全に機能する設計モデル、

																						ツール・データベース、技術文書



						フェーズ４																製品の正式な引き渡し









理解・観察





製品設計の実現可能性を判断するために、顧客と事業内容を理解する





視覚化・現実化





具体的なプロトタイプによって潜在的な解決策を視覚化し、製品の方向性を選択する





評価・精緻化





機能プロトタイプを開発し、技術的な問題やユーザーが直面する問題を解決する





詳細エンジニアリング





製品の設計を完了し、製品が機能すること、最終製品の製造性や性能を確認する





製造のための連携





製品が生産ラインに移行する中で、製造がスムーズに開始できるように、最終的なデザインに関する問題を解決する







データマイニングのプロセス

												CRISP-DM

																				業界、自社の状況を理解し、 ギョウカイ ジシャ ジョウキョウ リカイ

																				課題と目標を定義する カダイ モクヒョウ テイギ



																				データを収集し シュウシュウ

																				利用できるか吟味する リヨウ ギンミ



																				収集したデータを シュウシュウ

																				利用できる形に整形する リヨウ カタチ セイケイ



																				データを操作して結論を導く ソウサ ケツロン ミチビ

																				ためのモデルを作成する サクセイ



																				作成したモデルで目標を達成 サクセイ モクヒョウ タッセイ

																				できるかビジネス観点で評価する カンテン ヒョウカ



																				結果をビジネスに適用する ケッカ テキヨウ







ビジネスの理解





データの理解





データの準備





モデル作成





評価





展開







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント



						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



ステートストリートのSOA



				事業部門（利用者） ジギョウ ブモン リヨウシャ				デマンドマネジメントチーム				IT開発部門（供給者） カイハツ ブモン キョウキュウシャ

				ビジネスオーナー				共通サービス部品管理者・IT基盤管理者 キョウツウ ブヒン カンリシャ キバン カンリシャ				業務システム管理者 ギョウム カンリ シャ

		計画段階 ケイカク ダンカイ		・新規変革案件の起案 シンキ ヘンカク アンケン キアン				・全社のシステム化案件の需給管理 ゼンシャ カ アンケン ジュキュウ カンリ				・共通サービス部品を利用して キョウツウ ブヒン リヨウ

				（変革のビジネス要件定義） ヘンカク ヨウケン テイギ				・業務システムやIT基盤の供給方法を決定 ギョウム キバン キョウキュウ ホウホウ ケッテイ				　業務システムを構築 ギョウム コウチク

								・全社案件、事業部門横断案件、部門固有案件、 ゼンシャ アンケン ジギョウ ブモン オウダン アンケン ブモン コユウ アンケン

								　既存システム保守案件に分類 キゾン アンケン ブンルイ

								・案件マスターリストを作成 アンケン サクセイ





								PMO（プログラムマネジメントオフィス）

								全社のシステム化案件実行の集中管理 ゼンシャ カ アンケン ジッコウ シュウチュウ カンリ

								・マスターリストをもとに案件ポートフォリオ管理 アンケン カンリ

								・案件の優先順位を決定、リソースを再配分 アンケン ユウセン ジュンイ ケッテイ サイハイブン

		実行段階 ジッコウ ダンカイ		リレーションマネジャ				・案件ごとのプログラムマネジャをアサイン アンケン				ITマネジャ（共通サービス担当） キョウツウ タントウ

				・変革プログラムの実行管理 ヘンカク ジッコウ カンリ				・プログラムの立ち上げ、業務システム担当者を割当て タ ア ギョウム タントウシャ ワリアテ				・既存サービス部品の改訂 キゾン ブヒン カイテイ

								・プログラムの進捗を管理し、経営者に状況を報告 シンチョク カンリ ケイエイシャ ジョウキョウ ホウコク				・新規サービス部品の構築 シンキ ブヒン コウチク

								・プログラムの管理方法・指標を標準化して提供 カンリ ホウホウ シヒョウ ヒョウジュンカ テイキョウ





		標準化 ヒョウジュンカ						アーキテクチャオフィス

								全社のアーキテクチャ管理のための参照モデルの提示 ゼンシャ カンリ サンショウ テイジ

								・全体アーキテクチャの管理標準を策定 ゼンタイ カンリ ヒョウジュン サクテイ

								・全体アーキテクチャのブループリントを策定 ゼンタイ サクテイ





								CIO









SOAライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスの配備 ハイビ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





GEプレディックスプラットフォーム (2)

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







価値創造サイクルの実行組織









						デジタル・サービス・センター		デジタル・イノベーション・センター

						（DSC)の責任者 セキニンシャ		(DIC)の責任者 セキニンシャ

		組織の役割 ソシキ ヤクワリ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルと カチ ゾウフク		価値創発サイクル カチ キズ ハツ

				での位置づけ イチ		ブリッジプロセスの実行組織		の実行組織 ジッコウ ソシキ

		変革の内容 ヘンカク ナイヨウ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

				での変革内容 ヘンカク ナイヨウ		の実用化・利用・改訂 ジツヨウカ リヨウ カイテイ		ビジネスモデルの創発 ソウハツ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		組織の特性 ソシキ トクセイ		変革への指向性 ヘンカク シコウセイ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ





CIO/ CDO
（デジタル変革担当役員）



参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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第1章：デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは

第2章：価値創造サイクルによるデジタル変革の実践

第3章：デジタル変革の戦略設計図

第4章：デジタル変革のプロセスマネジメント

第5章：デジタル変革の組織と人材のマネジメント

第6章：デジタル投資のマネジメント

第7章：デジタル変革マネジメントの全体像
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デジタル変革のプロセスマネジメント

◆デジタル変革の実行プロセスは

・価値創発サイクル

・価値増幅サイクル

・価値創発と価値増幅を繋ぐブリッジプロセス

◆価値創発サイクルを単なるアジャイル開発プロジェクトにするな。

発散的サイクル、試行的サイクル、収束的サイクルの３つを区別する。

◆デジタル変革の効果創出は、実用化のためのブリッジプロセスとビジネス現

場での価値増幅サイクルにかかっている。

20
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実用化へ 収束仮説

試行仮説

発散仮説

合否判定 取捨選択 取捨選択 状況設定/ Poｃ デジタル 試作品作成
課題設定 （モックアップ） プロトタイプ （パイロット）

顧客意見吸収

顧客要望反映

顧客による検証

デジタル変革のための価値創発サイクル

出所）筆者作成

価値創発サイクルの第1段階では、なるべく多くの発散的な仮説を試し、
第２段階では、その中から試行する価値のある仮説を選んで具体化し、

第３段階では、実用化候補に絞って実用可能性を検証する。
各段階で棄却された仮説や検討結果は経験知として蓄積する。


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						正確性リスク セイカクセイ

		・投資方法選択 トウシ ホウホウ センタク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		・ステージゲート管理 カンリ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創発の推進 カチ ソウハツ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



投資ポートフォリオ

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ







ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

中核事業投資



投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成
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						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

共通サービス設計

共通サービスの承認

共通サービスの公表

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント

						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの想起

新が持つ不確実性の低減



参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタル変革のためのブリッジプロセス

出所）筆者作成

ブリッジプロセスでは、新たな共通サービス部品の実用化にむけて、
試作品の実用化サービスへの洗練作業と並行して、新サービスを

組み込んだ業務プロセス、新組織体制、サービス提供基盤の準備を行う。

実用化の
同時並行
プロセス

業務プロセス定義 業務手順整備 トレーニング・移行準備

実用化サービス設計 実用化サービス改訂 共通サービス承認

サービス基盤設計 サービス基盤構築 導入テスト

組織設計 アナウンス・組織編成 意識改革・教宣

デザイン 実用化 準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入 定着


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・投資方法選択 トウシ ホウホウ センタク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		・ステージゲート管理 カンリ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創発の推進 カチ ソウハツ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



投資ポートフォリオ

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ







ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

中核事業投資



投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント

						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なサービス部品を組み合わせて タヨウ ブヒン ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								独自のブランド価値を生み出す ドクジ カチ ウ ダ

								【デジタルサービス業】 ギョウ

								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の技術をブラックボックスとして ドクジ ギジュツ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス部品化し ブヒン カ

								専用の機能部品を供給 センヨウ キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ

												【デジタルサービス業】

								【デジタルソリューション】				【デジタルソリューション】





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分業 スイヘイ ブンギョウ



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





新産業像のタイプ

		ビジネス構成要素 コウセイ ヨウソ				技術ドリブン ギジュツ				顧客ドリブン コキャク				システムドリブン



						広くインターフェース ヒロ				顧客に最高のもてなし コキャク サイコウ				顧客サービスを統合し コキャク トウゴウ

						を公開する コウカイ				を提供する テイキョウ				オンリーワンの価値を提供する カチ テイキョウ







						技術を活かせる ギジュツ イ				趣向を凝らして シュコウ コ				独自にデザインした仕組みによって ドクジ シク

						システムを整備する セイビ				環境を整える カンキョウ トトノ				顧客サービスと技術を統合する コキャク ギジュツ トウゴウ







						独自の得意な技術を磨く ドクジ トクイ ギジュツ ミガ				あらゆる技術を ギジュツ				自社のために専用の技術 ジシャ センヨウ ギジュツ

										結集する ケッシュウ				を統合する トウゴウ





		ストレッチ戦略 センリャク				価値創発サイクルが主導 カチ ソウハツ シュドウ				価値増幅サイクルが主導 カチ ゾウフク シュドウ				ブリッジプロセスが主導 シュドウ

						プラットフォームを掌握する ショウアク				エコシステムを形成する ケイセイ				ブランド価値を生み出す カチ ウ ダ



		対象となる企業 タイショウ キギョウ				水平分業型部品提供 スイヘイ ブンギョウ ガタ ブヒン テイキョウ				水平分業型顧客価値形成 スイヘイ ブンギョウガタ コキャク カチ ケイセイ				垂直統合型顧客価値形成 スイチョク トウゴウガタ コキャク カチ ケイセイ

		事例 ジレイ				グーグル				アマゾン				アップル



カスタマー
（顧客）

システム
（仕組み）

テクノロジー
（技術）



投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ

										ハードル		資金調達方法 シキン チョウタツ ホウホウ

										レート

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ		低い ヒク



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ						高い タカ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE

内部資金

外部資金



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







IDEO社の創発プロセス





																						アウトプット



						フェーズ０																実現可能性、

																						市場やユーザーに関する意見



						フェーズ１																大まかな3次元モデル、

																						製品の使用状況の理解、製品戦略の概要



						フェーズ２																機能モデルと疑似設計モデル





						フェーズ３																完全に機能する設計モデル、

																						ツール・データベース、技術文書



						フェーズ４																製品の正式な引き渡し









理解・観察





製品設計の実現可能性を判断するために、顧客と事業内容を理解する





視覚化・現実化





具体的なプロトタイプによって潜在的な解決策を視覚化し、製品の方向性を選択する





評価・精緻化





機能プロトタイプを開発し、技術的な問題やユーザーが直面する問題を解決する





詳細エンジニアリング





製品の設計を完了し、製品が機能すること、最終製品の製造性や性能を確認する





製造のための連携





製品が生産ラインに移行する中で、製造がスムーズに開始できるように、最終的なデザインに関する問題を解決する







データマイニングのプロセス

												CRISP-DM

																				業界、自社の状況を理解し、 ギョウカイ ジシャ ジョウキョウ リカイ

																				課題と目標を定義する カダイ モクヒョウ テイギ



																				データを収集し シュウシュウ

																				利用できるか吟味する リヨウ ギンミ



																				収集したデータを シュウシュウ

																				利用できる形に整形する リヨウ カタチ セイケイ



																				データを操作して結論を導く ソウサ ケツロン ミチビ

																				ためのモデルを作成する サクセイ



																				作成したモデルで目標を達成 サクセイ モクヒョウ タッセイ

																				できるかビジネス観点で評価する カンテン ヒョウカ



																				結果をビジネスに適用する ケッカ テキヨウ







ビジネスの理解





データの理解





データの準備





モデル作成





評価





展開







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント



						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



データガバナンスDAMA

		DAMA International DMBOK



				データガバナンス				データ管理全般の計画策定、機能設置と運営、教育 カンリ ゼンパン ケイカク サクテイ キノウ セッチ ウンエイ キョウイク



				データアーキテクチャ管理 カンリ				高品質データ提供の計画策定、共通要求定義、概念データモデル定義 コウヒンシツ テイキョウ ケイカク サクテイ キョウツウ ヨウキュウ テイギ ガイネン テイギ



				データ開発管理 カイハツ カンリ				個別システムの要求定義とデータモデル作成 コベツ ヨウキュウ テイギ サクセイ

								物理データベースの設計・導入・維持 ブツリ セッケイ ドウニュウ イジ



				データオペレーション管理 カンリ				物理データベースの運用、可用性や性能レベルの定義・維持 ブツリ ウンヨウ カヨウセイ セイノウ テイギ イジ



				データセキュリティ管理 カンリ				データセキュリティ基本方針策定、アクセス管理 キホン ホウシン サクテイ カンリ

								データに関する機密性、完全性、可用性の確保 カン キミツセイ カンゼンセイ カヨウセイ カクホ



				リファンレンスデータ・				リファレンスデータの定義・管理 テイギ カンリ

				マスターデータ管理 カンリ				マスターデータの定義・管理 テイギ カンリ



				データウェアハウス・BI管理 カンリ				データウェアハウスとBIの導入、パフォーマンス監視、調整 ドウニュウ カンシ チョウセイ



				ドキュメント・コンテンツ管理 カンリ				文書情報のバックアップ、リカバリー、破棄 ブンショ ジョウホウ ハキ

								コンテンツの定義、文書化、索引化 テイギ ブンショカ サクイン カ



				メタデータ管理 カンリ				メタデータの定義、メタデータリポジトリーの維持・管理 テイギ イジ カンリ



				データ品質管理 ヒンシツ カンリ				データ品質管理プロセス設計・導入 ヒンシツ カンリ セッケイ ドウニュウ

								品質評価指標とサービスレベルの設定・評価、欠陥の排除・訂正 ヒンシツ ヒョウカ シヒョウ セッテイ ヒョウカ ケッカン ハイジョ テイセイ

								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





クラウドソーシングの進化

				標準化・集約化 ヒョウジュンカ シュウヤクカ		仮想化 カソウカ		クラウドシフト		クラウド最適化 サイテキカ		クラウドネイティブ



				自社内のリソース利用 ジシャ ナイ リヨウ				IaaS（インフラサービス）		PaaS（プラットフォームサービス）



		コスト

		削減 サクゲン













												開発スピード カイハツ

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ



クラウド環境
での開発

ミドルウェアの
クラウド化

IT基盤の
クラウド化

既存IT資産の
仮想化

既存IT基盤の
標準化・集約化



ステートストリートのSOA



				事業部門（利用者） ジギョウ ブモン リヨウシャ				デマンドマネジメントチーム				IT開発部門（供給者） カイハツ ブモン キョウキュウシャ

				ビジネスオーナー				共通サービス部品管理者・IT基盤管理者 キョウツウ ブヒン カンリシャ キバン カンリシャ				業務システム管理者 ギョウム カンリ シャ

		計画段階 ケイカク ダンカイ		・新規変革案件の起案 シンキ ヘンカク アンケン キアン				・全社のシステム化案件の需給管理 ゼンシャ カ アンケン ジュキュウ カンリ				・共通サービス部品を利用して キョウツウ ブヒン リヨウ

				（変革のビジネス要件定義） ヘンカク ヨウケン テイギ				・業務システムやIT基盤の供給方法を決定 ギョウム キバン キョウキュウ ホウホウ ケッテイ				　業務システムを構築 ギョウム コウチク

								・全社案件、事業部門横断案件、部門固有案件、 ゼンシャ アンケン ジギョウ ブモン オウダン アンケン ブモン コユウ アンケン

								　既存システム保守案件に分類 キゾン アンケン ブンルイ

								・案件マスターリストを作成 アンケン サクセイ





								PMO（プログラムマネジメントオフィス）

								全社のシステム化案件実行の集中管理 ゼンシャ カ アンケン ジッコウ シュウチュウ カンリ

								・マスターリストをもとに案件ポートフォリオ管理 アンケン カンリ

								・案件の優先順位を決定、リソースを再配分 アンケン ユウセン ジュンイ ケッテイ サイハイブン

		実行段階 ジッコウ ダンカイ		リレーションマネジャ				・案件ごとのプログラムマネジャをアサイン アンケン				ITマネジャ（共通サービス担当） キョウツウ タントウ

				・変革プログラムの実行管理 ヘンカク ジッコウ カンリ				・プログラムの立ち上げ、業務システム担当者を割当て タ ア ギョウム タントウシャ ワリアテ				・既存サービス部品の改訂 キゾン ブヒン カイテイ

								・プログラムの進捗を管理し、経営者に状況を報告 シンチョク カンリ ケイエイシャ ジョウキョウ ホウコク				・新規サービス部品の構築 シンキ ブヒン コウチク

								・プログラムの管理方法・指標を標準化して提供 カンリ ホウホウ シヒョウ ヒョウジュンカ テイキョウ





		標準化 ヒョウジュンカ						アーキテクチャオフィス

								全社のアーキテクチャ管理のための参照モデルの提示 ゼンシャ カンリ サンショウ テイジ

								・全体アーキテクチャの管理標準を策定 ゼンタイ カンリ ヒョウジュン サクテイ

								・全体アーキテクチャのブループリントを策定 ゼンタイ サクテイ





								CIO









SOAライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスの配備 ハイビ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





DevOps









		プロセス



		主体 シュ タイ				開発・運用部門 カイハツ ウンヨウ ブモン				開発部門 カイハツ ブモン														運用部門 ウンヨウ ブモン



		環境 カンキョウ				開発環境・保守環境 カイハツ カンキョウ ホシュ カンキョウ																		本番環境 ホンバン カンキョウ



		機能 キノウ				プランニング				継続的インテグレーション ケイゾクテキ								継続的デリバリー ケイゾクテキ										オペレーション

						・要求管理 ヨウキュウ カンリ				・コード解析 カイセキ		・自動ビルド ジドウ		・自動テスト ジドウ						・オーケストレーション								＆モニタリング

						・進捗管理 シンチョク カンリ				・総合開発管理 ソウゴウ カイハツ カンリ		・バージョン管理 カンリ		・カバレッジ						・自動デプロイ ジドウ								・総合監視 ソウゴウ カンシ

						・課題管理 カダイ カンリ														・構成管理 コウセイ カンリ								・ログ収集 シュウシュウ

						・ナレッジ管理 カンリ														・環境構築自動化 カンキョウ コウチク ジドウカ								・障害管理 ショウガイ カンリ

																								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ



計画

開発

UT

デプロイ

IT/ ST

リリース

運用

ビルド



人間中心設計



												ISO13407（JIS Z 8530）







































														（出所）NRI CIOハンドブック2018より シュッショ







利用状況の把握と明示





ユーザー要求分析手法





設計による解決策の作成





デザインの作り込み手法





要求事項に対する設計の評価





デザインの妥当性評価手法





ユーザーと組織の要求事項の明示





ユーザー要求のシステム要求変換手法





アンケート、インタビュー、フォーカスグループ、フィールド調査、エスノグラフィー





ユースケース図、ペルソナ、シナリオベースデザイン、ペーパープロトタイピング





対話の原則、対話設計の８黄金律、難作業簡単化の7原則





チェックリスト、ユーザービリティテスト、ヒューリスティック評価、ウォークスルー、プロトコル解析、パフォーマンステスト、操作ロギング





人間中心設計の必要性の特定

ユーザーと組織の要求事項の満足



GEプレディックスプラットフォーム (2)

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







情報セキュリティ管理全体図

				PLAN				DO												CHECK



				全社セキュリティ統括機能 ゼンシャ トウカツ キノウ



				・ポリシー・ルール策定 サクテイ				・情報セキュリティ教育・啓発 ジョウホウ キョウイク ケイハツ														・セキュリティリスクアセスメント

				・予算立案・策定 ヨサン リツアン サクテイ				・情報セキュリティ人材確保・育成 ジョウホウ ジンザイ カクホ イクセイ														・セキュリティ監査 カンサ

								・対策技術・脆弱性情報の収集・発信 タイサク ギジュツ ゼイジャクセイ ジョウホウ シュウシュウ ハッシン





				セキュリティの全体企画 ゼンタイ キカク				個別システムの導入・運用 コベツ ドウニュウ ウンヨウ														事故・事象発生時の対応 ジコ ジショウ ハッセイ ジ タイオウ



				・セキュリティ要求事項定義 ヨウキュウ ジコウ テイギ				・セキュリティ仕様の評価・改善 シヨウ ヒョウカ カイゼン														・予兆監視・分析 ヨチョウ カンシ ブンセキ

				・セキュリティ対策の企画 タイサク キカク				・セキュリティ基盤設計・開発 キバン セッケイ カイハツ														・インシデント管理統括 カンリ トウカツ

								・セキュリティ運用 ウンヨウ

																				SIRT機能 キノウ

		情報セキュリティデザイン機能 ジョウホウ キノウ																		（インシデント・レスポンス・チーム）

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





価値創造サイクルの実行組織









						デジタル・サービス・センター		デジタル・イノベーション・センター

						（DSC)の責任者 セキニンシャ		(DIC)の責任者 セキニンシャ

		組織の役割 ソシキ ヤクワリ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルと カチ ゾウフク		価値創発サイクル カチ キズ ハツ

				での位置づけ イチ		ブリッジプロセスの実行組織		の実行組織 ジッコウ ソシキ

		変革の内容 ヘンカク ナイヨウ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

				での変革内容 ヘンカク ナイヨウ		の実用化・利用・改訂 ジツヨウカ リヨウ カイテイ		ビジネスモデルの創発 ソウハツ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		組織の特性 ソシキ トクセイ		変革への指向性 ヘンカク シコウセイ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ





CIO/ CDO
（デジタル変革担当役員）



参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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ITのマネジメントサ
イクル

Define
問題定義

目標設定

【価値増幅サイクル】

インテリジェンスサービス

プロセスサービス

データサービス

Improve
創出／改良

情報化

ロジック化

Control
評価

Measure
実態把握

現状把握

業務分析
効果測定

Analyze
根本原因分析

課題抽出

要件分析
データ化

システム化

Implement
適用

可視化

本質化

モデル化

利用

可能化

計測

可能化

出所）シックス・シグマの枠組みを筆者が拡張

デジタル変革のための価値増幅サイクル
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第1章：デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは

第2章：価値創造サイクルによるデジタル変革の実践

第3章：デジタル変革の戦略設計図

第4章：デジタル変革のプロセスマネジメント

第5章：デジタル変革の組織と人材のマネジメント

第6章：デジタル投資のマネジメント

第7章：デジタル変革マネジメントの全体像
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デジタル変革の組織と人材

◆情報サービス業の高業績を生み出す組織の特徴（拡張された組織IQ）

◆デジタル変革に求められる人材

26

・外部情報認識 外部環境の変化の予兆を捉える、外部のシーズを探知する
・内部知識発信 エコシステム構成者間のバウンダリーレスな情報・知識共有

・効果的な意思決定機構 フラットな経営組織とチームへの権限移譲
・組織フォーカス ミッションが明確で自律的なチーム

・絶えざる革新 知識創造サイクルの駆動

・STEMの専門性
・特定ビジネスの本質の理解

・手づくりの創造性
・変革チームリーダー

・複数の強みを持つ多様な人材の協働
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サービス開発者

サービス実用化サービス導入

ブリッジプロセス

デジタル変革の推進体制

継続的な

人材交

流

価値創
発プロジ
ェクト

サービスガ
バナンス

全体アーキテクチャビジネスデザイン

全体プロ

デュース

QCD

確保

戦略整

合化

価値創発人材

事業部門

現場の
価値増
幅サイク

ル

変革実行人材

戦略設計図

マネジメント
サポート

エンジニアリング
サポート

変革実行支援

共通サービス部品の提供

統制

出所）筆者作成
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デジタル変革を支える組織と人材構成

28

出所）筆者作成

●　●　●

・サービスガバナンス担当
・ビジネスデザイン担当
・全体アーキテクチャ担当
・サービス基盤提供担当

・プロジェクトリーダー ・プロジェクトリーダー ・プロジェクトリーダー
・ユーザーニーズ担当 ・ユーザーニーズ担当 ・ユーザーニーズ担当
・製品要素技術担当 ・データ分析技術担当 ・コラボラティブ開発担当
・プロトタイピング担当 ・AI技術担当 ・モデリング担当

ブリッジプロセ
ス担当

サービス部品の
加工・改訂担当

製品・装置創発
プロジェクト

データ分析・AI創
発プロジェクト

業務プロセス創発
プロジェクト

試作品製作担当 データ準備・
データ加工担当

試作プロセスア
ジャイル開発担当

価値増幅実行組織 価値増幅実行組織

既存プロセ
ス改善担当

既存プロセ
ス改善担当 マネジメントサポート

担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサ
ポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価
値
増
幅

ブ
リ
ッ
ジ

価
値
創
発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サ
ポ
ー
ト
提
供


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						正確性リスク セイカクセイ

		・投資方法選択 トウシ ホウホウ センタク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		・ステージゲート管理 カンリ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創発の推進 カチ ソウハツ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



投資ポートフォリオ

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド				変革投資方法の選択肢 ヘンカク トウシ ホウホウ センタクシ								クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ







ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

中核事業投資



投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の漢族度・再利用意向・推奨意向 コキャク カンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





アーキテクチャマネジメント

						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント
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参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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第1章：デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）とは

第2章：価値創造サイクルによるデジタル変革の実践

第3章：デジタル変革の戦略設計図

第4章：デジタル変革のプロセスマネジメント

第5章：デジタル変革の組織と人材のマネジメント

第6章：デジタル投資のマネジメント

第7章：デジタル変革マネジメントの全体像
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デジタル投資のポートフォリオ管理の考え方

出所）筆者作成

強みの
拡張 代替事業投資 知識獲得投資

新ビジネス
新製品 強みの

新プロセス 強化 次期中核事業投資 先への備え投資

不確実性小 不確実性大
新技術

新業務
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・IT基盤整備

・増力化化投資
・効率化投資

インフラ整備投資
・ケイパビリティ強化
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デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・投資方法選択 トウシ ホウホウ センタク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		・ステージゲート管理 カンリ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ

				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なコンテンツを組み合わせて タヨウ ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								他社への移植を可能にする タシャ イショク カノウ



								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				コンテンツプロバイダー

				コンテンツの提供者 テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の機能をブラックボックスとして ドクジ キノウ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービスコンテンツ化し カ

								純正機能部品を供給 キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ



								【継続的改善】 ケイゾクテキ カイゼン				【デジタルサービス業】 ギョウ





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分散 スイヘイ ブンサン



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ
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デジタル変革ナレッジ
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新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタル投資案件のステージゲート管理

出所）筆者作成
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代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・投資方法選択 トウシ ホウホウ センタク								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		・ステージゲート管理 カンリ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ



												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ

				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なコンテンツを組み合わせて タヨウ ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								他社への移植を可能にする タシャ イショク カノウ



								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				コンテンツプロバイダー

				コンテンツの提供者 テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の機能をブラックボックスとして ドクジ キノウ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービスコンテンツ化し カ

								純正機能部品を供給 キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ



								【継続的改善】 ケイゾクテキ カイゼン				【デジタルサービス業】 ギョウ





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分散 スイヘイ ブンサン



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント

						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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デジタル変革の成果評価

◆デジタル変革の成果はエコシステムバランススコアカードとして評価する
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財務的業績

顧客価値創造

プロセス性能向上

知識創造

•エコシステム全体としての
収益創出と参加者への分配

•顧客にとっての機能的価値
と意味的価値の増大

•ビジネスプロセスのQCD（品
質・コスト・スピード）

•知識創造サイクルの駆動に
よる形式知と暗黙知の形成

出所）筆者作成


変革のまとめ（製造業）

		【事例企業】 ジレイ キギョウ		コーラス（英国） エイコク		ドミノピザ（アメリカ）		アジアンペインツ（インド）

				製鉄業 セイテツギョウ		外食（ピザ宅配） ガイショク タクハイ		塗料製造 トリョウ セイゾウ

		【動機】 ドウキ

		戦略駆動 センリャク クドウ		・海軍向けの高性能な新鋼材を顧客と協力して開発 カイグン ム タカ セイノウ シン コウザイ コキャク キョウリョク カイハツ		・商品の評判の低下と顧客の嗜好の変化に対応して ショウヒン ヒョウバン テイカ コキャク シコウ ヘンカ タイオウ		・製品（塗料）の製造から セイヒン トリョウ セイゾウ

				・多くの顧客への高性能製品の拡販 オオ コキャク コウセイノウ セイヒン カクハン		ピザ再生キャンペーンを実施 サイセイ ジッシ		消費者向けペイントソリューションの提供へ転換 ショウヒシャ ム テイキョウ テンカン



		ＩＴ駆動 クドウ				・モバイル端末とソーシャルメディアを活用した タンマツ カツヨウ		・SAP製品を中心としたＩＴソリューションによる セイヒン チュウシン

						顧客経験価値の向上 コキャク ケイケン カチ コウジョウ		サービス基盤の構築 キバン コウチク



		【変革内容】 ヘンカク ナイヨウ		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン		【製品・サービス】 セイヒン

		・製品・サービス セイヒン		・英国海軍の要求に応える高性能な鋼材の供給 エイコク カイグン ヨウキュウ コタ セイノウ コウザイ キョウキュウ		・ピザのレシピを抜本的に見直し バッポンテキ ミナオ		・多彩な色合いのペイントを品揃え タサイ イロア シナゾロ

		・業務プロセス ギョウム		とロイズからの供給認可の取得 キョウキュウ ニンカ シュトク		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン		・住宅向けカラーコンサルティングサービス ジュウタク ム

		・ビジネス・		【業務プロセス】 ギョウム		【業務プロセス】 ギョウム		・革新的カラーコンセプトの提案 カクシンテキ テイアン

		モデル		・小規模バッチ製造による製品テストの繰り返し ショウキボ セイゾウ セイヒン ク カエ		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ		【業務プロセス】 ギョウム

				・化学組成、スケジュール、再加熱、冷却スピード、 カガク ソセイ サイカネツ レイキャク		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン		・専門家によるインテリアデザインと センモンカ

				追加加熱の各要素の鋼材品質への影響分析 ツイカ カネツ カク ヨウソ コウザイ ヒンシツ エイキョウ ブンセキ		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ		住宅のカラー提案のプロセス ジュウタク テイアン

				・カイゼン活動による待ち時間、過剰工程、 カツドウ マ ジカン カジョウ コウテイ		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ		・ディーラーからの受注を受注センターに集中化し ジュチュウ シュウチュウカ

				過剰生産、無駄な動作、在庫、運搬、製造ロスの削減 ムダ ドウサ ザイコ ウンパン セイゾウ サクゲン		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ		サービス向上と営業効率向上を実現 コウジョウ エイギョウ コウリツ コウジョウ ジツゲン

				・リーン生産方式による無駄の削減と製造コスト低減 セイサン ホウシキ ムダ サクゲン セイゾウ テイゲン		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ		・サプライヤーや下請け業者とのBtoB連携ポータル シタウ ギョウシャ

				・JIT方式による顧客への素材の適時適量供給 ホウシキ コキャク ソザイ テキジ テキリョウ キョウキュウ		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ		【ビジネスモデル】

				・JIT方式によるサプライヤーからの原材料調達 ゲンザイリョウ チョウタツ		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン		・ＢtoBの製品提供モデルから セイヒン テイキョウ

				【ビジネスモデル】		【ビジネスモデル】		BtoBtoCのサービス提供モデルへ テイキョウ

				・製品開発段階からの顧客との価値共創 セイヒン カイハツ ダンカイ コキャク カチ トモ キズ		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【変革経緯】 ヘンカク ケイイ		2000 英国海軍駆逐艦用鋼材の供給を失注 エイコク カイグン クチクカン ヨウ コウザイ キョウキュウ シッ チュウ		2009　30名のＩＴ専門家を採用 メイ センモンカ サイヨウ		・1990-1999　

				　　　　この間継続的改善プロセスを実施 カン ケイゾクテキ カイゼン ジッシ		2010　ピザ再生キャンペーン開始 サイセイ カイシ		消費者向けソリューション提供能力の整備 ショウヒシャ ム テイキョウ ノウリョク セイビ

				2007　Tata Steelにより買収される バイシュウ		　　　　デジタル広告代理店を起用 コウコク ダイリテン キヨウ		・2000-2003　

				2008 英国海軍空母用鋼材の供給を受注 エイコク カイグン クウボ ヨウ コウザイ キョウキュウ ジュチュウ		2013 モバイル端末からの注文が35％に達する タンマツ チュウモン タッ		ERP/SCM/CRMによるソリューション提供力の強化 テイキョウ キョウカ

				2014 英国空母就航 エイコク クウボ シュウコウ				・2004-現在　さらなるソリューションの高付加価値化 ゲンザイ コウフカ カチ カ

		【イネ―ブラー】

		・価値観 カチカン		・モットーは「学び、共有し、啓発する」 マナ キョウユウ ケイハツ		・顧客から見た透明性の向上を重視 コキャク ミ トウメイセイ コウジョウ ジュウシ		・トップによる明確な変革へのビジョンと メイカク ヘンカク

		・組織 ソシキ		・現場の改善チームが情報を共有し連携し合う ゲンバ カイゼン ジョウホウ キョウユウ レンケイ ア		・商品品質の刷新を約束し着実に実行 ショウヒン ヒンシツ サッシン ヤクソク チャクジツ ジッコウ		実現ステップの提示 ジツゲン テイジ

		・人材 ジンザイ		・技術と専門家のノウハウを学ぶための ギジュツ センモンカ マナ		・顧客への率直なメッセージの発信 コキャク ソッチョク ハッシン		・事業部門とＩＴ部門との経営者レベルの密接な連携 ジギョウ ブモン ブモン ケイエイシャ

		・プロセス		研修機会と研修プログラムを整備 セイビ		・統合されたメディアミックスマーケティング トウゴウ		・ＩＴ部門の豊富なビジネス経験 ブモン ホウフ ケイケン

		・ＩＴ活用力 カツヨウ リョク		・製品の開発における顧客との価値共創プロセス セイヒン カイハツ コキャク カチ トモ キズ		【ＩＴ活用】 カツヨウ		【ＩＴ活用】 カツヨウ

				・製品の改良・拡張における継続的改善プロセス セイヒン カイリョウ カクチョウ ケイゾクテキ カイゼン		・顧客のソーシャルコミュニティの構築 コキャク コウチク		・特定ベンダーのＩＴソリューションの積極的活用 トクテイ セッキョク テキ カツヨウ

				【IT活用】 カツヨウ		Brainstorm、Photoboard、Ｐｉｐｅｌｉｎｅ，Ｓｕｐｅｒｆａｎｓ		SAP ERP NetWeaver

				・SAP ERPによるサプライヤーからの統合された		・Pizza Tracker 注文したピザの状況確認 チュウモン ジョウキョウ カクニン		SCM i2 Technology

				原材料調達の実現 ジツゲン		・Domino’s　Live　ピザ製造中継 セイゾウ チュウケイ		SAP CRM

				・ERPからの即時レポートによる従業員の増力化 ソクジ ジュウギョウイン ゾウリョクカ		・Pizza Builder オリジナルピザの作成  サクセイ		SAP BI, Business Warehouse

				・新製品開発におけるコンピュータシミュレーション シンセイヒン カイハツ		・ビッグデータプラットフォーム Splunkを導入し		SAP HANA real-time analytics

				モデルの利用 リヨウ		システム監視とリアルタイムBIとして活用		SAP new CRM　(受注センター向け） ジュチュウ ム

								SAP Afaria（モバイルＳＦＡ向け） ム

		【成果】 セイカ		先進顧客への食い込み センシン コキャク ク コ		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ		マーケットシェアの向上 コウジョウ

				その成果を生かした他の顧客への販売増加 セイカ イ タ コキャク ハンバイ ゾウカ		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク		43.1％から53.3％へ（05年～13年） ネン ネン



		【変革のタイプ】 ヘンカク		戦略駆動型変革 センリャク クドウガタ ヘンカク		IT駆動型変革 クドウガタ ヘンカク		戦略駆動型かつIT駆動型の変革 センリャク クドウ ガタ クドウ ガタ ヘンカク

				先進顧客との価値共創により センシン コキャク カチ トモ キズ		ブランド価値再生に向けて、ＩＴを活用した カチ サイセイ ム カツヨウ		サービス提供基盤をSAP製品を中心とした テイキョウ キバン セイヒン チュウシン

				製品の機能的価値を飛躍的に向上 セイヒン キノウテキ カチ ヒヤクテキ コウジョウ		マーケティングとデリバリーサービスを刷新 サッシン		モジュールで構築してビジネスモデル転換を加速 コウチク テンカン カソク





Domino's背景

				2000年初旬、Domino’s はグローバルで6,500店舗、売り上げは30億ドル。

				同社はピザレストラン業界の革新者。 ドウシャ

				1970年初旬、30分以内のデリバリーを約束した宣伝が人気を呼んだ。



				ところが、2008年から業績不振に陥る ネン ギョウセキ フシン オチイ

				【内部要因】 ナイブ ヨウイン				【外部要因】 ガイブ ヨウイン

				・粗悪な製品： セイヒン				・激化する競争：

				コストを削減し短時間で配達を行うため、				競争相手であるPizza HutのピザはDomino’sよりも味が良く、

				材料の大部分が調理済み食材。				ソーシャルメディアとモバイル端末を効果的に活用。

				顧客の多くが、同社のピザを				全米ピザ市場の6割は独立系やローカル店であり、

				「ダンボールにように風味無し」と酷評。				多くの人々はローカル店のピザを好む。

				・否定的な風評：				・健康的なライフスタイル：

				同社の社員が賞味期限切れのピザを顧客に届けている ドウシャ				新世代の顧客は、より健康的なメニューを選び、

				とYou Tubeで内部告発。				オーガニックな食材を求める。





				2009年第3四半期、顧客の不満が増大し、売り上げは6.5%落ち込んだ。

				Domino’s に対する不満感が風評やサーベイを通して明らかとなった。





				2010年初旬、同社は新CEO Patrick Doyleを迎え、製品やプロセスを大幅に変革。 セイヒン

				Domino’sのそれまでのイメージを完全に覆す「ピザ再生キャンペーン」







Domino's変革の内容

		【製品・サービス】 セイヒン

		・ピザのレシピを抜本的に見直し、 バッポンテキ ミナオ

		ブラインドテストを重ねて味を刷新 カサ アジ サッシン



		【業務プロセス】 ギョウム

		・試行錯誤を繰り返しマーケティング戦略を見直し、 シコウ サクゴ ク カエ センリャク ミナオ

		ピザのデリバリーサービスを革新する カクシン

		・ＴＶ広告とバナー広告で変革を訴える コウコク コウコク ヘンカク ウッタ

		・ネットから顧客フィードバックを受ける コキャク ウ

		・ソーシャルメディアによる顧客参加型マーケティング コキャク サンカ ガタ

		・モバイル端末からの注文サービスを普及させる タンマツ チュウモン フキュウ

		・リアルタイムデータ分析でオペレーションの効率や ブンセキ コウリツ

		キャンペーンの効果を改善する コウカ カイゼン



		【ビジネスモデル】

		モデル自体は変更無し ジタイ ヘンコウ ナ

		【成果】 セイカ

		2010年Q1 同店売上14.3％増加 ネン ドウテン ウリアゲ ゾウカ

		2013 売上高成長を継続 ウリアゲ ダカ セイチョウ ケイゾク





Domino'sの統合マーケティング



		Domino's								顧客 コキャク



		発信型メディア ハッシンガタ				ＴＶ広告、バナー広告 コウコク コウコク				評判回復 ヒョウバン カイフク

						・率直で真摯な姿勢を強調 ソッチョク シンシ シセイ キョウチョウ



		双方向型メディア ソウホウコウガタ				ウェブサイト				声の反映 コエ ハンエイ

						・キャンペーンの発信 ハッシン

						・顧客からのフィードバック コキャク



		ビッグデータ				ソーシャルコミュニティ				顧客参加 コキャク サンカ

		・Splunk				・Think Oven



		顧客属性データ コキャク ゾクセイ				オンライン/モバイル注文 チュウモン				顧客経験 コキャク ケイケン

		・Customer				・Piza Tracker				・簡単注文 カンタン チュウモン

		 Profile				・Live Strream				・実況中継 ジッキョウ チュウケイ

						・Piza Builder				・個別仕様 コベツシヨウ





統合マーケティング



サービス産業化の構図



























								プロモーション				ソリューション				ライフタイム

								のエンタメ化 カ				の個別提案 コベツ テイアン				バリュー向上 コウジョウ



								Domino's				アジアンペインツ				GE（後述） コウジュツ



						製品の機能的価値プラス顧客にとっての意味的価値 セイヒン キノウテキ カチ コキャク イミテキ カチ

						収益化機械の増大 シュウエキ カ キカイ ゾウダイ







製品提供後サービス





製品提供時サービス





製品提供前サービス







Corus継続的カイゼン



































製品の機能的価値とコスト効率性の向上





ユーザーイノベーション





コンピュータシミュレーションモデル





小ロット生産による試行錯誤





生産プロセスの継続的カイゼン





JIT調達・JIT納入





リーン生産方式（７つのムダ取り）







Tescoの価格以上の価値



































自社ブランド中心の商品





バリュー





スタンダード





商圏に応じた店舗形態





エクストラ





エクスプレス、メトロ





顧客フレンドリーサービス





ファイニスト





スーパーストア





特売約束券、4週間内返品ポリシー





運搬手伝い・子供支援





ホームパーティ支援





店頭在庫を使ったネット販売







TCSの５つの要素



































使命





ビジネスの目的





ビジョン





今後向かうべき将来像





バリュー





オペレーション原則





主要な能力





重視すべき価値





組織運営の参照すべき原則





いかに行動し原則を実現するか







TCSのプロセス









						変革のためのインフラと												変革実行のコミットメント、

						システムを構築し、												必要性の理解

						効果的な変革を達成

















												新しい変革の機能を構築





整合化





実行





加速







GEの変革の経緯



































変革の繰り返しによる持続的成長の歴史





ウェルチ前夜





リストラ＆リエンジニアリング





グローバル化とサービス化





イメルトの計画的かつ創発的変革（価値創造サイクル）





イマジネーションブレークスルー





企業文化と組織能力の強化





ウェルチの計画的変革と創発的変革の繰り返し





インダストリアルインターネット





エコマジネーションへの収束





セクター別の多角化経営





スキルとマインド/シックスシグマ







GEリストラ＆リエンジニアリング

































事業ポートフォリオの再編成





業界でNo1かNo2になること、それができなければ撤退





組織のリストラクチャリング





戦略立案プロセスのスリム化





「スリーサークル・コンセプト」





管理階層のフラット化





事業の売却と買収





人員削減による営業利益の改善







GE企業文化と組織能力

































企業文化の規定





経営スタイル「素直さ、誠実さ、現実直視」





従業員が合宿で自らの問題と解決策を討議し提案





企業文化「スピード、簡潔さ、自信」





ワークアウト





優良企業の成功体験をベンチマーキング





生産性の伸び率が向上





ベストプラクティス







GEグローバル化とサービス化

		GE

































グローバル化





業績評価基準を「世界市場におけるNo1かNo2になる」と変更





サービス化





保険会社や証券会社の買収で金融サービスが利益の6割に





欧州企業や日本企業との合弁や買収を積極化





製品販売の成長鈍化を販売した製品に対する付加価値サービスで補う





売上の3分の2をサービス事業が占める







GEスキルとマインド

































リーダー人材の育成





将来のリーダー候補の識別、研修・人材開発計画、すべての主要ポストの継承計画





幹部社員教育の重視





経営幹部教育施設を充実し、CEO自らが指導





ストックオプションの適用を拡大





業績達成責任と価値観の共有でリーダー人材を分類し評価





事業部門の垣根、機能の障壁、階層も超えたバウンダリーレスな協働を訴える





ストレッチ目標の設定





シックスシグマの導入





モトローラ社が開発したシックスシグマという品質向上活動手法を全社に展開





社員のボーナスの40％は個人のシックスシグマ活動の目標達成と関連づけ







GEイマジネーションブレークスルー

































リサーチセンターの強化と研究開発投資の拡大





リサーチセンターを研修センターと並ぶ中核拠点に





イマジネーションブレークスルー





マーケティング・リーダー（バイスプレジデント級）を各事業部門に配置





上海、バンガロール、ミュンヘンの研究所を強化





「将来的に1億ドルの売り上げが見込め、新たな地域、新たなビジネス領域、新規顧客を開拓できる事業」を各事業部門が年に３つ提案





センターと事業部門のバウンダリーレスな協働





共同プロジェクトの組成





セッションTによる技術交流





予算配分の全体最適化と重点化





グロース・リーダーに求められる資質を見直し。①外部指向、②明晰な思考力、③想像力と勇気、④人心掌握、⑤専門知識







WFデジタルイノベーション































試行





新デジタルデバイスによる金融サービス経験





スマートTVを使ったビデオバンキング





実用化





受取人の携帯電話番号やeメールアドレスを使った送金





購入が行われるとSMSを使って顧客にアラート





リニューアル





ドライブスルーバンキングの改良





法人顧客向けポータルの再構築





ワイアレスビーコンによる来店客対応





モバイルウォレット





オムニチャネルプラットフォーム





テキストバンキング





モバイルによる小切手入金





オリジナルカードデザイン





新機能クレジットカードの発行





銀行窓口のペーパーレス化





モバイルアプリのバージョンアップ





バイオメトリクスによる認証







WF成功要因



























								ｄ





顧客中心のビジョン





『顧客ニーズを理解し、顧客が金融行動において成功することを支援し、顧客と生涯にわたる関係を構築』





密接に協力する実行力のあるチーム





社員は、新しいアイデアの創造、デモへの参加、パイロットグループへの参加まで価値創造の様々な段階に関与





デジタル・イノベーション・ラボは、全チームが必要なツールとプラットフォームを獲得し、新サービスのテストと評価を行うことを可能に





才能ある人材の採用・人材開発・再訓練・動機付け





主要競争相手と同等あるいはそれ以上の総合報酬パッケージ





充実した福利厚生





チームサーベイで社員の仕事に対する動機付けを評価





訓練とスキル開発プログラム、750万ドルに及ぶ訓練コースを実施





多様なサプライヤーの育成支援





マイノリティ（少数民族）、女性、身体障害者そして小規模企業（MWDSBEｓ：minority, women, disadvantaged and small business）を含めてサプライヤーを拡大





MWDSBEを含めた多様化したサプライヤーに年間調達予算の10%を割り当て







イノベーションのステップ

































ディスカバリー





疎外要因の排除





組織・制度変更





事業化準備





組織・制度・プロセスの変更





インキュベーション





事業化





知がぶつかる場の設定





シーズとニーズ





技術とビジネス





市場・現場とのコンタクト





ヒートアップの誘発





ハッカソン





ブートキャンプ





変革チームの組織化





プロモーター





サポーター





ネットコミュニティ





現場とのコミュニケーション





疎外要因の特定





PoC





段階的導入







グーグル検索

































「ページランク」の独自の検索エンジン





動画、画像、地図と検索対象を拡大検索





ユニバーサル検索





ビッグデータ・ディープラーニング





1998　グーグル起業





2000　ヤフーの検索処理引き受け





機械学習による翻訳、音声検索







グーグル広告







































CPM広告





























CTR広告「アドワーズ」





入札方式広告「アドワーズセレクト」





メディアページへの広告「アドセンス」





広告効果分析「グーグルアナリティクス」





広告効果予測「コンバージョン・オプティマイザー」





ビッグデータ分析・CGM



































グーグルクラウド





































独自の大量データファイルシステム





モジュラー型大規模データセンター





Webメールサービス「Gメール」





Web版オフィス「グーグルドキュメント」





仮想データシステム「マップリデュース」





Webブラウザ「クローム」





クラウドコンピューティングサービス







グーグル成功要因





























価値観の共有





ビッグデータとクラウドコンピューティングに繋がる企業ビジョン





組織（価値創造の場）





水玉模様に覆われた巨大なシーツのような小さなチームからなる平らな組織構造





20％ルールによる全員参加による未来創造





既存の検索サービス、広告サービスの改良に7割





何でもありの創造活動、新規プロジェクトに3割





人材





知性、野心、グーグルらしさを持つ人材の厳選





APMによるエンジニアを尊重したチーム運営





プロセス





データから学習するサービス改良プロセス





OKRによる社員の目標挑戦意欲の向上と透明化





IT活用





機械が自ら学習を繰り返すシステム





世界中の情報の写しを格納できるサーバー
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財務的業績





エコシステム全体としての収益創出と参加者への分配





顧客価値創造





顧客にとっての機能的価値と意味的価値の増大





プロセス性能向上





ビジネスプロセスのQCD（品質・コスト・スピード）





知識創造サイクルの駆動による形式知と暗黙知の形成





知識創造







IBM組織再編

				プロダクトアウト型組織 ガタ ソシキ								顧客指向組織 コキャク シコウ ソシキ



				製品a セイヒン		製品b セイヒン		製品c セイヒン				産業A サンギョウ		産業B サンギョウ		産業C サンギョウ

		地域1 チイキ

		地域2 チイキ

		地域3 チイキ



				それぞれの予算と利益 ヨサン リエキ								新たな収益責任 アラ シュウエキ セキニン

				それぞれの営業 エイギョウ								全社統合のマーケティング ゼンシャ トウゴウ

				それぞれの業務と情報システム ギョウム ジョウホウ								共通化・統合化されたプロセス キョウツウカ トウゴウカ

				それぞれの間接部門 カンセツ ブモン								シェアドサービス

				それぞれの一国一城の主 イッコクイチジョウ アルジ								新たな事業責任者 アラ ジギョウ セキニンシャ







IBM報酬制度変更

				旧制度 キュウセイド				新制度 シンセイド

		原則 ゲンソク		家族的な平等 カゾクテキ ビョウドウ				成果に基づく差別化 セイカ モト サベツカ

				終身雇用・年功序列 シュウシン コヨウ ネンコウ ジョレツ				業績による処遇 ギョウセキ ショグウ



		考え方 カンガ カタ		均質的 キンシツテキ				差別化 サベツカ

				固定報酬 コテイ ホウシュウ				変動報酬 ヘンドウ ホウシュウ

				内部ベンチマーク ナイブ				外部ベンチマーク ガイブ

				社員の権利 シャイン ケンリ				業績本位 ギョウセキ ホンイ



		株式保有 カブシキ ホユウ		経営者に限定した持ち株 ケイエイシャ ゲンテイ モ カブ				全社員に持ち株制度を適用 ゼンシャイン モ カブ セイド テキヨウ

		賞与 ショウヨ		事業部門の業績に応じて				一定割合は全社の業績に応じて イッテイ ワリアイ ゼンシャ ギョウセキ オウ



		福利厚生 フクリ コウセイ		無料医療制度 ムリョウ イリョウ セイド				基本的に自己負担 キホンテキ ジコ フタン

				勤続３０年以降の高額年金保障 キンゾク ネン イコウ コウガク ネンキン ホショウ				自己責任 ジコ セキニン

				充実した社員用厚生施設の利用 ジュウジツ シャイン ヨウ コウセイ シセツ リヨウ				廃止 ハイシ

				教育機会の付与 キョウイク キカイ フヨ				自己責任 ジコ セキニン





IBM強みの絞り込み





IBMスマイルカーブ

































システム





CPU・ストレージ





オペレーティングシステム





ミドルウェア





システム管理





アプリケーション





コンサルティング





教育・研修





メモリー・ネットワーク・ディスプレー





アプリケーショントランザクション・サーバー





メッセージング





データベース





サービス





インテグレーション





アウトソーシング





メンテナンス







IBM企業文化

		創業者ワトソン・シニアが ソウギョウシャ				経年による原則の曲折と劣化 ケイネン ゲンソク キョク				中興の祖　ガースナーの チュウコウ ソ

		築き上げたエクセレント企業 キズ ア キギョウ				（プロセスとルールの重視） ジュウシ				原則によるリーダーシップ ゲンソク



		基本信条が企業行動のすべてに浸透 キホン シンジョウ キギョウ コウドウ シントウ				顧客よりも社内の事情を優先 コキャク シャナイ ジジョウ ユウセン				・市場こそが行動の原動力 シジョウ コウドウ ゲンドウリョク

		・完全性の追求 カンゼンセイ ツイキュウ				「No」の文化、同意拒否権 ブンカ ドウイ キョヒケン				・品質を最重視するテクノロジー企業 ヒンシツ サイジュウシ キギョウ

		・最善の顧客サービス サイゼン コキャク				スタッフ部門による自部門の利権保守 ブモン ジブモン リケン ホシュ				・成功の指標は顧客満足度と株主価値 セイコウ シヒョウ コキャク マンゾクド カブヌシ カチ

		・個人の尊重 コジン ソンチョウ				社内だけの独自の言葉使い「IBM語」 シャナイ ドクジ コトバ ツカ ゴ				・起業家精神、最小限の官僚主義、生産性 キギョウカ セイシン サイショウゲン カンリョウ シュギ セイサンセイ

						幹部はプロセスだけを統括する カンブ トウカツ				・戦略的なビジョン センリャク テキ

										・緊急性を意識した行動 キンキュウセイ イシキ コウドウ

										・熱心で優秀な人材が協力し合うチーム ネッシン ユウシュウ ジンザイ キョウリョク ア

										・社員の要請と地域社会に応える シャイン ヨウセイ チイキ シャカイ コタ





変質

再生



GE院砂州とリアルインターネット

		い





										機器に戻る キキ モド												データストリームの

										インテリジェントフロー												抽出と保管 チュウシュツ ホカン









										ユーザーと												機器ごとのアルゴリズム キキ

										機器による キキ												とデータ分析 ブンセキ

										データ共有 キョウユウ











計算された産業機器





産業データシステム





ビッグデータ分析





リモート集中型データ可視化





物理的・人的ネットワーク







GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供
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ライフサイクル市場
中古車販売
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9兆円

25兆円

38兆円

C コネクティッド
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【事例】自動車産業からMaaS産業へ


価値創造サイクルによる持続的成長

										実空間におけるイネーブラー ジツ クウカン

										（人間系システム） ニンゲン ケイ



												ブリッジ機能 キノウ



										価値増幅の場 カチ ゾウフク バ				価値創発の場 カチ キズ ハツ バ





														駆動 クドウ



		価値観 カチカン								価値創造サイクル カチ ソウゾウ								効果の創出 コウカ ソウシュツ

		（長期の戦略） チョウキ センリャク				方向づけ ホウコウ				（価値連鎖の持続的変革） カチ レンサ ジゾクテキ ヘンカク



		戦略設計図 センリャク セッケイズ								価値増幅サイクル カチ ゾウフク		実用化 ジツヨウカ		価値創発サイクル カチ キズ ハツ				財務：持続的成長 ザイム ジゾクテキ セイチョウ

		（新産業の姿） シン サンギョウ スガタ

																		顧客：顧客にとっての価値創造 コキャク コキャク カチ ソウゾウ

		ストレッチ戦略 センリャク

		（そのための										フィード						プロセス：品質・生産性・スピード ヒンシツ セイサン セイ

		コアコンピタンス）				合意形成 ゴウイ ケイセイ				商品・サービス ショウヒン		バック		商品・サービス ショウヒン

										提供サイクル テイキョウ				開発サイクル カイハツ				学習：知識創造 ガクシュウ チシキ ソウゾウ





														駆動 クドウ



										デジタル空間におけるイネーブラー クウカン

										（IT活用力） カツヨウ リョク



										サプライヤーとの協働のプラットフォーム キョウドウ



										モジュール化 カ				イテレーション



										顧客との価値共創のプラットフォーム コキャク カチ トモ キズ









価値創造サイクルを駆動するIT活用 



														サプライヤーとの協働のプラットフォーム形成 キョウドウ ケイセイ

								オープン調達 チョウタツ				供給協働ネットワーク キョウキュウ キョウドウ				チームマーチャンダイジング				オープンイノベーション

						拡張 カクチョウ																シーズ

														実用化 ジツヨウカ								探索 タンサク

												実用品 ジツヨウヒン				試作品 シサクヒン

				仮説検証 カセツ ケンショウ				サービス部品 ブヒン				サービス部品 ブヒン				評価 ヒョウカ				応用仮説 オウヨウ カセツ				イテレーション

				の手段 シュダン				の改訂				の生成 セイセイ				/改良 カイリョウ				の設定 セッテイ				の手段 シュダン

				モジュール化 カ										・製品・サービス  セイヒン						・技術　　　　　　 ギジュツ

				の手段 シュダン						価値増幅 カチ ゾウフク				・業務プロセス ギョウム				価値創発 カチ キズ ハツ		・モデル　　　　

										サイクル				・ビジネスモデル				サイクル		・方法　　　　　 ホウホウ

										（モジュール化） カ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

						変革実行 ヘンカク ジッコウ		利用状況 リヨウ ジョウキョウ				サービス部品 ブヒン				顧客との コキャク				試作品 シサクヒン		変革実行 ヘンカク ジッコウ

								の評価 ヒョウカ				の利用 リヨウ				試行 シコウ				の作成 サクセイ

														フィードバック





														顧客との共創のプラットフォーム形成 コキャク トモ キズ ケイセイ

								顧客維持 コキャク イジ				顧客経験 コキャク ケイケン				顧客理解 コキャク リカイ				顧客参加 コキャク サンカ

						拡張 カクチョウ																ニーズ

																						発掘 ハックツ
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サービス化

DevOps
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クラウド
ソーシング

デジタル
プロトタイプ

オムニ
チャネル



デジタルガバナンス全体構造 (2)

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション						エコシステムのM

										ナレッジ						情報の有効活用のM ジョウホウ ユウコウ カツヨウ

										組織 ソシキ						能力開発と組織設計のM ノウリョク カイハツ ソシキ セッケイ

										人材 ジンザイ



		計画策定と実行のM ケイカク サクテイ ジッコウ										駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





		投資と財務のM トウシ ザイム						デリバリと				駆動 クドウ				リスク、コントロール、

								オペのM								サイバーセキュリティのM

								アーキテクチャマネジメント

		赤い字は アカ ジ						（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

		デジタルレディネスアセスメント								インテリジェンス

		７つの組織行動マネジメント ソシキ コウドウ								プロセス

		との対応関係（出所IVI) タイオウ カンケイ シュッショ								データ

										サービス基盤 キバン







DRA組織行動リスト









		マネジメント領域 リョウイキ		デジタル変革のための組織行動（Organizational Behavior) ヘンカク ソシキ コウドウ		デジタルガバナンス構成要素との対応 コウセイ ヨウソ タイオウ		クリティカル・ケイパビリティ

		計画策定と実行の ケイカク サクテイ ジッコウ		ビジネスに沿ったデジタル戦略 ソ センリャク		バリューガバナンス（戦略設計図） センリャク セッケイズ		EAM		SP

		マネジメント		従来の機能的でサイロ型プロセスの形を超えたITマネジメント ジュウライ キノウテキ ガタ カタチ コ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		ODP		SP		BP		REM

				デジタル変革の実現能力に対する組織全体の信頼 ヘンカク ジツゲン ノウリョク タイ ソシキ ゼンタイ シンライ		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		REM		CFP		DSM		SD

				新しいビジネス実践力を支える革新的な製品・サービス アタラ ジッセン リョク ササ カクシンテキ セイヒン		価値創発サイクル カチ ソウハツ		IM		SP		RDE		DBM

				なめらかな顧客経験 コキャク ケイケン		価値創発サイクル（人間中心設計） カチ ソウハツ ニンゲン チュウシン セッケイ		DCX		UED		SD

				デジタル顧客エンゲージメント コキャク		価値創発サイクル（人間中心設計） カチ ソウハツ ニンゲン チュウシン セッケイ		DCX		UED

				顧客のオンライン上の活動の分析 コキャク ウエ カツドウ ブンセキ		価値増幅サイクル（データ駆動型） カチ ゾウフク クドウガタ		EIM		DMK

		エコシステムの		エコシステムの実践活用力 ジッセン カツヨウ リョク		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SRC		SUM		REM		DSM

		マネジメント		エコシステムの参加者間での調整の促進 サンカシャ カン チョウセイ ソクシン		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SUM		REM

				迅速なソーシング ジンソク		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SRC		BPM

				ベンダーや顧客の知識ベースを活用しイノベーションを起こす コキャク チシキ カツヨウ オ		ケイパビリティマネジメント（リレーション）		SUM		RDE

		デリバリと		迅速なビジネス運営と、高速なイノベーションサイクル ジンソク ウンエイ コウソク		価値創発サイクル・価値増幅サイクル カチ ソウハツ カチ ゾウフク		RDI		SD		PPM

		オペレーションの		連携型、統合型の作業形態（水平分業と垂直統合） レンケイガタ トウゴウガタ サギョウ ケイタイ スイヘイ ブンギョウ スイチョク トウゴウ		価値創発サイクル・価値増幅サイクル カチ ソウハツ カチ ゾウフク		SD		UED		UTM		SPM

		マネジメント		ビジネスの要望に柔軟に対応できるデジタル基盤 ヨウボウ ジュウナン タイオウ キバン		アーキテクチャマネジメント（IT基盤） キバン		EAM		SAI		TIM

				APIによるスムーズな接続性 セツゾクセイ		アーキテクチャマネジメント（SOA）		EAM		SRP		TIM

				カスタマージャーニーやユーザエクスペリエンス主導 シュドウ		価値創発サイクル（人間中心設計) カチ ソウハツ ニンゲンチュウシンセッケイ		DCX		UED		SD		UTM

				革新的な製品やソリューションによる実験 カクシンテキ セイヒン ジッケン		価値創発サイクル（プロトタイピング） カチ ソウハツ		RDI		RDE		SD

				革新的なデジタル製品の設計 カクシンテキ セイヒン セッケイ		価値創発サイクル（デザイン思考） カチ ソウハツ シコウ		RDI		SPM		RDE		IM

				DevOps、継続的な開発 ケイゾクテキ カイハツ		ブリッジプロセス（DevOps）		RDI		SD		SRP		TIM

				デジタルソリューションで合理化された製品提供 ゴウリカ セイヒン テイキョウ		ブリッジプロセス（製品） セイヒン		SPM		RDE		BPM

				新たなビジネスモデルによりデジタル化に向けて製品を改修 アラ カ ム セイヒン カイシュウ		ブリッジプロセス（ビジネスモデル）		DBM		SPM		SP		EAM

				オンラインとその他のチャネルによる製品販売 タ セイヒン ハンバイ		ブリッジ・価値増幅サイクル（顧客サービス） カチ ゾウフク コキャク		DCX		DMK

				デジタル顧客向けのセルフサービス コキャク ム		ブリッジ・価値増幅サイクル（顧客サービス） カチ ゾウフク コキャク		DCS

		能力開発と ノウリョク カイハツ		必要なデジタルスキルの幅の理解 ヒツヨウ ハバ リカイ		ケイパビリティマネジメント（人材） ジンザイ		PAM

		組織設計の		リーダーと従業員の間のスキル格差への迅速な対応 ジュウギョウイン アイダ カクサ ジンソク タイオウ		ケイパビリティマネジメント（人材） ジンザイ		PAM		ITG

		マネジメント		デジタル化支援における仕事のサイクルの管理 カ シエン シゴト カンリ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		PAM

				組織全体に渡る業績管理の整備 ソシキ ゼンタイ ワタ ギョウセキ カンリ セイビ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		PAM

				デジタル変革の目標達成にむけた組織変革の実行 ヘンカク モクヒョウ タッセイ ソシキ ヘンカク ジッコウ		ケイパビリティマネジメント（組織） ソシキ		ODP		BPM

		投資と財務の トウシ ザイム		ITサービス、アプリ、イノベーションに対する持続的な資金獲得 タイ ジゾク テキ シキン カクトク		バリューガバナンス（資金調達） シキン チョウタツ		FF		AA		BOP

		マネジメント		ITプログラムのバランスのとれた投資ポートフォリオ トウシ		バリューガバナンス（ポートフォリオ管理） カンリ		PPP		PM

				IT投資に関する有効なガバナンス トウシ カン ユウコウ		バリューガバナンス（ステージゲート管理）		PPP		PM		BAR

				ITコストの有効なコントロール ユウコウ		バリューガバナンス（コスト管理） カンリ		TCO		BGM		BOP

		情報の有効活用の ジョウホウ ユウコウ カツヨウ		運用、顧客、パートナーに関する情報の利用 ウンヨウ コキャク カン ジョウホウ リヨウ		アーキテクチャマネジメント（データ）		EIM		KAM

		マネジメント		組織の全レベルでデータ指向の意思決定を採用 ソシキ ゼン シコウ イシ ケッテイ サイヨウ		価値増幅サイクル（データ駆動型） カチ ゾウフク クドウガタ		EIM

				先進的なビジネスアナリティクスの実践活用力とスキルセット センシンテキ ジッセン カツヨウ リョク		価値創発サイクル（データ駆動型） カチ ソウハツ クドウ ガタ		EIM		KAM		EAM

				顧客活動を360度見渡せる広範囲なデータエコシステム コキャク カツドウ ド ミワタ コウハンイ		アーキテクチャマネジメント（データ）		EIM		DMK

		リスク、		デジタルリスクの有効な管理 ユウコウ カンリ		リスクマネジメント		RM

		コントロール、		デジタル技術によるリスクへの精通と管理 ギジュツ セイツウ カンリ		リスクマネジメント		RM

		サイバーセキュリティ		有効な事業継承計画（BCP) ユウコウ ジギョウ ケイショウ ケイカク		リスクマネジメント（BCP)		ISM		TIM

		のマネジメント		ITリソースに関するガバナンスの指示、監視、評価の実践 カン シジ カンシ ヒョウカ ジッセン		バリューガバナンス（EDM)		ITG

				データアクセス、セキュリティ、コンプライアンスの有効な実行 ユウコウ ジッコウ		リスクマネジメント（セキュリティ）		PDP		ISM

				安全なデータ共有 アンゼン キョウユウ		リスクマネジメント・データガバナンス		PDP		ISM



デジタルレディネスの評価





整備すべきマネジメントの特定





参照するケイパビリティ
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IT-CMFクリティカルケイパビリティ









		マクロケイパビリティ		クリティカル・ケイパビリティ				デジタルガバナンス構成要素との対応 コウセイ ヨウソ タイオウ		適用する方法の例 テキヨウ ホウホウ レイ

		ビジネスのように		AA		ITコストの課金と配賦 カキン ハイフ		バリューガバナンス		ユニットコスト、ABC

		ITをマネージする		BP		ビジネスプランニング		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		BABOK

				BPM		ビジネスプロセスマネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		BPM、UML、DEMO

				CFP		キャパシティの予測とプランニング ヨソク		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		ITIL（キャパシティ管理） カンリ

				DSM		サービスの需要と供給のマネジメント ジュヨウ キョウキュウ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		ITIL(需要管理）デマンド/サプライM ジュヨウ カンリ

				EIM		企業の情報資産のマネジメント キギョウ ジョウホウ シサン		データガバナンス		DMBOK

				GIT		グリーンIT		（アーキテクチャマネジメント）		グリーンIT　ISO JTC1/SC39

				IM		イノベーションマネジメント		価値創発サイクル カチ ソウハツ		デザイン思考、ステージゲート シコウ

				ITG		ITのリーダーシップとガバナンス		バリューガバナンス・ブリッジプロセス		COBIT(EDM、APO)、ISO35000

				ODP		組織のデザインとプランニング ソシキ		ケイパビリティマネジメント		組織IQ、高業績チーム、場の設定 ソシキ コウ ギョウセキ バ セッテイ

				RM		リスクマネジメント		リスクマネジメント		RISKIT、ISO/IEC27001,27002

				SAI		サービスのアナリティクスとインテリジェンス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		CRISP-DM、ディープラーニング

				SRC		ソーシング		ブリッジプロセス		ITIL（サービスレベル管理） カンリ

				SP		戦略的プランニング センリャクテキ		バリューガバナンス		戦略設計図、IT戦略マップ センリャク セッケイズ センリャク

		IT予算を ヨサン		DGM		予算マネジメント ヨサン		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（財務管理） ザイム カンリ

		マネージする		BOP		予算の監理とパフォーマンス分析 ヨサン カンリ ブンセキ		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（財務管理） ザイム カンリ

				FF		ファンディングとファイナンス		バリューガバナンス		VALIT

				PPP		ポートフォリオプランニングと優先順位付け ユウセン ジュンイ ツ		バリューガバナンス		VALIT、ITIL（ポートフォリオ管理） カンリ

		ITケイパビリティを		CAM		ケイパビリティ・アセスメントのマネジメント		ケイパビリティマネジメント		IT-CMF

		マネージする		EAM		エンタプライズ・アーキテクチャのマネジメント		アーキテクチャマネジメント		EA、TOGAF

				ISM		情報セキュリティのマネジメント ジョウホウ		リスクマネジメント		ISMS、ISO/IEC27001,27002

				KAM		ナレッジ資産のマネジメント シサン		ケイパビリティマネジメント		SECI

				PAM		人的資産のマネジメント ジンテキ シサン		ケイパビリティマネジメント		MOT、UISS、iCD

				PPM		プログラム・プロジェクト・マネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		PPM、PMBOK

				REM		リレーションシップのマネジメント		ケイパビリティマネジメント		ITIL、オープンイノベーション

				RDE		研究開発とエンジニアリング ケンキュウ カイハツ		価値創発サイクル カチ ソウハツ		WANT-FIND-GET-MANAGE

				SRP		サービスの準備 ジュンビ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンス、SOA/ API

				SD		ソリューションの提供 テイキョウ		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンス、DevOps

				SUM		サプライヤーのマネジメント		ブリッジプロセス		ITIL（サプライヤー管理） カンリ

				TIM		テクニカルインフラストラクチャのマネジメント		アーキテクチャマネジメント		EA、クラウドコンピューティング

				UED		ユーザーエクスペリエンスの設計 セッケイ		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ISO13407、人間中心設計 ニンゲン チュウシン セッケイ

				UTM		ユーザートレーニングのマネジメント		ブリッジプロセス・価値増幅サイクル カチ ゾウフク		チェンジマネジメント、DMAICC

		ITによるビジネス		BAM		ベネフィットの評価と実現 ヒョウカ ジツゲン		バリューガバナンス		VALIT、BSC

		価値をマネージする		PM		ポートフォリオ・マネジメント		バリューガバナンス		VALIT、ポートフォリオ理論 リロン

				TCO		TCO（トータルコストオブオーナーシップ）		バリューガバナンス		VALIT、TCO

		デジタル化に対する カ タイ		DBM		デジタルビジネスモデル		価値創発サイクル・ブリッジプロセス カチ ソウハツ		ビジネスモデルキャンバス

		拡張された		DCE		デジタルカスタマーエクスペリエンス		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		顧客価値共創、コクリエーション コキャク カチ キョウソウ

		マネジメント		DM		デジタルマーケティング		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		データ駆動型学習 クドウガタ ガクシュウ

				DCS		デジタルカスタマーサービス		価値増幅サイクル カチ ゾウフク		セルフサービス化、オムニチャネル カ

				RDI		ラピッドデジタルイノベーション		価値創発サイクル カチ ソウハツ		デジタルプロトタイピング

				SPD		サービスとプロダクトの開発 カイハツ		価値創発サイクル・ブリッジプロセス カチ ソウハツ		デザイン思考、ステージゲート シコウ

										黒字は組織運営のしくみ、システム クロジ ソシキ ウンエイ

										赤字は提供者に必要なスキル・手法 アカジ テイキョウシャ ヒツヨウ シュホウ



参照するケイパビリティ





整備すべきマネジメント





実践のための手法の選択







デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタルガバナンス知識体系

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、ITコスト管理 トウシ カンリ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP





デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なサービス部品を組み合わせて タヨウ ブヒン ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								独自のブランド価値を生み出す ドクジ カチ ウ ダ

								【デジタルサービス業】 ギョウ

								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の技術をブラックボックスとして ドクジ ギジュツ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス部品化し ブヒン カ

								専用の機能部品を供給 センヨウ キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ

												【デジタルサービス業】

								【デジタルソリューション】				【デジタルソリューション】





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分業 スイヘイ ブンギョウ



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





新産業像のタイプ

		ビジネス構成要素 コウセイ ヨウソ				技術ドリブン ギジュツ				顧客ドリブン コキャク				システムドリブン



						広くインターフェース ヒロ				顧客に最高のもてなし コキャク サイコウ				顧客サービスを統合し コキャク トウゴウ

						を公開する コウカイ				を提供する テイキョウ				オンリーワンの価値を提供する カチ テイキョウ







						技術を活かせる ギジュツ イ				趣向を凝らして シュコウ コ				独自にデザインした仕組みによって ドクジ シク

						システムを整備する セイビ				環境を整える カンキョウ トトノ				顧客サービスと技術を統合する コキャク ギジュツ トウゴウ







						独自の得意な技術を磨く ドクジ トクイ ギジュツ ミガ				あらゆる技術を ギジュツ				自社のために専用の技術 ジシャ センヨウ ギジュツ

										結集する ケッシュウ				を統合する トウゴウ





		ストレッチ戦略 センリャク				価値創発サイクルが主導 カチ ソウハツ シュドウ				価値増幅サイクルが主導 カチ ゾウフク シュドウ				ブリッジプロセスが主導 シュドウ

						プラットフォームを掌握する ショウアク				エコシステムを形成する ケイセイ				ブランド価値を生み出す カチ ウ ダ



		対象となる企業 タイショウ キギョウ				水平分業型部品提供 スイヘイ ブンギョウ ガタ ブヒン テイキョウ				水平分業型顧客価値形成 スイヘイ ブンギョウガタ コキャク カチ ケイセイ				垂直統合型顧客価値形成 スイチョク トウゴウガタ コキャク カチ ケイセイ

		事例 ジレイ				グーグル				アマゾン				アップル



カスタマー
（顧客）

システム
（仕組み）

テクノロジー
（技術）



Sheet2





																						ライフサイクル市場 シジョウ

																																						中古車販売 チュウコシャ ハンバイ



																																		オートローン



																														駐車場 チュウシャ ジョウ



																										ガソリン

										アフター市場 シジョウ																小売り コウ

																						タクシー

																						・バス

																		カーシェア



														カー用品 ヨウヒン

														・タイヤ

		製品市場 セイヒン シジョウ								自動車整備 ジドウシャ セイビ



						自動車保険 ジドウシャ ホケン



		新車販売 シンシャ ハンバイ

																														出所）野村総合研究所2019年より筆者作成 シュッショ ノムラ ソウゴウ ケンキュウショ ネン ヒッシャ サクセイ





9兆円

25兆円

38兆円

C コネクティッド
A オートノミー
S シェアリング
E エレクトリック



投資ポートフォリオ

										ハードル		資金調達方法 シキン チョウタツ ホウホウ

										レート

				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ		低い ヒク



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ						高い タカ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE

内部資金

外部資金



ステージゲート管理 

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







外部連携の選択肢 

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ駆動型創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														問題設定 モンダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







価値創発サイクルのタイプ別構成

		価値創発サイクル カチ ソウハツ				顧客の理解 コキャク リカイ				問題設定 モンダイ セッテイ				発散仮説 ハッサン カセツ				試行仮説 シコウ カセツ				収束仮説 シュウソク カセツ				実用化へ ジツヨウカ



		デザイン思考 シコウ				顧客の理解と共感 コキャク リカイ キョウカン				問題定義 モンダイ テイギ				試行錯誤の繰り返しによる精緻化 シコウ サクゴ ク カエ セイチ カ												次のアクション選択 ツギ センタク

						・体験/観察/インタビュー タイケン カンサツ				・ターゲット顧客 コキャク				アイデア化 カ				プロトタイプ				テスト				・改善/問題変更/終了 カイゼン モンダイ ヘンコウ シュウリョウ

						・顧客理解マップ コキャク リカイ				・ニーズ/条件/将来性 ジョウケン ショウライ セイ				・提供価値のキャンバス テイキョウ カチ				・機能/デザイン/UX キノウ				・顧客による評価表 コキャク ヒョウカ ヒョウ



		モノの製品の試作 セイヒン シサク				事業内容の理解 ジギョウ ナイヨウ リカイ				視覚化・現実化・外形的なモデル シカクカ ゲンジツカ ガイケイテキ								機能モデル キノウ				詳細エンジニアリング ショウサイ				製造への引き渡し セイゾウ ヒ ワタ

		（IDEO社） シャ				・市場や顧客の理解 シジョウ コキャク リカイ				・製品戦略の概要 セイヒン センリャク ガイヨウ				・大まかな3次元モデル オオ ジゲン				・疑似設計モデル ギジ セッケイ				・設計モデル セッケイ



		Webアプリの試作 シサク				コンセプト・仮説の設定 カセツ セッテイ								シナリオライティング				インタラクション				アニメーション				本番システム構築へ ホンバン コウチク

		(クックパッド社） シャ				・ターゲット顧客 コキャク				・コア機能/サブ機能 キノウ キノウ				・ペーパープロト・画面遷移 ガメン センイ				　モックアップ				　モックアップ

						・ユースケース				・諦めること アキラ				・動作モックアップ ドウサ



		データ駆動型の試作 クドウガタ シサク				ビジネスの理解 リカイ				データの理解 リカイ				試行錯誤の繰り返しによる精緻化 シコウ サクゴ ク カエ セイチ カ												展開 テンカイ

		（CRISP-DM)				・目標設定 モクヒョウ セッテイ				・データ収集と吟味 シュウシュウ ギンミ				データの準備 ジュンビ				モデル作成 サクセイ				評価 ヒョウカ				・ビジネスへの適用 テキヨウ

														・分析のためのデータ整形 ブンセキ セイケイ				・データ分析の実行 ブンセキ ジッコウ				・目標の達成度 モクヒョウ タッセイ ド



		人間中心設計 ニンゲン チュウシン セッケイ				利用状況の把握 リヨウ ジョウキョウ ハアク				要求定義 ヨウキュウ テイギ				設計 セッケイ								設計の評価 セッケイ ヒョウカ				要求の満足 ヨウキュウ マンゾク

		(ISO13407)				・要求分析手法 ヨウキュウ ブンセキ シュホウ				・システム要求への変換 ヨウキュウ ヘンカン				・デザインの作り込み ツク コ								・デザイン妥当性評価 ダトウセイ ヒョウカ





デザイン思考

		Empathize		Define		Ideate		Prototype		Test

		顧客の理解と共感 コキャク リカイ キョウカン		問題定義 モンダイ テイギ		アイデア化 カ		プロトタイプ		テスト

		潜在的ニーズの定義 センザイテキ テイギ		定義する内容 テイギ ナイヨウ		重なるところにイノベーション カサ		様々な形態 サマザマ ケイタイ		ターゲットのペルソナ設定 セッテイ

		・Who		・Target Users		・有用性 ユウヨウセイ		・ポストイットのメモ		テストのシナリオ設定 セッテイ

		・Why		・User Needs		・ビジネスの妥当性 ダトウセイ		・ロールプレイング		・サービスの達成ゴール タッセイ

		・Where		・Market Condition		・技術的実現性 ギジュツテキ ジツゲンセイ		・絵や図 エ ズ		・実現までの制限時間 ジツゲン セイゲン ジカン

		・When		・The Future		アイデア出しの基本要素 ダ キホン ヨウソ		・紙の模型 カミ モケイ		・評価を言葉でフィードバック ヒョウカ コトバ

						・ターゲットニーズ

		ニーズの確認方法 カクニン ホウホウ		ニーズの想定 ソウテイ		・サービスモデルのトレンド		プロトタイプの要件 ヨウケン		顧客による評価表の作成 コキャク ヒョウカ ヒョウ サクセイ

		体験、観察、インタビュー タイケン カンサツ		・Users		・市場規模 シジョウ キボ		・共感を得られる キョウカン エ		・What I like

		・Quotes＆Defining Words		・Needs		アイデア磨きのための質問事項 ミガ シツモン ジコウ		・議論が活性化する ギロン カッセイカ		・I wish

		・Thoughts&Beliefs		・Supprising Insights		・技術的現実性 ギジュツテキ ゲンジツセイ		・追加のニーズを掘り起こす ツイカ ホ オ		・things not clear to me

		・Actions&Behaviours				・遵法性 ジュンポウ セイ		・反対意見を補う ハンタイ イケン オギナ		・I have  better ideas

		・Feelings&Emotions				・費用的実現性 ヒヨウテキ ジツゲンセイ		・安く簡単に作れる ヤス カンタン ツク

						・ターゲット市場ニーズ シジョウ		・ニーズ解決までのプロセス カイケツ		次のアクションの選択 ツギ センタク

		顧客の理解のまとめ方 コキャク リカイ カタ				・提供可能性 テイキョウ カノウセイ		・実現が可能である ジツゲン カノウ		・デザイン/機能/詳細の変更 キノウ ショウサイ ヘンコウ

		（Emphathy Map）				・過去の失敗事例 カコ シッパイ ジレイ				・バリュー/ターゲットの変更 ヘンコウ

		・Think				・独占的な他社の存在 ドクセンテキ タシャ ソンザイ		プロトタイプの作成 サクセイ		・プロジェクトの終了 シュウリョウ

		・See				・環境変化への対応力 カンキョウ ヘンカ タイオウリョク		・掘り起こしたいニーズの設定 ホ オ セッテイ

		・Hear				提供する価値の定義 テイキョウ カチ テイギ		・ユーザーが触る機能性 サワ キノウ セイ

		・Say&Do				（Value Proposition Campus）		・既存のものの埋め込み キゾン ウ コ

		・Pain&Gain				製品・サービス セイヒン		・既存ツールを動かす キゾン ウゴ

						・Benefits（利点） リテン		確認すべき事項 カクニン ジコウ

						・Features（特徴） トクチョウ		・機能要件の絞り込み キノウ ヨウケン シボ コ

						・Experience（顧客経験） コキャク ケイケン		・デザイン要件の確認 ヨウケン カクニン

						顧客 コキャク		・顧客経験の評価 コキャク ケイケン ヒョウカ

						・Wants/Needs/Fears

						代替しうる製品・サービス ダイタイ セイヒン





IDEO社の創発プロセス





																						アウトプット



						フェーズ０																実現可能性、

																						市場やユーザーに関する意見



						フェーズ１																大まかな3次元モデル、

																						製品の使用状況の理解、製品戦略の概要



						フェーズ２																機能モデルと疑似設計モデル





						フェーズ３																完全に機能する設計モデル、

																						ツール・データベース、技術文書



						フェーズ４																製品の正式な引き渡し









理解・観察





製品設計の実現可能性を判断するために、顧客と事業内容を理解する





視覚化・現実化





具体的なプロトタイプによって潜在的な解決策を視覚化し、製品の方向性を選択する





評価・精緻化





機能プロトタイプを開発し、技術的な問題やユーザーが直面する問題を解決する





詳細エンジニアリング





製品の設計を完了し、製品が機能すること、最終製品の製造性や性能を確認する





製造のための連携





製品が生産ラインに移行する中で、製造がスムーズに開始できるように、最終的なデザインに関する問題を解決する







プロトタイピングの実例 (2)

		Webアプリの

		プロトタイイング手順 テジュン



		コンセプト・仮説の立案 リツアン				アプリケーション定義ステートメントシートの作成 サクセイ



		シナリオライティング				想定ユーザーがどのようなシーンでどのような欲求や課題を持っているかをストーリーだてて記述。

						欲求をベースにしたシナリオ（アクティビティシナリオ）を書いた上で、

						各シーンごとのアクション（欲求を満たすための機能名など・インタラクションシナリオ）を書く。



		ペーパープロトタイピング				一般的なプロトタイピングの方法がペーパープロトタイピング。 ホウホウ

						手によるスケッチならすぐに形にすることができ、アイディアをできるだけ多くのパターンにする。



		画面遷移図				ペーパープロトタイプを画面遷移図としてまとめる。

						実際に使うフローや全体の規模感・優先度をわかりやすくする。 

						達成したいこととUI・フローが合っているか、コアな機能にアクセスしやすいか、

						遷移に矛盾しているところはないかなどを確認する。



		動作モックアップ				仮説や欲求を検証するためだけに最低限の動くモックや実際に使えるプロトタイピングを作って、

						使っているところを観察したり、インタビューをしたりする。

						そこで得られた結果をもとに別の仮説を立てなおしたり、方向性を微修正したりする。



		ユーザによる検証				プロトタイピングツールを使ってペーパープロトをつなげて、大まかな方向性など全体の流れに

						ユーザーが戸惑うことがないかテストし、徐々にビジュアルを作りこんで置き換え、

						ディテールのわかりやすさやユーザビリティの検証をする。

						すべての画面遷移を網羅する必要はなく、一つのシナリオを通して体験できる画面・遷移を用意する。



		インタラクションモック				スマートフォンアプリの場合はprottを使用し、PCサイトの時にはinVisionを使用する。 

		（prott, inVision）				これらはプロトタイプ上にコメントを残せる機能があるので、非同期なレビューやリモートワーク

						でのコミュニケーションをスムーズに行える。



		メンバー間で カン				モックアップを作ることで、全体の大まかなイメージをデザイナ・エンジニア・ディレクタや

		作るイメージを共有				その他の部署との間で認識を合わせる。



		アニメーションモック				平面だけのデザインだと、メンバー間で意図が伝わらなかったり、想定していたものと実際とは違う

		（Keynote, HTML）				ものができてしまうことがあるので、重要な部分に関して共通認識できるに精巧なものも作る。

						よりディテールなプロトタイプは、KeynoteやHTMLで作成する。 

						Keynoteの場合はIllustratorやSketchなどで作った画面から動かしたいパーツをコピペした要素を、

						トランジッションのマジックムーブを使って細かいトランジション・アニメーションを表現する。







プロトタイピングの実例

		Webアプリ開発におけるプロトタイピングの実際（クックパッドの例） カイハツ ジッサイ レイ

		１．コンセプト・仮説をたてる

		　新しいアプリ・Webサービスの開発や、既存サービスの改善時に、最初に行うべきことはコンセプトや仮説をたてて大まかな方向性を立てること。 カイハツ

		　アプリケーション定義ステートメントシートの作成 サクセイ

		①サービス名称

		仮でも良いので最初に決めておく

		②サービスの価値

		ステートメント（サービスの概要を一言で書く）、キラー要素

		③ターゲットユーザー

		事細かく書く必要はないが、このサービスを使うところがイメージできるようなユーザーの属性や特徴を書く

		④ユースケース

		メインのユースケースを２〜３つ

		⑤コアタスク（コア機能）

		これがなくなってしまうとサービスの価値が変わってしまうもの

		機能名ではなく、ユーザーがやりたいこと・欲求をベースに書く

		多くても２つくらいまで

		⑥サブタスク（サブ機能）

		これがなくても良いが、あるとより効果的にサービスの価値を届けられるもの

		必ずしもすべての項目を書き出す必要はない

		⑦諦めること

		最初にブレストをする中で今回の開発でやらないことも決めておく

		⑧競合や参考になるアプリ・サービス

		どう差別化していくのかや市場調査、メンバーやユーザーとコミュニケーションをとるための言語として使用するので、あれば書き出す

		　開発の各プロセスをデザイナー同士でレビューしあいながら進める。ツールはGithubのissueを使ってレビューを行う。プロジェクトメンバーでステートメントシートを書いてそれをissueとしてアップし他のデザイナーなどがレビューし、気になる点・改善点があればコメントをして修正していく。 オコナ

		　これにより、開発の途中で方向性の違いが発生する、コア機能が多かったりしてサービスの軸がぶれるとことを防ぎ、解決すべき課題を明確化しフォーカスされたアウトプットにつなげる。 このように叩き台を作ってそれを元に試行錯誤を重ねていくプロセスがプロトタイピングである。

		２．シナリオライティング

		　アプリケーション定義ステートメントを作る前後で、シナリオライティングをすることもある。想定されるユーザーがどのようなシーンでどのような欲求や課題を持っているかをストーリーだてて記述する。

		「おでかけプランをお気に入りに追加します」のようにアプリの機能名で書かずに「気になったおでかけプランは後から見返して検討できるようにキープしておきます」というようにユーザーの欲求ベースで書くことが重要。その課題を解決したりや欲求を満たすための方法は必ずしも一つではないため、その場面で何を提供するのが良いか選択肢を含めて考える事ができるようにしておく。 欲求をベースにしたシナリオ（アクティビティシナリオ）を書いた上で、各シーンごとに具体的にどのようなアクションをとるのか（欲求を満たすための機能名など・インタラクションシナリオ）を書いていく。 ジュウヨウ

		　ターゲットとなるユーザーや利用シーンなどが複数パターンある場合は、各ユーザーやシーン別にシナリオを書く。例えば、週末に友だちと行くおでかけ場所を探す・決めるとき、実際におでかけをするとき、おでかけした場所の記録を残すときなどに分けて書いていく。 シナリオをきちんと書いておくと後にユーザーテストのシナリオとしても利用することができる。

		３．捨てることを前提とした動作モック・アプリケーション

		　最初に仮説をたてるタイミングで、ユーザーが具体的にどのような課題を感じているのかわからない、本当に仮説で立てたような欲求を持っているのか確証が持てないということもある。 モ

		　そのような場合は、仮説を検証するためだけのプロトタイピングを行う。例えば「日々作った料理を写真に撮って記録する」というようなことはしているが、それを何のために行っているのか？その行動の裏にはどのような欲求があるのか？といったことを確かめたり、見つけ出したりする。仮説や欲求を検証するためだけに最低限の動くモックや実際に使えるプロトタイピングを作って使っているところを観察したり、インタビューをしたりする。そこで得られた結果をもとに別の仮説を立てなおしたり、方向性を微修正したりする。

		４．客観視してアイディアを考える

		　コンセプトや仮説がたてられたらそれを徐々に具体化していく。ある機能を一つ提供するにしてもそれをどのようなアプローチ・見せ方にするのかというのは無数にあるため、それを適切に導き出す必要がある。頭の中だけで考えていて良さそうと思っていても、いざ作って見たらイマイチだったという経験はデザイナならかならずある。

		　この時できるだけ頭で考えていることを外化して客観視できるような状態にしていくと、素早く適切な方法を導き出せる。

		　一般的なプロトタイピングとしてペーパープロトタイピングというものがある。私もまずは手でスケッチすることから始める。スケッチならすぐに形にすることができるので、アイディアベースでできるだけ多くのパターンをこの段階で考えてアウトプットする。 ワタシ

		　特に私の場合は紙ではなくてハンディーサイズのホワイトボードを使う。 ホワイトボードでスケッチする利点はすぐ書いてすぐ消せること。紙と鉛筆の場合だと消しゴムに持ち替えてゴシゴシしないといけないが、ホワイトボードなら指でもさっと消せるのでいろんなパターンをガンガン描いて思考していくのには適している。 ツカ

		　描くときに細いペンは使わずに普通くらいの太さのペンで書く。ディテールを書き込み過ぎず、ワイヤーや大枠を描くのに適している。良さそうなスケッチがかけて思考がまとまったら、それを紙に書いてもう少しディテールに落としこんでいく。

		５．画面遷移図

		　ペーパーモックは画面遷移図としてまとめて、実際に使うフローや全体の規模感・優先度をわかりやすくする。 達成したいこととUI・フローが合っているか、コアな機能にアクセスしやすい形になっているか、遷移に矛盾しているところはないかなどを確認する。 シナリオが複数ある場合は、シナリオ別に遷移図を作って想定通りに使えそうかを確かめる。

		６．ユーザに使ってもらって検証する

		　画面遷移図ではある程度想像して見る必要があるため、ある程度ワイヤーフレームが決まったら実際に触って見ることができるようにする。そしてUIが使いやすいものになっているか、どう使うかが分かりやすいものになっているかをユーザーを通してテストする。プロトタイピングツールを使ってまずはペーパーモックをつなげて大まかな方向性など全体の流れにユーザーが戸惑うことがないかテストし、徐々にビジュアルを作りこんで置き換え、ディテールのわかりやすさやユーザビリティの検証をする。実際にものを作る前に何度も検証できることで手戻りが少なく結果的に品質的にもスピード的にも改善される。 テ

		　気になることがあれば頻繁にユーザーテストをするので、毎回テストのためのリクルーティングをするわけではなく、ターゲットユーザーに近い社内のスタッフなどにお願いしてテストすることも多い。 すべての画面遷移を網羅する必要はなく、一つのシナリオを通して体験できるような画面・遷移を用意できれば良い。例えば、「レシピを探す」「レシピをのせる」といった具合に必要なシナリオ別に用意して検証する。 ある程度触れるようにしたものは、プロダクトマネージャーなどとのコミュニケーションにも役立つ。

		７．インタラクションモック（prott, inVision）

		　自社ではプロトタイピングツールとしてprottやinVisionを利用している。スマートフォンアプリの場合はprottを使用することが多く、PCサイトの時にはinVisionを使用する。 これらはプロトタイプ上にコメントを残せる機能があるので、非同期な（メンバーもしくはレビュワーが任意のタイミングで見る）レビューやリモートワークでのコミュニケーションなどでもスムーズに行うことができる。 ジシャ

		８．メンバーで作るイメージを共有する

		　動作モックを作ることで全体の大まかなイメージはメンバー（社内のデザイナ・エンジニア・ディレクタやその他の部署との）間で認識を合わせることができる。よりディテールによった（もしくは一般的なトランジションとは違う特殊な遷移などの）検証やメンバー間の確認・コミュニケーションが必要な場合は、これらのツールでは表現できないので別途それにフォーカスしたモックを作成する。 どうしても平面だけのデザインだと、メンバー間で意図が伝わらなかったり、想定していたものと実際とは違うものができたりしてしまうことがあるので、重要だと思う部分に関しては共通認識をとれるように精巧なものも作る。

		９．アニメーションモック（Keynote, HTML）

		　よりディテールなプロトタイプはKeynoteやHTMLで作成する。 Keynoteの場合はIllustratorやSketchなどで作った画面から動かしたいパーツごとにコピペするなどした要素を、トランジッションのマジックムーブを使って細かいトランジション・アニメーションを表現する。 サクセイ

		　インタラクションも伴うディテールモックを用意する場合はHTML・CSS・JSで作ることもある。特殊なトランジションで実際に触って検証したり、認識を合わせたりするのに使ったりするものだが、作成する手間もかかるのであまり多くは行わない。





データマイニングのプロセス

												CRISP-DM

																				業界、自社の状況を理解し、 ギョウカイ ジシャ ジョウキョウ リカイ

																				課題と目標を定義する カダイ モクヒョウ テイギ



																				データを収集し シュウシュウ

																				利用できるか吟味する リヨウ ギンミ



																				収集したデータを シュウシュウ

																				利用できる形に整形する リヨウ カタチ セイケイ



																				データを操作して結論を導く ソウサ ケツロン ミチビ

																				ためのモデルを作成する サクセイ



																				作成したモデルで目標を達成 サクセイ モクヒョウ タッセイ

																				できるかビジネス観点で評価する カンテン ヒョウカ



																				結果をビジネスに適用する ケッカ テキヨウ







ビジネスの理解





データの理解





データの準備





モデル作成





評価





展開







人間中心設計



												ISO13407（JIS Z 8530）







































														（出所）NRI CIOハンドブック2018より シュッショ







利用状況の把握と明示





ユーザー要求分析手法





設計による解決策の作成





デザインの作り込み手法





要求事項に対する設計の評価





デザインの妥当性評価手法





ユーザーと組織の要求事項の明示





ユーザー要求のシステム要求変換手法





アンケート、インタビュー、フォーカスグループ、フィールド調査、エスノグラフィー





ユースケース図、ペルソナ、シナリオベースデザイン、ペーパープロトタイピング





対話の原則、対話設計の８黄金律、難作業簡単化の7原則





チェックリスト、ユーザービリティテスト、ヒューリスティック評価、ウォークスルー、プロトコル解析、パフォーマンステスト、操作ロギング





人間中心設計の必要性の特定

ユーザーと組織の要求事項の満足



ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス

		計画と ケイカク

		全体管理 ゼンタイ カンリ











業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

構築

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



ブリッジプロセスの並列処理構成

		ブリッジプロセスの段階 ダンカイ				計画・全体管理 ケイカク ゼンタイ カンリ				デザイン				構築 コウチク				導入 ドウニュウ				定着 テイチャク

		【専門分野ごとのタスク】 センモン ブンヤ

		組織・業務変革実行 ソシキ ギョウム ヘンカク ジッコウ				変革実行計画 ヘンカク ジッコウ ケイカク				組織設計 ソシキ セッケイ				組織編成 ソシキ ヘンセイ				チェンジマネジメント				継続的業務改善 ケイゾクテキ ギョウム カイゼン

		Kotter８ステップ				需要・供給管理 ジュヨウ キョウキュウ カンリ				業務プロセス設計 ギョウム セッケイ				業務手順作成 ギョウム テジュン サクセイ



		ビジネス要件管理 ヨウケン カンリ				戦略アナリシス センリャク				要求アナリシスと ヨウキュウ				要求のライフサイクルマネジメント ヨウキュウ								ソリューション評価 ヒョウカ

		BABOK V3								デザイン定義 テイギ



		サービス部品構築 ブヒン コウチク				サービス部品全体構成 ブヒン ゼンタイ コウセイ				サービスの設計 セッケイ				サービスのインプリ				サービスのデリバリ				サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ

		サービスガバナンス（SOA)												サービスのデプロイ				利用者別プロセスの導入 リヨウシャ ベツ ドウニュウ				プロセスの改訂 カイテイ



		IT基盤設計・構築 キバン セッケイ コウチク				全体アーキテクチャ ゼンタイ				IT基盤設計 キバン セッケイ				IT基盤構築 キバン コウチク				IT基盤導入テスト キバン ドウニュウ				IT基盤維持管理 キバン イジ カンリ

		TOGAF



		サービスインフラ整備 セイビ				サービス戦略 センリャク				サービス設計 セッケイ								サービス移行 イコウ				サービス運用 ウンヨウ

		ITIL V3																				継続的サービス改善 ケイゾクテキ カイゼン





		DevOpsのフェーズ分け ワ				プランニング				継続的インテグレーション ケイゾクテキ								継続的デリバリ ケイゾクテキ				オペレーション＆

																						モニタリング









DevOps









		プロセス



		主体 シュ タイ				開発・運用部門 カイハツ ウンヨウ ブモン				開発部門 カイハツ ブモン														運用部門 ウンヨウ ブモン



		環境 カンキョウ				開発環境・保守環境 カイハツ カンキョウ ホシュ カンキョウ																		本番環境 ホンバン カンキョウ



		機能 キノウ				プランニング				継続的インテグレーション ケイゾクテキ								継続的デリバリー ケイゾクテキ										オペレーション

						・要求管理 ヨウキュウ カンリ				・コード解析 カイセキ		・自動ビルド ジドウ		・自動テスト ジドウ						・オーケストレーション								＆モニタリング

						・進捗管理 シンチョク カンリ				・総合開発管理 ソウゴウ カイハツ カンリ		・バージョン管理 カンリ		・カバレッジ						・自動デプロイ ジドウ								・総合監視 ソウゴウ カンシ

						・課題管理 カダイ カンリ														・構成管理 コウセイ カンリ								・ログ収集 シュウシュウ

						・ナレッジ管理 カンリ														・環境構築自動化 カンキョウ コウチク ジドウカ								・障害管理 ショウガイ カンリ

																								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ

						①全ての土台となるのが、バージョン管理

						②継続的インテグレーション

						バージョン管理システムにソースコードをコミットしたタイミングで自動的にソースコードのビルドとテストを実行することで、

						問題がないかをできるだけ早期に検出する

						③継続的デプロイメント

						継続的インテグレーションの結果、問題がなければビルドしたアプリケーションを本番環境に自動的にデプロイする。

						④継続的デリバリー

						本番環境へのリリースタイミングの決定をビジネス側が行えるようにする

						問題なく動作するソースコードをコミットしたタイミングに本番環境にデプロイするのではなく、

						ビジネス側の希望するタイミングで本番環境にデプロイする



計画

開発

UT

デプロイ

IT/ ST

リリース

運用

ビルド



DevOpsの構成

		DevOpsの主旨 シュシ

		より早くビジネスの価値を高め、エンドユーザーに届け続けるための、

		ツールと組織文化の両面からのカイゼン



		DevOpsの構成要素 コウセイ ヨウソ		内容説明 ナイヨウ セツメイ



		【 ツール 】

		1自動化されたインフラストラクチャ		インフラの構築を自動化する

		　（Automated infrastructure）		ツールはAnsibleやChef、Dockerなど

		2バージョン管理システムの共有		同じバージョン管理システムをDevとOpsで共有する

		　（Shared version control）		ツールはGitやMercurialなど

		3ワンステップによるビルドとデプロイ		手順書などを使い、手動でビルドやデプロイをするのではなく、

		　（One step build and deploy）		ビルドやデプロイを自動化する。ツールはJenkinsやCapistranoなど

		4フィーチャーフラグ		コード中の機能の有効／無効を設定ファイルで管理する

		　（Feature flags）

		5メトリクスの共有		取得したメトリクスの結果をダッシュボードでお互いに共有する

		　（Shared metrics） 		ツールはNew RelicやApplication Insightsなど

		6IRCとインスタントメッセンジャーのBot		チャットツールに自動的にビルドやデプロイのログ、アラート内容を投稿し、

		　（IRC and IM robots）		情報をお互いに共有する。ツールはSlackやHipChatなど



		【 組織文化 】

		Aお互いを尊重する		一緒に働く相手のことを心から思いやる

		　（Respect）		相手を一人の人間として扱い、能力や功績を評価する

		Bお互いを信頼する		自分以外の人は優秀で、正しいことをすると信じる

		　（Trust）		信じて仕事を任せる

		C失敗に対して健全な態度を取る		新しいことに挑戦すれば自ずと失敗は起こってしまうもの

		　（Healthy attitude about failure）		失敗は起こるものであり、相手のミスだと責めるものではない

		D相手を非難しない		相手に非があると断じて言葉で責めるのではなく、

		　（Avoiding Blame）		次に同じ問題が起こらないように建設的な批判を行う

		出所）2009年のオライリー主催の「Velocity 2009」というイベントにおけるFlickr社のJohn AllspawとPaul Hammondによるプレゼンテーション シュッショ シャ





ステートストリートのデマンドマネジメント



				事業部門（利用者） ジギョウ ブモン リヨウシャ				デマンドマネジメントチーム				IT開発部門（供給者） カイハツ ブモン キョウキュウシャ

				ビジネスオーナー				共通サービス部品管理者・IT基盤管理者 キョウツウ ブヒン カンリシャ キバン カンリシャ				業務システム管理者 ギョウム カンリ シャ

		計画段階 ケイカク ダンカイ		・新規変革案件の起案 シンキ ヘンカク アンケン キアン				・全社のシステム化案件の需給管理 ゼンシャ カ アンケン ジュキュウ カンリ				・共通サービス部品を利用して キョウツウ ブヒン リヨウ

				（変革のビジネス要件定義） ヘンカク ヨウケン テイギ				・業務システムやIT基盤の供給方法を決定 ギョウム キバン キョウキュウ ホウホウ ケッテイ				　業務システムを構築 ギョウム コウチク

								・全社案件、事業部門横断案件、部門固有案件、 ゼンシャ アンケン ジギョウ ブモン オウダン アンケン ブモン コユウ アンケン

								　既存システム保守案件に分類 キゾン アンケン ブンルイ

								・案件マスターリストを作成 アンケン サクセイ





								PMO（プログラムマネジメントオフィス）

								全社のシステム化案件実行の集中管理 ゼンシャ カ アンケン ジッコウ シュウチュウ カンリ

								・マスターリストをもとに案件ポートフォリオ管理 アンケン カンリ

								・案件の優先順位を決定、リソースを再配分 アンケン ユウセン ジュンイ ケッテイ サイハイブン

		実行段階 ジッコウ ダンカイ		リレーションマネジャ				・案件ごとのプログラムマネジャをアサイン アンケン				ITマネジャ（共通サービス担当） キョウツウ タントウ

				・変革プログラムの実行管理 ヘンカク ジッコウ カンリ				・プログラムの立ち上げ、業務システム担当者を割当て タ ア ギョウム タントウシャ ワリアテ				・既存サービス部品の改訂 キゾン ブヒン カイテイ

								・プログラムの進捗を管理し、経営者に状況を報告 シンチョク カンリ ケイエイシャ ジョウキョウ ホウコク				・新規サービス部品の構築 シンキ ブヒン コウチク

								・プログラムの管理方法・指標を標準化して提供 カンリ ホウホウ シヒョウ ヒョウジュンカ テイキョウ





		標準化 ヒョウジュンカ						アーキテクチャオフィス

								全社のアーキテクチャ管理のための参照モデルの提示 ゼンシャ カンリ サンショウ テイジ

								・全体アーキテクチャの管理標準を策定 ゼンタイ カンリ ヒョウジュン サクテイ

								・全体アーキテクチャのブループリントを策定 ゼンタイ サクテイ





								CIO









BABOKV3

		実行に関する知識エリア ジッコウ カン チシキ						監理・支援・維持に関する知識エリア カンリ シエン イジ カン チシキ

		戦略アナリシス センリャク		要求アナリシスと ヨウキュウ		ソリューション評価 ヒョウカ		ビジネスアナリシスの		引き出し（情報収集）と ヒ ダ ジョウホウ シュウシュウ		要求ライフサイクル ヨウキュウ

				デザイン定義 テイギ				計画とモニタリング ケイカク		コラボレーション		マネジメント

		6.1.現状分析 ゲンジョウ ブンセキ		7.1.要求の仕様化と ヨウキュウ シヨウ カ		8.1.ソリューションの		3.1.BAアプローチ		4.1.引き出しの準備 ヒ ダ ジュンビ		5.1.要求のトレース ヨウキュウ

		6.2.将来状態定義 ショウライ ジョウタイ テイギ		とモデル化 カ		パフォーマンスの測定 ソクテイ		の計画 ケイカク		4.2.引き出しの実行 ヒ ダ ジッコウ		5.2.要求の維持 ヨウキュウ イジ

		6.3.リスクアセスメント		7.2.要求の検証 ヨウキュウ ケンショウ		8.2.パフォーマンス測定 ソクテイ		3.2.ステイクホルダー		4.3.引き出しの結果確認 ヒ ダ ケッカ カクニン		5.3.要求の優先順位付け ヨウキュウ ユウセン ジュンイ ツ

		6.4.チェンジ戦略定義 センリャク テイギ		7.3.要求の妥当性確認 ヨウキュウ ダトウセイ カクニン		結果の分析 ケッカ ブンセキ		エンゲージメントの計画 ケイカク		4.4.BA情報の伝達 ジョウホウ デンタツ		5.4.変更要求の評価 ヘンコウ ヨウキュウ ヒョウカ

				7.4.要求アーキテクチャ ヨウキュウ		8.3.ソリューション制限 セイゲン		3.3.BAガバナンス		4.5.ステイクホルダー		5.5.要求の承認 ヨウキュウ ショウニン

				の定義 テイギ		の評価 ヒョウカ		の計画 ケイカク		・コラボレーション管理 カンリ

				7.5.デザインの定義 テイギ		8.4.エンタプライズ制限 セイゲン		3.4.BA情報マネジメント

				7.6.潜在価値の分析と センザイ カチ ブンセキ		の評価 ヒョウカ		の計画 ケイカク

				ソリューション推奨 スイショウ		8.5.ソリューション価値 カチ		3.5.パフォーマンス改善 カイゼン

						を向上するアクションの コウジョウ		案の特定 アン トクテイ

						推奨 スイショウ

		　ビジネスモデル								引き出しの方法 ヒ ダ ホウホウ

		キャンバス								協働/調査/実験 キョウドウ チョウサ ジッケン

										出所）BABOKガイドv3 2015 シュッショ





サービスライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスのデプロイ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





ITIL V3 

		コア書籍 ショセキ		内容説明 ナイヨウ セツメイ		構成するプロセス コウセイ

		サービス戦略（Service Strategy）		どのようにサービスを設計、開発、実装をしていくべきかという戦略		サービス提供先となるビジネス領域の特定、提供サービスの決定、サービス提供に必要なアセットの準備に関する説明を含む。これらはサービスレベルパッケージとしてサービス設計に引き渡される。プロセスには、財務管理／需要管理／サービスポートフォリオ管理があり、ITサービス全体をビジネスと同じレベルから俯瞰して長期的な戦略を立てる。

		サービス設計（Service Design）		既存サービスや新規サービスのビジネス要件を満たすための設計、開発の方法		プロセスとして、サービスカタログ管理／サービスレベル管理／キャパシティ管理／可用性管理／ITサービス継続性管理／情報セキュリティ管理／サプライヤ管理があり、サービスデザインパッケージが定義され、以後はこのパッケージ単位でサービスが管理される。

		サービス移行（Service Transition）		本番環境に対するサービスの変更をスムーズに行うための方法		変更管理／構成管理／ナレッジ管理／移行計画および支援／リリースおよびデプロイ管理／サービスバリデーションおよびテスト／評価というプロセスを経て、運用フェイズに移る。

		サービス運用（Service Operation）		定常運用下におけるITサービスの提供を効果的に行うための方法		イベント管理／インシデント管理／リクエスト対応／アクセス管理／問題管理というるプロセス群と、サービスデスク／技術管理／アプリケーション管理／ITオペレーション管理という機能が存在し、PDCAサイクルのベースとなる活動が定義されている。

		継続的サービス改善（Continual Service Improvement）		ITサービスライフサイクルのいずれの段階においても、障害個所や弱点に対する改善機会を見つけ出し、顧客に対してより良いITサービスを提供する方法		７ステップ改善／サービス測定／サービスレポートというプロセスから成る。







サービス運用

サービス移行

サービス設計

サービス戦略

















継続的サービス改善



アーキテクチャマネジメント



						持続的変革実行 ジゾクテキ ヘンカク ジッコウ						需給管理 ジュキュウ カンリ				サービスガバナンス						アーキテクチャマネジメント
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データガバナンスDAMA

		DAMA International DMBOK



				データガバナンス				データ管理全般の計画策定、機能設置と運営、教育 カンリ ゼンパン ケイカク サクテイ キノウ セッチ ウンエイ キョウイク



				データアーキテクチャ管理 カンリ				高品質データ提供の計画策定、共通要求定義、概念データモデル定義 コウヒンシツ テイキョウ ケイカク サクテイ キョウツウ ヨウキュウ テイギ ガイネン テイギ



				データ開発管理 カイハツ カンリ				個別システムの要求定義とデータモデル作成 コベツ ヨウキュウ テイギ サクセイ

								物理データベースの設計・導入・維持 ブツリ セッケイ ドウニュウ イジ



				データオペレーション管理 カンリ				物理データベースの運用、可用性や性能レベルの定義・維持 ブツリ ウンヨウ カヨウセイ セイノウ テイギ イジ



				データセキュリティ管理 カンリ				データセキュリティ基本方針策定、アクセス管理 キホン ホウシン サクテイ カンリ

								データに関する機密性、完全性、可用性の確保 カン キミツセイ カンゼンセイ カヨウセイ カクホ



				リファンレンスデータ・				リファレンスデータの定義・管理 テイギ カンリ

				マスターデータ管理 カンリ				マスターデータの定義・管理 テイギ カンリ



				データウェアハウス・BI管理 カンリ				データウェアハウスとBIの導入、パフォーマンス監視、調整 ドウニュウ カンシ チョウセイ



				ドキュメント・コンテンツ管理 カンリ				文書情報のバックアップ、リカバリー、破棄 ブンショ ジョウホウ ハキ

								コンテンツの定義、文書化、索引化 テイギ ブンショカ サクイン カ



				メタデータ管理 カンリ				メタデータの定義、メタデータリポジトリーの維持・管理 テイギ イジ カンリ



				データ品質管理 ヒンシツ カンリ				データ品質管理プロセス設計・導入 ヒンシツ カンリ セッケイ ドウニュウ

								品質評価指標とサービスレベルの設定・評価、欠陥の排除・訂正 ヒンシツ ヒョウカ シヒョウ セッテイ ヒョウカ ケッカン ハイジョ テイセイ

								出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





クラウドソーシングの進化

				標準化・集約化 ヒョウジュンカ シュウヤクカ		仮想化 カソウカ		クラウドシフト		クラウド最適化 サイテキカ		クラウドネイティブ



				自社内のリソース利用 ジシャ ナイ リヨウ				IaaS（インフラサービス）		PaaS（プラットフォームサービス）



		コスト

		削減 サクゲン













												開発スピード カイハツ

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ



クラウド環境
での開発

ミドルウェアの
クラウド化

IT基盤の
クラウド化

既存IT資産の
仮想化

既存IT基盤の
標準化・集約化



GEプレディックスプラットフォーム 

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







情報セキュリティ管理全体図

				PLAN				DO												CHECK



				全社セキュリティ統括機能 ゼンシャ トウカツ キノウ



				・ポリシー・ルール策定 サクテイ				・情報セキュリティ教育・啓発 ジョウホウ キョウイク ケイハツ														・セキュリティリスクアセスメント

				・予算立案・策定 ヨサン リツアン サクテイ				・情報セキュリティ人材確保・育成 ジョウホウ ジンザイ カクホ イクセイ														・セキュリティ監査 カンサ

								・対策技術・脆弱性情報の収集・発信 タイサク ギジュツ ゼイジャクセイ ジョウホウ シュウシュウ ハッシン





				セキュリティの全体企画 ゼンタイ キカク				個別システムの導入・運用 コベツ ドウニュウ ウンヨウ														事故・事象発生時の対応 ジコ ジショウ ハッセイ ジ タイオウ



				・セキュリティ要求事項定義 ヨウキュウ ジコウ テイギ				・セキュリティ仕様の評価・改善 シヨウ ヒョウカ カイゼン														・予兆監視・分析 ヨチョウ カンシ ブンセキ

				・セキュリティ対策の企画 タイサク キカク				・セキュリティ基盤設計・開発 キバン セッケイ カイハツ														・インシデント管理統括 カンリ トウカツ

								・セキュリティ運用 ウンヨウ

																				SIRT機能 キノウ

		情報セキュリティデザイン機能 ジョウホウ キノウ																		（インシデント・レスポンス・チーム）

				出所）NRI　CIOハンドブック2018 シュッショ





価値創造サイクルの実行組織









						デジタル・サービス・センター		デジタル・イノベーション・センター

						（DSC)の責任者 セキニンシャ		(DIC)の責任者 セキニンシャ

		組織の役割 ソシキ ヤクワリ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		価値増幅サイクルと カチ ゾウフク		価値創発サイクル カチ キズ ハツ

				での位置づけ イチ		ブリッジプロセスの実行組織		の実行組織 ジッコウ ソシキ

		変革の内容 ヘンカク ナイヨウ		価値創造サイクル カチ ソウゾウ		商品・サービス、業務プロセス ショウヒン ギョウム		商品・サービス、業務プロセス、 ショウヒン ギョウム

				での変革内容 ヘンカク ナイヨウ		の実用化・利用・改訂 ジツヨウカ リヨウ カイテイ		ビジネスモデルの創発 ソウハツ



				顧客との関係 コキャク カンケイ		真実の瞬間の利用顧客との共有 シンジツ シュンカン リヨウ コキャク キョウユウ		先行ユーザーとの共創 センコウ トモ キズ



		知識・情報の活用 チシキ ジョウホウ カツヨウ		知識創造の焦点 チシキ ソウゾウ ショウテン		既存知識の深化 キゾン チシキ シンカ		新知識の探索 シン チシキ タンサク



				知識創造プロセス チシキ ソウゾウ		仮説検証サイクル カセツ ケンショウ		試行錯誤サイクル シコウ サクゴ



				IT活用方法 カツヨウ ホウホウ		モジュール化 カ		イテレーション



		組織の特性 ソシキ トクセイ		変革への指向性 ヘンカク シコウセイ		適応 テキオウ		進化 シンカ



				人材の特性 ジンザイ トクセイ		同種の間での多様化 ドウシュ カン タヨウカ		異種の間での競争・淘汰 イシュ カン キョウソウ トウタ



				組織の文化 ソシキ ブンカ		協調・共同を重視 キョウチョウ キョウドウ ジュウシ		自律・分散を重視 ジリツ ブンサン ジュウシ





CIO/ CDO
（デジタル変革担当役員）



MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP





image1.png







image2.png

A IIln&ﬂ?-h(/ft—lb27ﬂtZwKPlﬁ

(Z%7aca)

ARIS Performance Dashboard R

vo| (@ ursames

o4 vionsii

4 sem

IN)a—FI—DERINEIL EDESRR
S FI)AOKPIEH BILL TV B HHEEZT S







image3.png

KPIfli0) 5} 7 % FREBL .
BDRYEEIETD

EBT7OLROBERIC
LBKPIEDIESDE
EENT

ERETBRORS5OE

R FA—F—A, FA—5—B% || BR:F(—5—OBETOR | = _{f_ffg::g:
NFT-9TB UK 54 AAEVMBEERV 713
Foh i EPEIIRL, RF—SASE
et T | muevoeammessss
2l i

B

KPHEDISOEH AL







image4.emf





Copyright© 2020 Koki Yodokawa all Rights Reserved. 

【事例】アリババのデータ中心サービス

35

コネクティッド・
自動車OS

シェアリング

自動運転

生活

EC

FinTech

データ

クラウド

出所）ＮＲＩ知的資産創造2019年10月

スマートシティ

アリババ　グループ
国家次世代スマートシティプラットフォーム認定を取得

モビリ

ティ・

プラッ

ト

フォー

ム

ITプ

ラット

フォー

ム

テレマティクス

Ali OS

EVシェアリング

GoFun

ライドシェア

Ｔ3出向

フードデリバリ

Ele.me

ライドシェア

DiDi（出資）

口コミ・生活

口碑

オンラインチケット

淘票票

ＥＣ連携小売

盆馬鮮生

ＥＣ

天猫

マーケットプレイス

淘宝網

東南アジアＥＣ

Lazada

Alipay 芝麻信用 Amt Financial

地図・ユーザデータ

高徳

Ali Cloud

電脳都市（車両情報検知、交通最適化等）

ET City Brain

データ中心サービス業

地域データ

移動データ

（CASE)

消費行動データ

金融行動データ

位置データ



Copyright© 2020 Koki Yodokawa all Rights Reserved. 

パンデミックがデジタル変革を加速

変革の観点 これまでの世界 コロナ後の世界 デジタル化の役割

ライフスタイル 画一的 多様な生き方の共存 個人のエンパワメント

ワークスタイル 集権集中 自律分散 時間空間を越えた協働

サプライチェーン 効率性重視 継続可能性重視 冗長性・代替可能性の確保

顧客サービス マスプロダクション 個客との価値共創 価値共創コミュニティの形成

公共サービス 一律の硬直的サービス 格差補完セーフティネット サービス提供プラットフォーム

価値観 経済成長一辺倒 持続可能社会の実現 エコシステムの形成

36

パンデミックにより改めてデジタル化社会への変革が必然に
そのためにデジタル変革とITマネジメントの進化が必要

出所）筆者作成
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出所）筆者作成

リレーション
ナレッジ

組織
人材

駆動

バリューガバナンス リスクマネジメント
（価値創造の統制） （不確実性の管理）
デジタル化戦略策定 価値創発サイクル 可用性リスク

・戦略設計図 （試行錯誤）
・ストレッチ戦略 価値増幅サイクル 機密性リスク

デジタル投資マネジメント （モジュール化）
・ポートフォリオ管理 ブリッジプロセス 完全性リスク
・ステージゲート管理 （実用化・フィードバック）
デジタル投資成果評価 戦略整合性リスク

駆動

インテリジェンス
プロセス
データ

サービス基盤

（デジタル資産全体構造）

ケイパビリティマネジメント
（人間系システム）

プロセスマネジメント
（価値創造サイクル）

アーキテクチャマネジメント

デジタル変革マネジメントの全体構成


デジタルガバナンス全体構造

								ケイパビリティマネジメント

								（人間系システム） ニンゲン ケイ

										リレーション

										ナレッジ

										組織 ソシキ

										人材 ジンザイ



												駆動 クドウ



		バリューガバナンス						プロセスマネジメント								リスクマネジメント

		（価値創造の統制） カチ ソウゾウ トウセイ						（価値創造サイクル） カチ ソウゾウ								（不確実性の管理） フカクジツセイ カンリ

		デジタル化戦略策定 カ センリャク サクテイ								価値創発サイクル カチ ソウハツ						可用性リスク カヨウセイ

		・戦略設計図 センリャク セッケイズ								（試行錯誤） シコウ サクゴ

		・ストレッチ戦略 センリャク								価値増幅サイクル カチ ゾウフク						機密性リスク キミツセイ

		デジタル投資マネジメント トウシ								（モジュール化） カ

		・ポートフォリオ管理 カンリ								ブリッジプロセス						完全性リスク カンゼン セイ

		・ステージゲート管理 カンリ								（実用化・フィードバック） ジツヨウカ

		デジタル投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ														戦略整合性リスク センリャク セイゴウセイ





												駆動 クドウ



								アーキテクチャマネジメント

								（デジタル資産全体構造） シサン ゼンタイ コウゾウ

										インテリジェンス

										プロセス

										データ

										サービス基盤 キバン







デジタル変革のステップ



						ステップ1				ステップ２				ステップ３



























						既存ビジネスの キゾン				製品・サービスの セイヒン				デジタル化による カ

						デジタル活用による カツヨウ				デジタル化による カ				企業の壁を越えた キギョウ カベ コ

						高度化 コウドカ				情報サービス業化 ジョウホウ ギョウ カ				エコシステム形成 ケイセイ



						擦り合わせ型製造や ス ア ガタ セイゾウ				デジタルサービス				デジタル化された カ

						高度な人的サービス コウド ジンテキ				コンテンツの提供 テイキョウ				プラットフォームの掌握 ショウアク

						のデジタル化 カ



デジタルソリューション





デジタルサービス業





デジタルエコシステム







デジタル化の選択肢



		事業環境のデジタル化 ジギョウ カンキョウ カ								デジタル化の選択肢 カ センタクシ



		顧客のデジタル化 コキャク カ		競合のデジタル化 キョウゴウ カ		自社の強みのデジタル化 ジシャ ツヨ カ				自社の戦略設計図 ジシャ センリャク セッケイズ

										のデジタル化の違い カ チガ

		デジタル化によって顧客に カ コキャク		デジタル化した競合相手の カ キョウゴウ アイテ		デジタル化技術が自社の強み カ ギジュツ ジシャ ツヨ

		とっての価値が左右される カチ サユウ		参入や代替が脅威となる キョウイ		の強化に直結する キョウカ チョッケツ



		●								デジタルソリューション



		●		●						デジタルサービス業 ギョウ



		●		●		●				デジタルエコシステム









デジタル戦略設計図







												エコシステム



												水平分業 スイヘイ ブンギョウ



												垂直統合 スイチョク トウゴウ



												規模の競争 キボ キョウソウ



								マス消費 ショウヒ						定型業務遂行 テイケイ ギョウム スイコウ

						カスタマイズ消費 ショウヒ										現場業務改善 ゲンバ ギョウム カイゼン

				自律的価値創出 ジリツテキ カチ ソウシュツ														真実の瞬間遂行 シンジツ シュンカン スイコウ

		価値共創への参加 カチ キョウソウ サンカ								デジタル事業基盤 ジギョウ キバン										価値創造の推進 カチ ソウゾウ スイシン















で

既存事業基盤

企業

顧客

従業員

パートナー化

自立化

コミュニティ化



デジタル化のアーキテクチャ



				企業の役割 キギョウ ヤクワリ



				最終製品や サイシュウ セイヒン				垂直統合型顧客価値提供者 スイチョク トウゴウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ				水平分業型顧客価値提供者 スイヘイ ブンギョウ ガタ コキャク カチ テイキョウ シャ

				サービスの提供者 テイキョウシャ				供給された部品を擦り合わせ キョウキュウ ブヒン ス ア				深い顧客理解に基づいて フカ コキャク リカイ モト

								オンリーワンの顧客価値を実現 コキャク カチ ジツゲン				多様なコンテンツを組み合わせて タヨウ ク ア

								擦り合わせをブラックボックス化し ス ア				統合された顧客経験価値を実現 トウゴウ コキャク ケイケン カチ ジツゲン

								他社への移植を可能にする タシャ イショク カノウ



								【デジタルソリューション】				【デジタルエコシステム】





				部品や ブヒン				統合されたサプライヤー トウゴウ				サービス部品提供者 ブヒン テイキョウシャ

				サービス機能の提供者 キノウ テイキョウシャ				供給先の標準に基づいて キョウキュウ サキ ヒョウジュン モト				独自の機能をブラックボックスとして ドクジ キノウ

								供給先の要求するQCDを確保して キョウキュウ サキ ヨウキュウ カクホ				サービス化し カ

								純正機能部品を供給 キョウキュウ				標準化されたインターフェースで提供 テイキョウ



								【継続的改善】 ケイゾクテキ カイゼン				【デジタルサービス業】 ギョウ





				企業の関係 キギョウ カンケイ				垂直統合 スイチョク トウゴウ				水平分散 スイヘイ ブンサン



				製品・サービスの構造 セイヒン コウゾウ				擦り合わせ型 ス ア ガタ				モジュラー型 ガタ





投資ポートフォリオ (2)





						強みの ツヨ

						拡張 カクチョウ		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ

				新ビジネス シン

				新製品 シン セイヒン		強みの ツヨ

				新プロセス シン		強化 キョウカ		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



								不確実性小 フカクジツセイ ショウ		不確実性大 フカクジツセイ ダイ

								新技術 シン ギジュツ

								新業務 シン ギョウム

								新顧客 シン コキャク



						既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

						・増力化化投資 ゾウリョク カ カ トウシ

						・効率化投資 コウリツカ トウシ

						インフラ整備投資 セイビ トウシ

						・ケイパビリティ強化 キョウカ

								・IT基盤整備





設備投資的

研究開発的



投資ポートフォリオ



				非コア ヒ

				コンピタンス		代替事業投資 ダイタイ ジギョウ トウシ		知識獲得投資 チシキ カクトク トウシ



				コア

				コンピタンス		次期中核事業投資 ジキ チュウカク ジギョウ トウシ		先への備え投資 サキ ソナ トウシ



						実現可能性大 ジツゲン カノウセイ ダイ		実現性不確実 ジツゲン セイ フカクジツ



				既存事業へのROI投資 キゾン ジギョウ トウシ

				効率化/増力化 コウリツカ ゾウリョク カ

				インフラ整備投資 セイビ トウシ

				ケイパビリティ強化/IT基盤整備 キョウカ キバン セイビ





RUN

CHANGE



投資方法の選択肢 (2)

		連携の強さ レンケイ ツヨ



		ウィーク												クラウドソーシング

		タイ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門性の センモン セイ				業務提携 ギョウム テイケイ				コーポレート

						業務委託 ギョウム イタク								ベンチャーキャピタル



		ストロング				専門人材の センモン ジンザイ				資本提携 シホン テイケイ				Ｍ＆Ａ

		タイ				採用 サイヨウ



										徐々に内部化 ジョジョ ナイブカ





						内部の補完 ナイブ ホカン				内外連携 ナイガイ レンケイ				外部中心 ガイブ チュウシン

														外部依存度合 ガイブ イゾン ドアイ





投資方法の選択肢



		緊急度 キンキュウド												クラウドソーシング

		小 ショウ



										スピンオフ				委託研究 イタク ケンキュウ





						専門人材の センモン ジンザイ				ジョイント				コーポレート

						採用/補強 サイヨウ ホキョウ				ベンチャー				ベンチャーキャピタル



		緊急度 キンキュウド				自社内の ジシャ ナイ				業務提携 ギョウム テイケイ				Ｍ＆Ａ

		大 ダイ				Ｒ＆Ｄプロジェクト



						現在の強み　強 ゲンザイ ツヨ キョウ								現在の強み　弱 ゲンザイ ツヨ ジャク







オープンデジタルイノベーションの進め方

												Next47　スタンダードプレゼンテーション（シーメンス2016）

																・破壊的アイデア ハカイテキ

												探索と選別 タンサク センベツ				・冒険的事業 ボウケンテキ ジギョウ

																・起業家精神 キギョウカ セイシン



























												譲渡・売却 ジョウト バイキャク









インキュベーション





「アイデアを持つ人」が対象





プロト対応作成などを通じて事業設立へ





アクセラレーション





「若いスタートアップ企業」が対象





市場への製品投入、営利事業化





「成熟したスタートアップ企業」が対象





マーケットシェア拡大、グローバル企業化





事業拡大







戦略的提携の方法

		戦略的提携の定義・目標 センリャクテキテイケイ テイギ モクヒョウ		特徴 トクチョウ		形態 ケイタイ		ライフサイクル

		【定義】 テイギ		長期的に発展できる チョウキテキ ハッテン		・リスク・報酬を共有しない ホウシュウ キョウユウ		・選択と形成 センタク ケイセイ

		・対等的、自律的、互恵的な タイトウ テキ ジリツテキ ゴケイテキ		　パートナーシップ		　業務提携 ギョウム テイケイ		・契約 ケイヤク

		　関係が存在し、 カンケイ ソンザイ				・リスク・報酬を共有する ホウシュウ キョウユウ		・評価 ヒョウカ

		・柔軟性に富んだ緩やかな ユル		・10年位以上の提携 ネン クライ イジョウ テイケイ		　アウトソーシングや開発協力 カイハツ キョウリョク		・協力 キョウリョク

		連　結関係を持ち		・株式保有や能力共有 カブシキ ホユウ ノウリョク キョウユウ		・少数資本参加 ショウスウ シホン サンカ		・投資 トウシ

		・一定の期間に限定される イッテイ キカン ゲンテイ		・戦略の共有と双方向の センリャク キョウユウ ソウホウコウ		（コーポレートベンチャーキャピタル等） トウ		・安定化 アンテイカ

		　企業間の同盟関係 キギョウカン ドウメイ カンケイ		　コミュニケーション		・資本共有 シホン キョウユウ		・発展の判断（中止or継続） ハッテン ハンダン チュウシ ケイゾク

				・企業価値増大による キギョウ カチ ゾウダイ		（ジョイントベンチャー等） トウ

		【目標】 モクヒョウ		　競争優位の獲得 キョウソウ ユウイ カクトク

		外部資源の利用による ガイブ シゲン リヨウ		・コア能力の共有と活用 ノウリョク キョウユウ カツヨウ		（・その発展としてのM&A） ハッテン

		・費用削減（規模の経済） ヒヨウ サクゲン キボ ケイザイ

		・学習によるシナジー ガクシュウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





提携の手順

		提携相手と方法の選択 テイケイ アイテ ホウホウ センタク		交渉と契約 コウショウ ケイヤク		提携の実行 テイケイ ジッコウ

		【選択のステップ】 センタク		【提携に向けた交渉過程】 テイケイ ム コウショウ カテイ		【提携実行時のポイント】 テイケイ ジッコウ ジ

		・戦略と目的の明確化 センリャク モクテキ メイカクカ		・情報収集 ジョウホウ シュウシュウ		・柔軟で効率的な組織構造 ジュウナン コウリツ テキ ソシキ コウゾウ

		・提携相手候補の選択 テイケイ アイテ コウホ センタク		・ニーズの検討 ケントウ		・提携の戦略やニーズを管理 テイケイ センリャク カンリ

		・相乗・相補効果の評価 ソウジョウ ソウホ コウカ ヒョウカ		・課題の明確化 カダイ メイカクカ		　する仕組み・課程 シク カテイ

		・獲得するメリットの明確化 カクトク メイカクカ		・提案 テイアン		・競争のベンチマークや キョウソウ

		・利害関係者への影響評価 リガイ カンケイ シャ エイキョウ ヒョウカ		・柔軟性の発揮と促進 ジュウナンセイ ハッキ ソクシン		　進捗状況の追跡 シンチョク ジョウキョウ ツイセキ

				・譲歩の交換 ジョウホ コウカン		・定期レビューを伴う工程表 テイキ トモナ コウテイヒョウ

		【選定基準】 センテイ キジュン		・取引の終了 トリヒキ シュウリョウ		　や測定手段の準備 ソクテイ シュダン ジュンビ

		１.戦略的適合性 センリャクテキ テキゴウセイ				・問題解決を伴う率直な モンダイ カイケツ トモナ ソッチョク

		・資源の相互補完性 シゲン ソウゴ ホカンセイ		【判断すべき事項】 ハンダン ジコウ		　コミュニケーション

		・協力による価値創造 キョウリョク カチ ソウゾウ		・中核競争能力・技術の移転 チュウカク キョウソウ ノウリョク ギジュツ イテン

		２.文化的適合性 ブンカ テキ テキゴウセイ		・競争ポジションの変化 キョウソウ ヘンカ

		・学習とシナジーを行う基礎条件 ガクシュウ オコナ キソ ジョウケン		・法的責任の範囲 ホウテキ セキニン ハンイ

		・企業の文化的特性 キギョウ ブンカテキ トクセイ		・利害関係者への影響 リガイ カンケイ シャ エイキョウ

		　原価/技術革新/技術/ ゲンカ ギジュツ カクシン ギジュツ		・ガバナンスとコントロール

		　顧客志向/国際性/環境/ コクサイセイ カンキョウ		・義務と権利の程度 ギム ケンリ テイド

		　従業員/品質		・組織への影響 ソシキ エイキョウ

		・コンフリクト解決と文化的統合 カイケツ ブンカテキ トウゴウ

		出所）戦略的提携の形成と管理、若林（京都大学） シュッショ センリャクテキ テイケイ ケイセイ カンリ ワカバヤシ キョウト ダイガク





ステージゲート管理 (2)

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート				ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン				（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ				（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





価値増幅





継続的改訂





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



ステージゲート管理

















































				開始判断 カイシ ハンダン				ステージゲート				ステージゲート						ローンチ

				（潜在力判断） センザイ リョク ハンダン				（具体性判断） グタイセイ ハンダン				（不確実性判断） フカクジツセイ ハンダン						（実用性判断） ジツヨウセイ ハンダン

								（想定成果） ソウテイ セイカ				（期待成果） キタイ セイカ						（目標成果） モクヒョウ セイカ





ディスカバリー





実用化加工





段階的導入





インキュベーション





実用化





知がぶつかる場の設定





ヒートアップの誘発





変革チームの組織化





現場と顧客の巻き込み





組織・制度・プロセスの変更





試行錯誤





モデル化





PoC





プロトタイピング





パイロットテスト





実用化テスト





知識獲得投資

代替事業投資

次への備え投資

次期中核事業投資



投資成果評価 (2)

		顧客にとっての価値の増大 コキャク カチ ゾウダイ

		（新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル）

		・企業が提供した価値（顧客満足度/再利用意向/推奨意向） キギョウ テイキョウ カチ

		・顧客自ら創り出した価値（価値共創参加/自律的価値創出） コキャク ミズカ ツク ダ カチ

		ビジネス価値の向上 カチ コウジョウ

		・売上高 ウリアゲ ダカ

		・営業利益 エイギョウ リエキ



										財務業績 ザイム ギョウセキ

		業務プロセス ギョウム				製品・サービス セイヒン				（エコシステムの共栄） キョウエイ

		・QCDの向上 コウジョウ				・新規と既存 シンキ キゾン				・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・価値の創発 カチ ソウハツ				・売上高 ウリアゲ ダカ				・利益確保 リエキ カクホ

		・価値の増幅 カチ ゾウフク				・粗利益 アラリエキ				・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







投資成果評価

		顧客にとっての価値の創造 コキャク カチ ソウゾウ

		分子の拡大 ブンシ カクダイ

		・顧客の満足度・再利用意向・推奨意向 コキャク マンゾク ド サイリヨウ イコウ スイショウ イコウ

		・価値共創参加・自律的価値創出 カチ キョウソウ サンカ ジリツテキ カチ ソウシュツ

		・新規顧客拡大/継続顧客数/クロスセル シンキ コキャク カクダイ ケイゾク コキャク スウ



								財務業績 ザイム ギョウセキ

		プロセスのQCD向上 コウジョウ						エコシステムの共栄 キョウエイ

		分母の削減 ブンボ サクゲン						・持続的収入増加 ジゾクテキ シュウニュウ ゾウカ

		・現場でのオンタイムの測定 ゲンバ ソクテイ						・営業キャッシュフロー エイギョウ

		・勘定系による計上ベースの測定 カンジョウ ケイ ケイジョウ ソクテイ						・利益の適切な分配 リエキ テキセツ ブンパイ





		知識創造 チシキ ソウゾウ

		暗黙知/形式知の拡大 アンモク チ ケイシキチ カクダイ

		・暗黙知の共有による認知頻度 アンモクチ キョウユウ ニンチ ヒンド

		・暗黙知の利用頻度 アンモクチ リヨウ ヒンド

		・形式知の表出や連結による登録頻度 ケイシキチ ヒョウシュツ レンケツ トウロク ヒンド

		・形式知の利用頻度 ケイシキチ リヨウ ヒンド







デジタル変革組織構成









														●　●　●









						・サービスガバナンス担当 タントウ

						・ビジネスデザイン担当 タントウ

						・全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ

						・サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ













						・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー				・プロジェクトリーダー

						・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ				・ユーザーニーズ担当 タントウ

						・製品要素技術担当 セイヒン ヨウソ ギジュツ タントウ				・データ分析技術担当 ブンセキ ギジュツ タントウ				・コラボラティブ開発担当 カイハツ タントウ

						・プロトタイピング担当 タントウ				・AI技術担当 ギジュツ タントウ				・モデリング担当 タントウ













ブリッジプロセス担当

サービス部品の加工・改訂担当

製品・装置創発プロジェクト

データ分析・AI創発プロジェクト

業務プロセス創発プロジェクト

試作品製作担当

データ準備・データ加工担当

試作プロセスアジャイル開発担当

価値増幅実行組織

価値増幅実行組織

既存プロセス改善担当

既存プロセス改善担当

マネジメントサポート担当
・戦略整合化
・マーケティング
・法務・知財・標準化
・会計・財務
・組織・人材

エンジニアリングサポート担当
・品質・信頼性
・セキュリティ
・UI/ UX

価値増幅

ブリッジ

価値創発

共通サービス実用品提供

共通サービス試作品提供

サポート提供



デジタル変革人材

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		チームリーダー		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ



		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

		3価値創発 カチ ソウハツ		製品プロトタイピング セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ



		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		データ/AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		業務プロセスモデリング ギョウム		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス提供基盤 テイキョウ キバン		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		サービス部品加工 ブヒン カコウ		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		5サポート(MGT)		戦略整合化 センリャク セイゴウカ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		5サポート(MGT)		マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		5サポート(MGT)		マーケティング		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		5サポート(MGT)		マーケティング		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

		5サポート(MGT)		法務・知財 ホウム チザイ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		5サポート(MGT)		会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

		5サポート(MGT)		組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

		6サポート(ENG)		品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		6サポート(ENG)		セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6サポート(ENG)		セキュリティ		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

		6サポート(ENG)		UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		6サポート(ENG)		UI/UX		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





デジタル変革人材 (2)

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		科目群 カモク グン		専門分野 センモン ブンヤ		主な内容 オモ ナイヨウ

		価値創発サイクル カチ ソウハツ

				チームリーダー				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ

						エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング、ファシリテーション

						事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー（行動観察） コウドウ カンサツ

						インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード作成 シコウ サクセイ

				製品プロトタイピング セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

						プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

						プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のインテグレーション セイヒン コウセイ ヨウソ

						インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー（3DCGモデラー）

						デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

				データ/AI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		位置情報システム イチ ジョウホウ		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

						IT系 ケイ		ビジネスインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

						IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow

				業務プロセスモデリング ギョウム		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

						システム開発系 カイハツ ケイ		コラボラティブ開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

						IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5によるスマホアプリ開発 セッケイ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト言語 ゲンゴ



		価値増幅サイクル/ブリッジプロセス カチ ゾウフク								仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

				サービスガバナンス				サービスガバナンスプロセス		SOA、API

				ビジネスデザイン		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

				全体アーキテクチャ ゼンタイ				EA		エコシステムアーキテクチャ

				サービス提供基盤 テイキョウ キバン		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

						IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

						IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

						IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

						IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

						デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

						IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン、AWS カソウ

				サービス部品加工 ブヒン カコウ		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

						システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

						システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		プログラミングによる脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

						マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ



		マネジメントサポート

				戦略整合化 センリャク セイゴウカ		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

						エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

						事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

						技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術イノベーション ギジュツ		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

				マーケティング		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

						エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

						エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

						創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

				法務・知財 ホウム チザイ				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携の手順 センリャクテキ テイケイ テジュン

						エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

				会計・財務 カイケイ ザイム				会計とファイナンス カイケイ		財務会計、管理会計、資金調達 ザイム カイケイ カンリ カイケイ シキン チョウタツ

				組織・人材 ソシキ ジンザイ		マネジメント系 ケイ		組織と人材育成 ソシキ ジンザイ イクセイ		組織構築、組織運営、MOT人材育成 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ



		エンジニアリングサポート

				品質・信頼性 ヒンシツ シンライセイ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計（実験計画法によるばらつきの評価） セッケイ ジッケン ケイカクホウ ヒョウカ

						プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

				セキュリティ		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

						マネジメント系 ケイ		情報セキュリティマネジメント ジョウホウ		ISMS、BCP

				UI/UX		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

						インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン





価値創発サイクル



		実用化へ ジツヨウ カ												収束仮説 シュウソク カセツ



														試行仮説 シコウ カセツ



														発散仮説 ハッサン カセツ



		合否判定 ゴウヒ ハンテイ				取捨選択 シュシャ センタク				取捨選択 シュシャ センタク				状況設定/ ジョウキョウ セッテイ				Poｃ				デジタル				試作品作成 シサクヒン サクセイ

														課題設定 カダイ セッテイ				（モックアップ）				プロトタイプ				（パイロット）



														顧客意見吸収 コキャク イケン キュウシュウ



														顧客要望反映 コキャク ヨウボウ ハンエイ



														顧客による検証 コキャク ケンショウ







ブリッジプロセス







		実用化の ジツヨウカ

		同時並行 ドウジ ヘイコウ

		プロセス















業務プロセス定義

業務手順整備

トレーニング・移行準備

実用化サービス設計

実用化サービス改訂

共通サービス承認

サービス基盤設計

サービス基盤構築

導入テスト

組織設計

アナウンス・組織編成

意識改革・教宣

デザイン

実用化

準備

試行

移行

本格実施

評価

改良

知的資産化

導入

定着



アーキテクチャマネジメント



						バリューガバナンス										アーキテクチャマネジメント



















































サービスプロバイダー

サービス
オーケストレー
ション

サービス
エグゼ
キューション

モニタリング

KPI

サービス
メトリクス

プロセス
メトリクス

サービス
レジストリ

サービス
コントラクト

サービス
インプリメン
テーション

サービス
リポジトリ

デザイン

SOA参照
アーキテクチャ

セマンティック
インフォメー
ションモデル

ビジネス
プロセス
モデル

モデリング

サービスコンシューマー

ビジネス
プロセス

ビジネス
プロセス

事業部門
や顧客等

変革ポートフォリオ
マネジメント

変革プログラム
マネジメント

プロセスが
サービスを再利用

サービスポートフォリオ
マネジメント

サービスライフサイクル
マネジメント

サービスを
最適に実装

セレクティブ
ソーシング

サービスパートナー
マネジメント

インテリジェンス
サービス

データ
サービス

プロセス
サービス

インテ
グレーション
サービス

ラン・タイム

インテ
グレーション
サービス

ESB（サービスバス）

ｆ

データサーバー

アプリサーバー

レガシーシステム

クラウド
サーバー

AIサーバー



SOAライフサイクル

						機能 キノウ		プロセス		意味 イミ

						モデル		定義 テイギ		モデル



						サービスの識別 シキベツ								モデルの更新 コウシン				サービスの定義 テイギ





						機能＆意味モデル キノウ イミ				非機能要件 ヒ キノウ ヨウケン



						サービスの設計と仕様決定 セッケイ シヨウ ケッテイ								モデルの更新 コウシン				性能・品質 セイノウ ヒンシツ

																		ユーザビリティ



						標準化 ヒョウジュンカ



						サービスのインプリメンテーション								リポジトリ				標準準拠 ヒョウジュン ジュンキョ

														登録 トウロク



						SLA				アクセスポリシー



						サービスの配備 ハイビ								リポジトリ				運用性 ウンヨウセイ

		サービス												登録 トウロク				セキュリティ

		利用状況 リヨウ ジョウキョウ

		の統計 トウケイ

						サービスの利用と改訂 リヨウ カイテイ								リポジトリ

														登録 トウロク





						サービスの廃止 ハイシ







BPM





GEプレディックスプラットフォーム (2)

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ























		Predixプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供

GEソフトウェア
自社開発
Predictivity
シリーズ

合弁会社
マイクロソフト

合弁会社
アクセンチュア

ベンチャー
企業への投資

公募サイト

クラウドソーシング



GEプレディックスプラットフォーム

		顧客企業（航空、ヘルスケア、エネルギー、運輸、等） コキャク キギョウ コウクウ ウンユ トウ





		顧客別ソリューションの開発（クラウドソーシング） コキャク ベツ カイハツ





		検証・募集サイト　Kaggle ケンショウ ボシュウ





		プレディックスプラットフォーム（GEが共同運営） キョウドウ ウンエイ

		データ基盤 キバン		クラウド基盤 キバン		センサー基盤 キバン		LAN基盤 キバン		セキュリティ		ネットワーク

		ピボタル		アマゾン		インテル		シスコ		ウオルドテック		ネット各社 カクシャ



データ公開

アイデア公募

アプリ提供



デジタル変革ナレッジ



																										ストロングタイ

												５つの『新』 シン

												への挑戦のため チョウセン

												の知識・情報 チシキ ジョウホウ												顧客からのコメント・クレーム コキャク

																										顧客サーベイの結果 コキャク ケッカ

												・新顧客 シン コキャク

												・新業務 シン ギョウム												外部公開情報 ガイブ コウカイ ジョウホウ

												・新技術 シン ギジュツ														提携先の意見 テイケイ サキ イケン

												・新プロマネ シン

												・新ベンダー シン										終了プロジェクトの情報 シュウリョウ ジョウホウ										ウィークタイ

																								プロジェクト経験者の助言 ケイケンシャ ジョゲン

																														顧客の評判 コキャク ヒョウバン

																						既存サービスの利用情報 キゾン リヨウ ジョウホウ				進行中の シンコウチュウ		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ

																						プロジェクト報告書 ホウコクショ				プロジェクの情報 ジョウホウ		の助言 ジョゲン

																								社内専門家FAQ シャナイ センモンカ						コレクティブ・

																						創発 ソウハツ		社内専門家の助言 シャナイ センモンカ ジョゲン		プロジェクト間の交流 カン コウリュウ		クラウドソーシング		インテリジェンス

																						プロジェクト

																								社内公開情報 シャナイ コウカイ ジョウホウ		プロジェクト間 カン		外部有識者 ガイブ ユウシキシャ		顧客間 コキャク カン

																										コミュニティ		コミュニティ		コミュニティ





新たな組み合わせの発想

新が持つ不確実性の低減



デジタルリスクマネジメント

		担当領域 タントウ リョウイキ		役割 ヤクワリ		リスク（不確実性）への対応 フカクジツセイ タイオウ

						可用性 カヨウセイ		機密性 キミツセイ		完全性 カンゼンセイ		戦略整合性 センリャク セイゴウセイ

		価値創発 カチ ソウハツ		創発プロジェクト ソウハツ								●有効性確認 ユウコウセイ カクニン

		サイクル		試作品製作担当 シサクヒン セイサク タントウ						●結果妥当性 ケッカ ダトウセイ		●有効性確認 ユウコウセイ カクニン



		エンジニアリ		品質・信頼性担当 ヒンシツ シンライセイ タントウ		●性能・故障対応 セイノウ コショウ タイオウ

		ングサポート		セキュリティ担当 タントウ				●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

				UI/ UX担当 タントウ						●誤操作・悪用対応 ゴソウサ アクヨウ タイオウ



		マネジメント		法務・知財担当 ホウム チザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

		サポート		会計・財務担当 カイケイ ザイム タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ

				組織・人材担当 ソシキ ジンザイ タントウ		●リスクへの人的対応策の検討 ジンテキ タイオウ サク ケントウ



		ブリッジ		サービス基盤提供担当 キバン テイキョウ タントウ		●運用性・性能対応 ウンヨウセイ セイノウ タイオウ		●脆弱性対応 ゼイジャクセイ タイオウ

		プロセス		全体アーキテクチャ担当 ゼンタイ タントウ		●一貫性・全体バランスの調整 イッカンセイ ゼンタイ チョウセイ

				ビジネスデザイン担当 タントウ								●戦略適合確認 センリャク テキゴウ カクニン

				サービスガバナンス担当 タントウ		●リスク施策の全体統制/リスクアセスメント シサク ゼンタイ トウセイ



		価値増幅 カチ ゾウフク		価値増幅実行組織 カチ ゾウフク ジッコウ ソシキ		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン		〇発見 ハッケン

		サイクル		既存プロセス改善担当 キゾン カイゼン タントウ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ		◎対処 タイショ

		●予防的対策　〇発見的対策　◎対処的対策 ヨボウテキ タイサク ハッケンテキ タイサク タイショ テキ タイサク







参照する理論手法

		デジタルガバナンス構成要素 コウセイ ヨウソ				参照する理論・手法 サンショウ リロン シュホウ



		バリュー		戦略設計図 センリャク セッケイズ		ハメル＆7プラハラッド　コアコンピタンス経営 ケイエイ

		ガバナンス

				デジタル投資管理 トウシ カンリ		ベンチャー投資手法 トウシ シュホウ



				デジタル投資評価 トウシ ヒョウカ		ステージゲート法 ホウ



		ケイパビリティ		リレーション		戦略的提携 センリャクテキ テイケイ

		マネジメント

				ナレッジ		野中　知識創造サイクル ノナカ チシキ ソウゾウ



				組織 ソシキ		組織ＩＱ　場の形成 ソシキ バ ケイセイ



				人材 ジンザイ		MOT（情報技術/創造技術）プログラム ジョウホウ ギジュツ ソウゾウ ギジュツ



		プロセス		価値創発サイクル カチ ソウハツ		ＰｏＣ　デザインシンキング

		マネジメント

				価値増幅サイクル カチ ゾウフク		サービスガバナンスプロセス



				ブリッジプロセス		プロデューサー機能 キノウ



		アーキテクチャ		インテリジェンス		セマンティックウェヴ

		マネジメント

				プロセス		ＳＯＡ　ＢＰＭ　



				データ		データガバナンス



				ＩＴ基盤 キバン		ＡＰＩ　ハイブリッドクラウド







MOT専門性

		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ

		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク		1バリュー

		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ		1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		経営戦略 ケイエイ センリャク				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ				1バリュー

		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング				1バリュー

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント				1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ		1バリュー

		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		アーキテクチャ理論、技術マーケティング、製品設計 リロン ギジュツ セイヒン セッケイ		1バリュー

		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング		2人材 ジンザイ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ				2人材 ジンザイ

		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ		2組織 ソシキ

		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン		2ナレッジ

		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ

		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報構築 クウカン ジョウホウ コウチク		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル

		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス

		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構解析、熱・流体解析、機構解析 カマ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン

		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク				3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス

		事業アーキテクチャ ジギョウ		深層学習 シンソウ ガクシュウ		アイデアソン、ハッカソン、ディープラーニングTensorFlow		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI

		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス		3価値創発 カチ ソウハツ		7UI

		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPAプロマネ、FP、WBS、EVM、品質管理 ヒンシツ カンリ		4価値増幅 カチ ゾウフク		1プロセス

		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ		4価値増幅 カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ

		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		UI		4価値増幅 カチ ゾウフク		3UI

		マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL		5プロセス

		IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL		6データ

		IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング		6データ

		IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ		6データ

		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション		7IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ

		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ		7IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ

		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー		7IT基盤 キバン		3ネットワーク

		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ		7IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ

		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ		7IT基盤 キバン		5クラウド

		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS		7IT基盤 キバン		5クラウド

		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA		7IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ

		IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ		8リスク

		システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット		8リスク

		マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP		8リスク

























デジタルガバナンス全体構成図

		マネジメント要素 ヨウソ		サブ要素 ヨウソ		科目群 カモク グン		科目 カモク		主な内容 オモ ナイヨウ

		1バリュー		1戦略 センリャク				コアコンピタンス経営 ケイエイ		戦略設計図、ストレッチ戦略 センリャク セッケイズ センリャク

		1バリュー		1戦略 センリャク				ビジネスモデルキャンバス		ビジネスモデル記述法 キジュツ ホウ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		eビジネス		ユーザーの意思決定理論 イシ ケッテイ リロン

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		BPR		トヨタ生産方式、SCM、CRM、ビジネスモデル セイサン ホウシキ

		1バリュー		1戦略部品 センリャク ブヒン		エンタプライズ系 ケイ		事業変革 ジギョウ ヘンカク		事業変革、価値創造サイクル、デジタル化 ジギョウ ヘンカク カチ ソウゾウ カ

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		エンタプライズ系 ケイ		サービスサイエンス		サービスマーケティング、ブルーオーシャン戦略 センリャク

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		スタートアップ		起業、新規事業立ち上げ キギョウ シンキ ジギョウ タ ア

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		事業アーキテクチャ ジギョウ		マーケティング		リサーチ、プランニング、コミュニケーション

		1バリュー		1戦略部品 センリャクブヒン		技術経営 ギジュツ ケイエイ		イノベーション戦略 センリャク		破壊的イノベーション、オープンイノベーション ハカイテキ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				デジタル投資ポートフォリオ トウシ		ポートフォリオ管理、ベンチャー投資手法 カンリ トウシ シュホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシカンリ				プログラムマネジメント		ステージゲート法 ホウ

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ				投資成果評価 トウシ セイカ ヒョウカ		バランススコアカード（BSC)

		1バリュー		2投資管理 トウシ カンリ		マネジメント系 ケイ		会計 カイケイ		IT投資マネジメント、BSC トウシ



		2ケイパビリティ		1リレーション				戦略的提携 センリャクテキ テイケイ		戦略的提携手法 センリャクテキ テイケイ シュホウ

		2ケイパビリティ		2ナレッジ				知識創造サイクル チシキ ソウゾウ		SECIモデル

		2ケイパビリティ		2ナレッジ		エンタプライズ系 ケイ		標準化と知的財産 ヒョウジュンカ チテキ ザイサン		標準化、特許権、著作権 ヒョウジュンカ トッキョケン チョサクケン

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				組織IQ ソシキ		組織能力 ソシキ ノウリョク

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ				高業績チーム コウ ギョウセキ		チームマネジメント法 ホウ

		2ケイパビリティ		3組織 ソシキ		マネジメント系 ケイ		組織 ソシキ		組織構築、組織運営 ソシキ コウチク ソシキ ウンエイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ				MOTプログラム		MOT人材育成 ジンザイ イクセイ

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		エンタプライズ系 ケイ		コミュニケーション		ロジカルシンキング

		2ケイパビリティ		4人材 ジンザイ		事業アーキテクチャ ジギョウ		リーダーシップ		リーダーシップ研修法 ケンシュウ ホウ



		3価値創発 カチ ソウハツ						価値創発サイクル カチ ソウハツ		仮説設定、モデル作成、試作、検証改良 カセツ セッテイ サクセイ シサク ケンショウ カイリョウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		エンタプライズ系 ケイ		ビジネスアナリシス		BABOK

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		事業アーキテクチャ ジギョウ		コンセプトデザイン		シナリオプランニング、エスノグラフィー

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		デザインマネジメント		デザイン組織、ブランドデザイン、製品デザイン ソシキ セイヒン

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		技術経営 ギジュツ ケイエイ		人工物設計、技術マーケティング ジンコウ ブツ セッケイ ギジュツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		価値デザイン カチ		デザイン思考、イメージボード シコウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		1仮説 カセツ		インダストリアルデザイン		デザインシステム計画 ケイカク		デザインリサーチ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		エンタプライズ系 ケイ		情報システムモデリング ジョウホウ		UML

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		シミュレーション		数理モデル、シミュレーション、ファジー スウリ

		3価値創発 カチ ソウハツ		2モデル		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		インテリジェントシステム		空間情報工学、位置情報システム クウカン ジョウホウ コウガク イチ ジョウホウ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		フレームワーク開発 カイハツ		Webアプリ開発　 Ruby on Rails カイハツ

		3価値創発 カチ ソウハツ		3プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		コラボレイティブ開発 カイハツ		Ruby on Rails

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		設計工学 セッケイ コウガク		製品設計 セイヒン セッケイ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		プロトタイピング工学 コウガク		３DCADモデリング、ラピッドプロトタイピング

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		システムインテグレーション		製品構成要素のSI セイヒン コウセイ ヨウソ

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		プロダクトイノベーション		創造設計 ソウゾウ セッケイ		創造的問題解決理論　TRIZ ソウゾウテキ モンダイ カイケツ リロン

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		インダストリアルデザイン		デジタルデザイン		サーフェイスモデラー

		3価値創発 カチ ソウハツ		4製品 セイヒン		デジタル技術 ギジュツ		デジタル製品開発 セイヒン カイハツ		構造解析、熱・流体解析、機構解析 コウゾウ カイセキ ネツ リュウタイ カイセキ キコウ カイセキ

		3価値創発 カチ ソウハツ		5サービス		プロダクトイノベーション		サービス工学 コウガク

		3価値創発 カチ ソウハツ		6AI		事業アーキテクチャ ジギョウ		ディープラーニング		アイデアソン、ハッカソン、TensorFlow



		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク						価値増幅サイクル カチ ゾウフク		仮説検証サイクル、モジュール化、実用化 カセツ ケンショウ カ ジツヨウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		ソフトウェア工学 コウガク		規範的開発、アジャイル開発 キハンテキ カイハツ カイハツ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		オブジェクト指向開発 シコウ カイハツ		オブジェクト指向モデリング　UML シコウ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		システム開発系 カイハツ ケイ		アジャイル開発 カイハツ		スクラム、スクリプト

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		1プロセス		マネジメント系 ケイ		プロジェクトマネジメント		PMBOK、IPA版、FP、WBS、EVM、品質管理 バン ヒンシツ カンリ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		システム開発系 カイハツ ケイ		セキュアプログラミング		脆弱性対処 ゼイジャクセイ タイショ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		品質工学 ヒンシツ コウガク		パラメータ設計、機能性評価 セッケイ キノウセイ ヒョウカ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		2品質 ヒンシツ		プロダクトイノベーション		信頼性工学 シンライセイ コウガク		信頼性、保全性、アベイラビリティ シンライセイ ホゼンセイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		IT系 ケイ		情報インターフェースデザイン ジョウホウ		UI設計、HTML5 セッケイ

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		創造経営 ソウゾウ ケイエイ		人間中心デザイン ニンゲン チュウシン		ユーザビリティ、ユーザーエクスペリエンス

		4価値増幅/ブリッジ カチ ゾウフク		3UI		インダストリアルデザイン		コミュニケーションデザイン		コミュニケーションデザイン



		5アーキテクチャ						EA		エコシステムアーキテクチャ

		51インテリジェンス

		52プロセス						サービスガバナンスプロセス		SOA、API

		52プロセス				マネジメント系 ケイ		情報システムサービス ジョウホウ		ITIL

		53データ				IT系 ケイ		データベース		DBMS、SQL

		53データ				IT系 ケイ		データベースインテリジェンス		データマイニング、クラスタリング

		53データ				IT系 ケイ		ビッグデータ解析 カイセキ		ビッグデータ、機械学習、並列分散処理、Hadoop キカイ ガクシュウ ヘイレツ ブンサン ショリ

		54IT基盤 キバン		1ホスト系 ケイ		IT系 ケイ		インターネットプラットフォーム		Webサーバー、Webアプリケーション

		74IT基盤 キバン		2端末系 タンマツ ケイ		IT系 ケイ		ユビキタスプラットフォーム		UNIX/LINUX、マイクロプロセッサ

		54IT基盤 キバン		3ネットワーク		IT系 ケイ		ネットワークサービス		TCP/IP、ネットワークサーバー

		54IT基盤 キバン		4組込み系 クミコ ケイ		デジタル技術 ギジュツ		組込みシステム クミコ		組込みシステム構成要素 クミコ コウセイ ヨウソ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		IT系 ケイ		クラウドインフラ		クラウドコンピューティング、仮想マシン カソウ

		54IT基盤 キバン		5クラウド		システム開発系 カイハツ ケイ		クラウドサーバ構築 コウチク		Amazon AWS

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		システムプログラミング		スプリプト言語　phython ゲンゴ

		54IT基盤 キバン		6言語 ゲンゴ		IT系 ケイ		JAVAプログラミング		JAVA



		6リスク						エンタプライズITリスク

		6リスク				IT系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		情報セキュリティ ジョウホウ

		6リスク				システム開発系 カイハツ ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISO/IEC15408　セキュリティターゲット

		6リスク				マネジメント系 ケイ		情報セキュリティ ジョウホウ		ISMS、BCP
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ご静聴ありがとうございました。
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